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　初夏の蒼天の下、ねっとりとした湿気に包まれた、東京の都心部——。

　その一角にある大手総合商社の建物の前で　大勢の社員が集まっていた。

　彼らから別れを惜しまれているのは、今年二十九歳になる女性。

　本日、五月末日をもって退職する芳よし本もと七なな生おである。

　新卒で入社して六年、営業部事務サポート課の主任になった才媛だ。

　艶やかな栗色の髪を肩で揺らす、目鼻の整った顔立ち。

　闊達な姉御肌で、部下の面倒見もいい。笑顔はどこかあどけなく親しみがあるが、仕事は妥協しない勝ち気な完璧主義だ。周囲から恐れられることはあるが、彼女がサポートした営業パートナーは優れた成績を残している。

　男性社員たちからのアプローチをまるで受けつけず、仕事命だと思わせておいて、突然の退職理由が、一ヶ月前にマッチングアプリで出逢った男性との結婚というから、社内に一大センセーションを巻き起こした末の今日だった。

　大きな花束と、プレゼントが詰まった紙袋を手にする七生に、同性の部下たちは縋りついて、辞めないでくれとおいおい泣く。

　最初こそ可愛い部下たちだと思っていたが、もう何十分も外に立っていると、肌を焦がす灼熱の太陽の存在が気になってきて、早くこの場を立ち去りたいという気持ちも出てくる。

（今日は日焼け止めを塗ってこなかったのに、こんなに外にいたら紫外線が……！　それに化粧が溶けて、最後の最後にばれてしまう！　社内旅行でも皆と温泉に入らずに、隠し続けてきた……童顔が！）

　デキる女を演じ続けた二十九歳は、色々と大変なお年頃なのだ。

　なんとか彼女たちを宥めて、深々と一礼すると、世話になった会社を後にする。

　通い慣れた建物から離れるに従い、涙がこぼれるくらいには、愛着あった会社だった。

　しかしこれ以上、仕事が忙しいからと、結婚の手配をすべて婚約者だけに任せておくわけにはいかない。それに彼も今、仕事が繁忙期に入ったらしく、前ほど連絡がとれないのだ。　　

　そのため七生は、大きなプロジェクトが終わったタイミングで退職し、東京近県で実家暮らしをしているという彼の家の近くに、マンスリーマンションを借りることにした。

　最近彼の仕事が忙しくなってしまい、物件探しの時間がなかなか取れないということで、七生自身が動いた。勝手に契約してしまったが、わかってくれるだろう。

　結婚したら、新居で新たに家具を買い揃えようという話だったから、断捨離にもちょうどいい。リサイクルショップで売ったら、そこそこの金額になってほくほくだった。

　朝に預けていた、駅のコインロッカーからトランクケースを引き取り、これからマンスリーマンションに向かおうとした七生は、ふと足を止めた。

　そばのレストランから、両手で子供の手を引いた男が出てきたからだ。

「これからどこに行こうか。パパは、お前たちの好きなところに連れていってやるぞ」

　すると子供は喜んで、後から出てきた身重な女性に抱きついた。

「こら。ママは大変なんだから、抱きつかないの」

　笑顔で溢れた幸せそうな家族だった。

　しかし、それを見ている七生の顔は強張り、青ざめていく。

　その父親の顔は、これから結婚をしようとしていた婚約者と同じだったからだ。

（既婚者だったの？）

　しかし他人の空似の可能性だってある。むしろ、他人だと信じたい。

　結婚話が急に進まなくなったのも、彼の仕事が忙しくなったからで、結婚する気などなかったために、のらりくらりとかわされていたわけではない。

　七生が呆然と立ち竦んでいると、男は七生に気づいたようだった。

　すると——。

「な、七生!?　なんでここに……！」

　その反応は、やはり彼——だった。

　その顔に滲ませているのは、驚愕よりも焦り。

　隠さないといけない存在は、妻子ではなく——。

「パパ？」

「あなた？」

　妻と子供が訝しげな顔を向けたが、男は動揺に上擦った声をあげた。

「なんでもない。こっちの道ではなくて、あっちから帰ろうか」

　そして七生を忌避し、遠ざかろうとした。

（ふざけないでよ……！）

　七生は早歩きにて追いかけ、男の手をぐいと引く。

　怯える男に向けて花束を持つ片手を振り上げた時、傍らの女性の膨らんだ腹と、不安げな子供の顔が目に入った——。
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「——それでね、幸こう生き兄さん。わたし……どうしても、純粋無垢な子供の前で暴力をふるうことができなくて。〝奥様おめでたなんですね、おめでとうございます〟と、笑顔で手にしていた花束とプレゼントを押しつけて逃げてきちゃったの」

　兄に電話をしながら、公園のベンチに座る七生は、宵の空を仰ぎ見た。

　今夜は新月なのか、それとも月が見えないだけなのか、空には星ひとつない。

　ただ闇色が広がるばかり。

「言いたいことはたくさんあったのに、なにも言えなかった。父さんの不倫でシンママになって、働きづめで倒れて亡くなった母さんのことや、残された兄妹で頑張って生きてきたあれこれが一気に脳裏に巡って。騙されていたとはいえ、たまらなく罪悪感でいっぱいになって、子供たちの前で無関係を装うことしかできなかった」

　七生は、横に置いている缶ビールをちびりと飲んで続ける。

「不幸中の幸いなのは、結婚を最優先にしていたから、肉体関係がなかったこと。話は面白かったし好感はあったけど、仕事上のパートナーみたいな感じだったの」

　今思えば、気軽に遊べる女ではないから段々と疎遠になったのかもしれない。相手の魂胆を見抜けず、会社まで辞めて結婚に意気込んで……このザマである。

「退職したことを除けば、犠牲はなかったからと割り切れるはずなのに、なんでかなあ……涙が止まらないの。すべてが嘘だったんだと思ったら……」

　七生は声を震わせる。

「六年前までの女々しい自分を変えて、打たれ強い性格になるように努力したはずなのに。どうして簡単に、昔の自分に戻っちゃうのかな」

　すると、電話から大きなため息が聞こえてきた。

『お前が結婚するために退職しただなんて、俺は初耳だぞ。しかもマッチングアプリで知り合って一ヶ月の男となんて、無謀すぎだ。なんで退職の前に、俺に相談しなかった？』

　それはもっともな意見だが、兄が反対するとわかっていたから黙っていたのだ。

　六年前に失恋して以来、恋愛はもうこりごりだと仕事に生きる決心をした。それを変えたのは、先月、マッチングアプリを縁に寿退職した後輩の言葉だ。

　嬉しそうに彼女は言った。

　——これで私、厄介者扱いされずに済みます。私が結婚しないから、妹が結婚できないと、家族からプレッシャーをかけてくるのがつらくて。

　それを聞いて、七生は三歳違いの兄、幸生のことを思い浮かべた。

　幸生はある会社を起ち上げて、社長という立場として仕事をこなしている。

　学生の頃からモテるくせに、いまだ独身だ。

　六年前に砕け散った七生の恋の相手は、幸生の高校時代の友達だった。

　兄が応援してくれたため、彼からの交際の申し込みを受け入れたのだが、七生が新入社員デビューを果たした……桜が舞い散る春、彼の浮気が発覚。

　ベッドイン最中の浮気現場に固まる七生にかけられた声は、謝罪ではなかった。

　いかに七生が女として欠陥品だったのかを散々罵られて、別れを告げられたのだった。

　彼は七生の初めてを捧げた相手だ。結婚まで意識していただけに、失恋の痛手はひどく、七生はずっと泣き暮らした。それに責任と怒りを感じたのだろう幸生は、その友達と絶縁して以降、恋人を作らなかった。

　そう思っていたのだが、先月偶然、兄と腕を組んで歩いている美女の姿を発見したのだ。

　某女優とそっくりな肉感的な美女だった。

　正直、硬派である兄が選んだタイプとしては意外ではあったが、彼が今の彼女と幸せな結婚を望んでいるのならば、安心して決断できるようにと、七生は自分の結婚を急いだのである。

『七生？』

　兄に結婚相談をしなかった理由を告げられずに、言葉を濁していると、幸生は再び電話口で盛大なため息をついた。彼女自身の幸せのためではなく、兄の幸せを願うためのものだと、察したのだろう。しかし幸生は、それを追及はしなかった。

『六年間、仕事お疲れさん。しばらくはゆっくりと休め。今日はひとりでいられるか？　もしつらいなら、誰か……』

「い、いらないわ！」

　七生は六年前を思い出して、叫んでしまう。

　失恋に落ち込む七生を見兼ねて、忙しい兄が派遣したのは……。

　——七生、さん……。

　扇情的な声が蘇り、七生はぶんぶんと頭を横に振って雑念を振り切る。

「他人より、兄さんと話した方が……そうだわ、兄さんのところに行ってもいい？　わたし、新居に行きたくないし……」

　兄がなにかを答えた時、通話の通信状況が悪くなった。

　スマホの画面を見ると、充電切れを示すマークが赤く点滅している。

　兄に長く愚痴りすぎたようだ。

『——俺……家……』

　もう切れるのではないかと焦るあまり、兄の言葉が途切れ途切れにしか耳に入ってこない。

　〝俺は家にいる〟とか、〝俺の家に来い〟とか言われているのだろう。

　兄のマンションはこの公園から近いし、電話で心配をかけさせてしまったから、もう大丈夫だと安心させるためにも、これから顔を見せにいこう。

　たまには兄妹水入らずの時間もいい。

「わかった。これから行くから」

　最後まで言えぬまま、途中でスマホの画面は真っ黒になってしまった。
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　幸生のマンションは、ハイテクなセキュリティ完備のタワマンではない。

　黒字会社の社長をしているのだから、それなりに稼いでいるはずだが、「寝床に金をかける必要はない」と、リノベーションした築二十年のマンションで堅実に暮らしている。

　建物の入り口には、顔馴染みになった初老の警備員が立っており、七生がいつもの通り、お茶のペットボトルを差し入れて挨拶をすると、警備員はにこやかな笑みを返してくれた。

　エレベーターで七階に上がり、チャイムを押す。

　しばし待ってもドアが開く気配がない。兄は風呂でも入っているのかとドアノブを回してみると、ドアは開いた。鍵がかかっていなかったのは、勝手に入ってこいということなのだろうと、七生は中に入ることにした。

　声をかけようとした時、玄関に女物のヒールがあるのに気づく。

（兄さんの新しい靴……なわけないでしょ！）

　考えられるのは、兄の恋人が来ているということだ。

　この場に妹を呼んでいるのだから、正式に紹介するつもりなのではないか。

（わたしに余計な心配をかけさせまいとしているんだわ。いい機会だったのかも）

　対面を終えたら、今日はホテルに泊まろう。さすがに兄と恋人の蜜月を邪魔するのは忍びない——そう思いながら、兄の恋人が不審がらないように、声を張り上げた。

「幸生兄さん、妹だよ。お邪魔しまーす」

　そしてリビングに入った瞬間である。

「——!?」

　七生は、その光景を見て目を瞠り、身体を硬直させた。

　白いラグの上には、はだけたシャツを着た男が仰向けになっていた。

　その上に跨がり、ズボンを脱がそうとしているのは、黒い下着をつけた巨乳の女。

　まさにこれから濡れ場に突入寸前の男女は、七生を見て驚いた顔を向けるが、七生の方が驚きのあまり卒倒しそうである。

　男は——兄ではなかった。

　そして女は、以前街で見かけた……某女優によく似た、兄の恋人だったからだ。

（どういうこと？　わたし部屋を間違えた？　でもこの内装、間違いなく兄さんの部屋で……。だったらなんで兄さんの部屋で、兄さんがいないのに、兄さんの恋人が兄さん以外の男とエッチをしようとしているの!?　そもそも兄さんはどこにいるの？）

「つかぬことをお尋ねしますが、ここの家主は芳本幸生のはずですが、兄はどこに？」

　仁王立ちでギンと女を睨むと、彼女は青ざめた顔をして男から離れ、服を手繰り寄せた。

「ああ、幸生さんは……今夜は北海道に出張だ」

　悪びれた様子もなく答えたのは、上半身を起こした男だ。

　甘く艶めいたバリトンの声音が、七生の肌をざわりと粟立たせる。

　シャツから覗く引き締まった身体が、やけに艶めかしく、七生は目を泳がせてしまった。

　それにしても、肉体だけではなく顔の造作までもが、極上すぎる美形である。

　どこか気だるげで、頽廃的な翳りを持つ……中性的に整った顔立ち。

　やや乱れた灰アッシュ褐色ブラウンの髪は、フェミニンを強調させつつ清潔感もある。

　髪と同じ色の瞳をした涼しげな目と、左目下にある泣きぼくろが、妙に七生の記憶を刺激する。

　初めて会うのに、どこかで見たことがある気がするのは、過去に仕事で関わった者だろうか。それともこれは魔性の類いで、警戒心を薄めさせるフェロモンでも出ているのだろうか。

　そんな彼は、依然動じた様子は見せずに、七生にこう語りかけた。

「兄……ということは、あなたは幸生さんの妹の七生さん？　七回生きると書く、しぶといゾンビみたいな名前の？　今、何度目の生まれ変わり中？」

（きっと兄さんから聞いたんだろうけど、馬鹿にしているのね。失礼で腹が立つわ！）

「随分とわたしの事情にもお詳しいようですが、あなたはどちら様で？」

「幸生さんから気軽に来いと、合鍵を持たされるくらいの友達」

　男はどこか懐かしげに目を細めて、甘く微笑む。

「ねぇ……。あなたに、触れてもいい？」

　その目に切ないものが過った瞬間、凄まじい色気がぶわりと広がった。

　七生の目の前がくらくらするほどのものだ。

　こんな妖艶な男、今まで忘れていられるような知り合いのはずがない。初対面だと確信した。

　今後一切、近づくことなかれ——と、頭の中で警鐘が鳴り響く。

　この男は、相手を堕落させる堕天使だ、と。

「いいわけないでしょう？」

　七生は、男と警戒の距離を保ったまま、毅然と言い放つ。

「あなたは、友達である兄の家に勝手に上がり込み、兄の恋人をたらしこんで、寝取ろうとしていた上、兄の妹にまで触れようと？」

　七生の怒りを感じて、着替えた女は退散したが、男は追いかけようとしなかった。

「状況的にはそうだね」

　飄々と、そして淡々と……男は答えるのみ。

　その他人事のような態度に、七生は怒りを爆発させる。

「〝そうだね〟じゃないでしょうが！　友達を裏切るなんて最低！　二度と兄さんと、この家に近寄らないで！」

　七生は鬼のような形相をして、消化不良で終えた平手打ちを、今度こそ華麗に決めた。

　そして火事場のなんとやらで、渾身の力で男を部屋の外に引き摺り出すと、憤然と家から追い出して鍵とチェーンをかける。

　すると男は怒るどころか、ドアの外から艶めいた笑い声を響かせたため、さらに頭にきた七生はドアを蹴り飛ばすと、やがて男は立ち去った。……大笑いしながら。 
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　七生が幼少の頃、母親に尋ねたことがある。

　兄の幸生は、幸せに生きると書くのに、なぜ自分は七に生きると書くのかと。

　——七回も生きられるなんて素敵じゃない。

　幸運のラッキーセブンという答えを期待していた七生は、母親のように喜べず、なにか納得がいかない……もやもやとしたものが胸の中で広がった。

　釈然としなかった理由の正体は、二十三歳になった時に、初老の男性占い師に告げられたことで判明する。

　——お嬢さんは、六度死んで生まれ変わる相じゃな。手相も人相も。

　七生は不死身ではないから、死ぬという表現はあくまで比喩である。

　つまり七回生きるということは、六回も死がちらつく災禍に見舞われるということだ。七生はそんなトラブルまみれの人生を、母の言葉から無意識に感じ取り、理不尽な運命を植えつけた不満を、小さな頃から抱いていたのかもしれない。

　思い返せば、七生が生まれた時は臍へその緒が絡みついて仮死状態だったという。両親の離婚や母親の死などが相次いで起きた学生の頃は、七生自身も事故に遭って生死を彷徨さまよった。大学の頃は、風邪薬を飲んでいたのにサークルの新歓コンパでアルコールを大量摂取してしまい、急性アルコール中毒で死の一歩手前だった。

　そして四度目が、占い師の言葉に耳を傾けることになった……新卒で新入社員になったばかりの六年前。大失恋をした帰り道で、身体は健康でも心が危機に陥っていた。

　——〝甘さ〟に注意と出ておる。それが次の危機に繋がるか、回避して幸せになれるかどうかは、お嬢さんの心がけ次第……ということじゃな。

　そう。心がけ次第だとアドバイスを貰ったから、六年前の自分と決別した。

　お祓いにも行ったし、内向的で流されやすかった性格も変えて、凶々しいものを撥ねつけられるようにと、ジョギングをしたり自己啓発に努めたりして、心身ともに強くなったはずだ。

　化粧も覚えて髪も染めて地味さを払拭し、同窓会でも、すぐに皆に気づいてもらえないほどに垢抜けたのだから、不幸は四度目で最後だと思ったのに——。

　そして現在、相手に裏切られたことは心が痛むものの、正直、結婚に関しては夢を抱いていなかったこと、さらに不埒な兄の友達へ怒りが集中していたことも幸いしてか、人生を投げ捨てるほど自棄になったり、絶望感に浸ったりはしていなかった。

「この程度は五度目の不幸ではない。もう不幸は訪れない……と、思うようにして、気持ちを切り替えなきゃ。まずは明日、マンスリーマンションを解約しよう。それから新居探し。家具家電は一から買い直しになるし……はぁ、お金が飛ぶわ……」

　不届き者を追い出した後、兄の帰宅を待ちながら、これからの生活のことを考えていたら、そのまま寝こんで朝になってしまった。

「兄さんが帰ってこない。北海道に出張って、本当のことだったの？」

　なにか連絡が入っているかとスマホを見ると、電源が切れたままでいたことに気づく。

　慌てて充電すると、昨日の日付で幸生からの留守電やメールが残されていた。

　幸生は出張先の北海道から、翌日の昼に戻るとのこと。

　弁当を買って帰るから、夜は幸生の家に泊まり、そのまま帰りを待っていてほしいこととの記載もあり、もし家に彼が出入りを許している友人がいたら、無視するなり愚痴を聞かせるなり、勝手に使っていい——とのことだった。

　充電切れになったスマホで、断片的に幸生が言っていたのは、そのことだったようだ。

（……兄さん、過保護なところがあるのに、よくあんな友達とわたしをふたりにさせようと思ったわね。それだけあの友達を信頼していたということ？）

　もしかして幸生は、友人の正体を知らないのかもしれないと、それとなく現況を伝えた。

『兄さん。友達は、吟味した方がいいよ。あの人、最低最悪の危険人物だから、速攻島流しの刑にしました。妹は、女の敵から無事に、貞操を守り抜きました！』

　最後にピースサインの絵文字を入れ、元気なメールで報告すると、すぐに返信がきた。

『あいつから聞いた。女を連れ込んでいたんだってな。傷口を抉って悪かった』

　幸生が謝ることはないとは思うが、特に驚いた様子もなく、今度は絶縁したわけでもないようだ。そういう男だと、始めからわかっていたからなのだろうか。

（わたしなら、留守中に家をラブホ代わりに使われたら、その友達とは縁を切って引っ越すけど。わたしに直接被害がなければ、友達のままでいられるのか……）

　それにつけても、六年前も今も、兄の友人には誠実な男はいないらしい。

　六年前までの兄の友達は、平気で妹と二股をかける男だったし、現在の友達は、兄の恋人を寝取ろうとしていたし、幸生は友達を見る目がないのかもしれない。

　不誠実なのは友達だけではない。幸生の恋人だって、彼氏の家で堂々と浮気をしようとしていた。あの男の魔性のフェロモンに惑わされたのだとしても、それは言い訳にならない。

　残念ながら幸生は、恋人を見る目もないようだ。

「さすがに恋人の浮気の件は、兄さんに言えないわね。……この件は後で考えよう。まずは兄さんが帰るまで、やるべきことをしておこうか」

　最優先すべきは、これからの生活の安定である。

　ありがたいことにマンスリーマンションの運営会社は、事情を理解してくれて、違約金なしで解約手続きをしてくれることになった。

　幸先がいいと思いながら、スマホで賃貸情報サイトを見ていると、幸生が帰ってきた。

　きりりとした眉と鋭い目を持つ、男らしい美貌の持ち主の兄は、北海道銘菓と、鮭とカニといくらが入った弁当を土産に買ってきてくれた。

「七生」

　兄は立ったままで両手を広げる。それは昔からの、幸生の慰め方だ。

〝ただいま〟とか〝アホ〟とかの言葉の前に、まずは不幸に見舞われた妹を慮おもんばかったのだ。

　七生は幸生に抱きつくと、涙腺が緩みそうになるのをぐっと堪えた。

（泣くな。泣いたら六年前のように、兄さんに心配をかけてしまう）

「おかえり、兄さん。心配掛けてごめんね。わたし、元気だよ」

「七生……」

「大丈夫、今回のわたしは前みたいにならない。わたし、強くなったんだから！　やっぱりこれからは、仕事に生きるわ。それもまた楽しい人生よ」

　七生が、心配そうな顔をしている幸生を励ますように陽気に笑った。

「それに、転職にわくわくしてるの。今までの経験を活かして、前職以上にいいところに勤めて、たくさんお金稼いで東京でタワマン買って、兄さんを悔しがらせてやるんだから」

（大丈夫。わたし……笑えている。もうわたしの不幸な出来事は終わったんだわ）

　幸生は会社では厳しい社長らしいが、妹にはとことん甘い。いくら七生が大丈夫だと笑っていても、精悍な顔を心配そうに歪めて憂い顔を見せるのだ。

「……お前、この家に住め。部屋はあるから」

「この歳で、兄妹で同居なんて恥ずかしいわよ。それにそういう逃げ場があったら、この先も兄さんに依存してしまうから、ちゃんと自立したいわ」

　六年前があったからこそ、口にできる言葉でもある。

「だったら次の職と新居が見つかるまで、ここに滞在してろ。借宿として」

　幸生は、また七生が前回の失恋の時のように塞ぎ込まないか、不安のようだ。もう大丈夫だと彼自身が納得できるまで、七生を目の届くところにおいておきたいのだろう。

「それに、これから金がかかるだろう？」

「う……。でもわたし、兄さんの恋路の邪魔をしたくないし。今の恋人はアレだけど、新たな人ができたら……」

「今の恋人はアレって？　俺、恋人はいないぞ？」

「いやいや、昨日……」

　訝しげな幸生の顔が目に入り、七生は口を閉ざした。

（もしかして、あの巨乳の恋人をわたしに隠したいのかしら。それとも恋人ではなくて、セフレとか？　お堅い兄さんがセフレ……？　下手に追及したら、昨夜の不貞のことを口走りそうだから、ここは適当に話を合わせよう）

「恋人ができたら、ちゃんと教えてね。教えてくれるなら、住んであげてもよろしくてよ」

　わざとつんと気取り、片手で長い髪を払いのけると、幸生が笑った。

「お前、どこのお嬢様だよ」

　七生も声をたてて笑った。

（次の職が見つかれば、エリアを絞って新居も見つけられるわね。厄介かけるのもせいぜい数日のことだろうし、兄さんの言葉に甘えてみようか。それにまたあの友達が、ここをいかがわしいことに使わないよう、見張らなくちゃ）

　気分は兄の守護神である。

「さーて、兄さん。お腹が空いたから、お弁当食べようよ。兄さんが好きな、なめこと三つ葉のお味噌汁、作っておいたわ」

　兄妹でこうしてまったりと時間を過ごすのは久しぶりだ。

　ふたりで食べた弁当は美味しくて、そして幸生は優しくて面白くて……出そうになる涙を誤魔化すようにして、七生は笑い続けた。
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　それから一週間後——。

　たった数日で兄の家から出る予定だった七生は、げっそりとした顔で、今夜もまた会社帰りの兄を、彼の家で迎えた。

　夕食はできているが、食欲がないために七生の夕食は少なめだ。

「どうした、七生。なんでお前、日に日に元気がなくなっていくんだ！　そんなに例の既婚者が忘れられないのか!?　俺が話をつけに……」

「違うの。もうそれは過去の黒歴史で処理されているんだけど、職が決まらないのよ。かなり条件を下げているというのに」

　応募エントリーしたところはすべて門前払い。ハローワークにも通って面接をとりつけ、やる気を見せても、年齢と独身女性であることに渋い顔をされた挙げ句に不合格。あまりに立て続けに落とされてばかりで、七生の自尊心もぼろぼろだった。

　いくら前職で皆から重宝されたといえども、専門的なスキルや資格があるわけではなく、一般的な事務経験しかない二十九歳の独身女性に、門戸は開かれていなかったのだ。

「やっぱり退職はなしにしてくださいなんて言ったところで、あれだけ盛大に見送られたのに、どの面下げて出戻れるのと思うし。そもそもあの会社で、そんな再雇用の前例、聞いたこともない。ああ、永久就職を辞めたからって、無職ニートのままなんて」

　そしてため息交じりに、ぶつぶつと呟く。

「五度目の深刻な不幸は、結婚しようとしていた相手に裏切られたことではなく、再就職のことかもしれない。こんなに働きたいのに、死を意識するほどこれからも落とされまくって、人間としての尊厳も失ったわたしは絶望的に落ちぶれた末、野垂れ死んでも誰からも気づかれずに白骨化するのかも……とか考えたら、食欲がなくなってしまって……」

　極度の自信喪失によりネガティブになった七生を、幸生は揺さぶる。

「そうなる前に俺が気づいて、お前を救うから！　働きたいのなら、まずはバイトでもいいじゃないか。バイトだったら……」

　しかし七生は空笑いをすると、虚ろな顔で続けた。

「バイトも考えたわ。スーパーのレジ打ちもウェイトレスもコンビニの店員も、新聞配達も。だけど、声をかけるところは募集していないとか、わたしを見るなり欠員はいないとか、たった今決まったとか……。本当なのか、若い子を雇いたいのかよくわからないけど」

「だったら募集が出るまで失業保険で生活して、まずは先に住居を見つけるのはどうだ？」

「ええ、それも考えたの。だけど、めぼしいところはすべて契約済。ここ数日、ネットで調べてお気に入りマークつけていたところも、すべて！　残っているのは家賃が高いところか、東京から離れたところか、すごいぼろ家のどれか。前に住んでいたところでもいいと連絡してみたら、もう次の人が入ってて、他にも空きはなし。なにひとつ希望が通らない」

　嫌がらせのように、ここまで全方面でタイミングが悪くて縁が無いと、この先は生きるなと皆から言われているような、暗い心地になってくるのだ。

「今のわたしは、宿なし、職なし、兄さんのスネ囓り。わたし、寝たきりのヨボヨボのおばあさんでもないし、働く気満々で再出発したいのに、どうしたってわたしは必要とされない。六度目の生まれ変わりができず、五度目の災禍に朽ち果てていく運命なんだわ」

　そして七生は両手で顔を覆うと、俯きながらさめざめと泣き出してしまった。

　幸生はため息をついた後、神妙な声を出した。

「……七生。ひとつ、いいところがある。お前が今まで働いていた会社の規模には届かないが、着実に業績を上げて、業界では有望視され始めたところだ。福利厚生などはきちんとしていて、指定区域内であれば住宅手当も出る。きっちり週休二日、定時上がり。開放的でのびのびとした、とてもいい会社だ」

　顔を上げた七生は、涙目のまま幸生に問う。

「どこ？」

「俺の会社。『デジタル・メメントモリ』」

　途端、七生はあからさまに落胆した顔をする。

「どうして俺の会社を嫌うんだよ。俺と働いたっていいじゃないか」

　幸生は大学卒業後、大手企業に就職したが、そこを退職してＩＴ系の会社を創設し、今年で四年目になる。

　グループウェアと呼ばれる、コミュニティ系のアプリ開発で知名度を上げたらしく、才能豊かな若手社員に恵まれ、会社は順調に大きくなったらしい。

　過去何度もお誘いは受けたが、社長の妹が働いていれば、社員たちはやりづらくなり、自由な意見も出なくなる。それにきっと腫れ物のように扱われ、仕事で評価されたとしても、出来レースと思われるのも嫌だ。

「兄さんは会社のトップだから、肩身狭くなる身内社員の気持ちはわからないのよ。わたしは自分の力を正当に評価されて、上を目指したいの。色眼鏡で見られたくないわ」

「だったら、俺の妹だと隠して入ればいいだろう？　俺の会社に、赤の他人だが同じ苗字の奴が五人いる。今更ひとり増えたところで、誰も疑わないだろう」

「でもわたし、ＩＴスキルは持っていない……」

「やってもらいたいのは、営業補佐。厳密に言えば、営業部の課長をしている男性社員のアシスタントをしてほしいんだ」

　素性を隠して、得意の営業補佐アシスタントの仕事をするということに、七生の心が動く。

「彼は我が社で一番の辣腕で、彼によって我が社は大きくなったと言っても過言ではない。企画も営業も、ＩＴスキルもある優秀な人材だ。しかしどうも事務系は苦手のようでな。それでなくとも多忙で飛び回っているから、細かなことに手が回らないようなんだ。それでアシスタントが必要なんだが、彼の優秀さにアシスタントがついていけないんだ」

　七生は前職を思い出す。

　大きな仕事を先導・統率できる支配者タイプの者は、細やかな雑務にまで気を配る余裕がないことが多い。そうした補助が、七生たちアシスタントの仕事だった。

　しかしそうした仕事も適性があり、心配りができる性格もさることながら、経験や直感、全体像を見通せる力や先見の明があるかないかも、影響を及ぼす。

　指示がなければ動けない社員などは、言わなくてもわかるだろうというタイプの営業社員をパートナーにすると、かなり心労を抱えることになる。

　七生もよく、泣きついてくる部下たちに助言をしたものだ。

「彼のアシスタントは長く続かない。数週間前、他社でアシスタント歴が長いという優秀……と思われる人材を確保したばかりだったのに、その彼女でも鬱病の診断書を持ってきて、数日前から休職中だ。彼が課長になって二年。これで十四人がギブアップだ」

（十四人……。結構な数ね。その課長さんはパワハラとかモラハラとかハラスメント気質なのかしら……）

「今、大手企業の依頼で、あるアプリ開発に着手している。うまくいけばそこからもっと事業が広がる可能性もあるだけに、どうしても彼に、この仕事に集中して頑張ってもらわないといけなくてな。お前が培ってきたノウハウと根性で裏から彼を支えてくれれば、我が社は一段と躍進できると思うんだが……」

　砕け散る寸前だった七生のプライドが、兄の言葉によって回復の兆候を見せる。

「期間限定でもいい。俺を助けてくれないか？　お前の力が必要なんだ」

　それは七生を立ち直らせることができる、魔法の言葉でもあった。

「わかったわ！」

　七生は即答だった。

　誰よりも七生のことを理解する兄だから、うまく乗せられたような気がしないでもないが、頼られ必要とされているのに無視できる性分ではない。

　なにより今、七生は得意分野を活かした会社で、無性に働きたいのだ。

「わたしを妹だと特別視せず、一社員として扱ってね。初心に戻って頑張ってみる」

　七生の返答と笑顔を見て、幸生はどこかほっとしたように笑った。
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　デジタル・メメントモリは、兄のマンションから比較的近いところにある。

　鏡張りで近代的なデザインをした、五階建ての本社ビルだ。

　最上階は幸生の他、副社長や専務、常務がいる重役フロア。

　四階は技術者が揃うシステム部、三階は社内外の広報やデジタルデザインを担当する広報部。

　二階は七生が所属する企画も担う営業部、一階は受付嬢もいる総務部。

　各部には八名以上の社員がおり、三種類の課に分かれている。

　外資系の会社をモデルにしたようで、各フロアには、ミーティングもできる広々とした休憩ルームもあり、ストレスフリーな環境を目指しているという。

　朝会議で、やや威張り気味の兄が、季節外れの新入社員として全社員の前で七生を紹介したが、誰ひとりとして社長と同じ苗字であることを不思議に思う社員はいなかった。

（わたしと兄さんって、顔が似ていると思っていたけれど、他人だという先入観が強いのか、疑いの眼差しを向ける人が誰もいないのも、なんだか悲しいものだわ……）

　営業部は、顧客との窓口になる営業コンサルタント課、市場や競合相手の動向を分析するマーケティング課、そして七生が配属された営業戦略課に分かれている。

　昨日の兄の話によれば、この会社では、各部課を代表した社員たちでチームを作って連携をとり、いくつかのアプリ開発のプロジェクトに取り組んでいるようだ。

　営業戦略課が担当するのは、先に幸生ら重役が出席する経営会議で承認された、新規営業企画の立案や策定。チームの司令塔リーダーとなって、プロジェクトと社員を動かす必要があるため、オールマイティな知識と統括力が求められる。

　総合的にずば抜けた能力を持っているのが、蓼たて科しな稜い月つきという営業戦略課の課長のようで、幸生は朝会議にて、七生に彼のアシスタントをすることを任命したのだった。

　しかし、肝心の課長の姿がないまま会議は終了。

　幸生の計らいで、営業コンサルタント課の女性社員に席まで案内してもらった。

「社員証は、後で総務に取りに行ってくれ」

　男言葉を使う彼女は、腰まである長い髪をひとつに結び、女武芸者みたいな鋭い雰囲気がある。男前なスレンダー美女だ。

「わかりました。ええと……」

　七生は彼女が首から下げている社員証を、目を懲らして見つめる。

　すると彼女は笑いながら、それを七生がよく見えるように突き出した。

　七生よりひとつ年上で入社四年目。つまり創立当時から勤めているようだが——。

「私は帯たて刀わき巴ともえ。隣の営業コンサルタント課にいる。営業というよりは、このフロア全体の小間使いみたいなことを日常業務としている。パソコンやＯＡ機器以外なら頼ってくれ」

　機械が苦手なのだろうか。そう思った七生を察したようで、巴は肩を竦めて告げた。

「私は帯電体質でな、私が機械を長く操作すると誤作動を起こしたり、故障したりすることが多いんだ。すべての機械ではなかったから、今まで楽観視して生きてきたが、とにかくここの会社の機械とは相性が悪い。とうとう操作禁止令が出てしまった」

（ＩＴ系の会社で、機械クラッシャー……。だから、主な仕事が小間使いアナログなのね）

　なんとも謎めく社員は、七生にこそりと耳打ちした。

「社長より妹御さんと聞いている。世話を任されているし、私の前では気楽にしていいぞ」

　幸生の過保護ぶりに苦笑しつつも、事情を知る同性社員がいるのは心強い面もある。

　なにより兄が、妹の世話を頼むくらいだ。不思議な体質をしているだけで、相当、信頼できる相手なのだろう。

「私のことは巴と呼んでくれ。敬語はいらない。私は同期がいなかったし、女性の最年長社員として孤立していたから、親しくしてくれたら嬉しい」

　お局入りを歓迎されているかのようで複雑ではあるが、彼女に邪気はないようだ。

「わかったわ。わたしのことは七生と呼んでね、巴。どうぞよろしく」

　すると巴から、とびきりの笑みを返された。

　なんとも面映ゆい心地になりつつ、七生は巴に質問した。

「ねぇ、営業戦略課の他の社員はどこにいるのか知っている？　優秀な社員を集めた課だと聞いているけど、もしかして朝会議そっちのけで、営業会議をしているとか？」

　やる気がある課は大歓迎だ。わくわくして尋ねたが、巴は笑って否定した。

「ひとりは休職中。もうひとりは入院中。残るひとりは蓼科課長だが」

（だったら平社員はわたしだけ!?　まさかの……引き継ぎも指導もなしのぶっつけ本番アシスト!?）

　巴はフロアを見渡してから、ため息交じりに言った。

「彼は多分、このフロアにある旧資料庫だろう。うちの課の沢渡さわたり課長も、具合悪いと手洗いに行ったきりのようだし……ふむ。もうそろそろ、いい時間だ。これは資料庫の鍵。蓼科課長のアシスタントとして、迎えにいくといい」

（コンサルタント課の課長が具合悪いのと、蓼科課長が資料庫にいるのとに、どんな因果関係があるのかしら）

「旧資料庫の鍵は、蓼科課長と私のふたりだけが持ち、管理を任せられている。新たな資料庫ができてから、旧資料庫を利用するのは蓼科課長ぐらいだ。鍵をかけてこもりがちだから、一時間経っても戻ってこない場合は、私が声をかけるように彼から言われている」

　本来それは彼のアシスタントの役目だったそうだ。

「だったらこれからはわたしの仕事ね。すごいわ、デキる人っていうのは、資料を熱心に読み込んで知識に変えているのね」

　目を輝かせると、巴は微妙な面持ちになりながら、声を潜めた。

「あまり期待しない方がいい。旧資料庫は曰くつきだからな」

「い、曰くつき？」

「ああ。女の啜り泣く声が聞こえてくるという噂がある。それが旧資料庫に、誰も寄りつかない理由だ。霊感がある社員が部屋に一歩踏み入れた途端、泣いて逃げ出したとか。だから鍵をかけて閉鎖し、新たな資料庫を作ったんだ」

（わ、わたしそういう話は、すごく苦手なんだけど……）

「そ、そんなところに、なぜ課長はこもっておられるの？」

「持ち出し不可の重要資料があるのもそうだが、足繁く資料庫に通っているのは、もしかすると……女幽霊に呼ばれているかもしれない。最近、妙にやつれてきたんだ。このままだと課長は……資料庫から出てこれなくなってしまうかも」

　神妙な顔でそう告げる巴に、七生はざわっとしたものを感じる。

「蓼科課長のアシスタントが病んで続かないのは、案外、嫉妬した女幽霊の妨害があるんじゃないかと思っている。私がこの会社の機械と妙に相性が悪いのも、いつも私が課長を呼びにいくからかもしれない。ほら、幽霊と電波って無関係ではないというだろう？」

　そして巴は、青ざめる七生の手をぎゅっと握りしめた。

「慎重に振る舞い、課長を救い出せ。それが最初の、アシスタントの仕事だ」

（兄さん、そんなオカルト的な事情があること、聞いてないよ！）

「七生は根性と責任感があると、社長から聞いている。七生、武運を祈る」

（くうううう！）

　一度引き受けた仕事だ。子供でもあるまいし、噂が怖いと逃げ出すわけにはいかない。

　今後のためにも、噂の真実は自分の目で確かめよう。

「わかったわ。慎重に……課長を連れ戻してくる」

「ああ、そうしろ」

　なぜか巴がにやりと笑ったが、七生はそれに気を留める余裕はなかった。

　

　フロアの最奥に旧資料庫はあり、ドアには鍵がかかっていた。

　声をかけても応答がないため、びくびくしながら解錠して中に入る。

　湿気とカビの匂いがする薄暗い室内。スチール製の棚が迷路のようだ。

　物陰からなにが出てきてもおかしくない。

　息を詰めて慎重に歩いていると、奥にだけ照明がついているのがわかった。

（どうか、普通に課長が資料を読んでいますように。声なんて聞こえませんように）

　しかしそんな願いは虚しく、光に近づくにつれて女性の声が聞こえてきたのである。

　切なそうになにかを訴える、か細い声が。

　ぎょっとしながらも、真相を確かめようと決意した七生は、声がする光の下へ歩む。

　そして、目にした光景に言葉を失った。

　奥まったところにある、書棚の前にいたのは——。

「触って。ねぇ、香か代よがしたように、香代の胸を舐めて、気持ちよくして？」

　自ら下着ごとブラウスを捲り上げて身体を揺らし、甘ったるい声を出して発情している女性と、彼女に馬乗りになられながら、巨乳を突きつけられている男性だった。

「はは。いけない課長さんだ。舐めて気持ちよくさせたら、沢渡課長の秘密、俺に教えてくれる？　俺に隠すことなく、心の隅々まで見せてくれる？」

　男を淫らに誘惑する——これが女幽霊なのか。

（ん……？　沢渡……課長？　巴の課の、具合悪くて戻ってこないという課長さん？）

「ふふ、いいわよ。香代の秘密のすべて、見せて教えてあげる」

「それは嬉しいね。だったら、気持ちよくさせてあげる」

　どこか気だるげで、頽廃的な翳りを持つ……中性的に整った顔立ち。

　涼しげな目の下にある泣きぼくろ——。

　牛のような巨乳に、唇を近づける男性の顔は——幸生の恋人を寝取ろうとしていた、あの最低最悪な友達と同じものだった。

（ここの社員だったの!?　二度と会うまいと思っていたのに、こんなところで遭うとは！）

　情事を覗いている恥ずかしさよりも、それまで植えつけられた幽霊に対する恐怖よりも、怒りが瞬時に勝る。仁王立ちになって、七生は怒鳴った。

「兄の家だけではなく会社でも、こんないかがわしいことをしているの？　兄の恋人にコンサルタント課の課長に……誰でも所構わず発情して、あんたは猿か!?　そんなに巨乳が好きなら、牧場へ行って牛と戯れてろ！」

　そして七生は、キッと沢渡課長を睨みつけた。

「あなたも役職者なら、社員の模範となるべき行動をしてください！　今回のことは目をつぶりますが、また同じ過ちを繰り返すようなら、相応の処罰が下されるご覚悟を！」

　入社して数時間の新入社員なのに、つい怒り任せに元主任の口調で厳しく告げると、課長は真っ白な顔でバタバタと出ていった。

　そして残るのは、やけに冷めた灰アッシュ褐色ブラウンの瞳で天井を見上げ、くつくつ笑う男性だけ。

　ネクタイは解け、ワイシャツのボタンは三つ外され、逞しい胸板には扇情的なキスマークがつけられている。乱れきったその姿は、彼がセクハラの被害に遭ったかのようにも見えるが、彼には許しがたい前科がある。

　彼はその目だけを七生に向けて、小さく笑った。

「ありがとう、助けてくれて」

　王子様の顔をして、お姫様のような台詞を口にする。

　しかも誘惑しているかのような流し目を寄越した上、濃厚な色香をダダ漏れして。

（ぐ……。鼻血が出そう……）

　鼻がむずむずするのを堪えて、七生は極力平静に、男に言った。

「わたしは助けたのではないのだけど」

「助けてくれるために、会社まで追いかけてきてくれたんだろう？」

「違うわよ！」

「違わないよ。幸生さんからそう聞いたんだから」

　勘違いも甚だしいが、ふわりと、嬉しそうに男は笑う。

　その笑みは乱れきった姿とは真逆な純真さがあり、なにか……七生の記憶が引っかかる。

　それがなにかと考えている間に、立ち上がった男は、ワイシャツのボタンを留めてネクタイを締める。アンニュイな雰囲気はそのままなのに、服を正せば凜然として見えるから不思議だ。

（スーツマジック……！）

　そして男は、背を正すと七生に向き直る。

「今朝は会議に出られる状況ではなくて、挨拶が遅れてしまったが、俺は蓼科稜月だ」

「……へ？」

　おかしな声が出てしまう。

「今、お名前をなんと？」

「た・て・し・な・い・つ・き」

　耳が遠い老婆を相手にするように、ゆっくりと大きな声で名を告げられる。

　おかげでより強く認識することができた。

「……それ、わたしがこれからアシスタントをする課長さんの名前なんだけど」

「ああ、その課長が俺だ」

　彼は背広のポケットから社員証を見せる。

　何度目を擦っても、営業部営業戦略課課長の蓼科稜月と記されている。

　しかも現在二十六歳。七生より三歳も年下だという。

（年下……。いや、そこだけがポイントではないんだけど……）

「俺のアシスタントを引き受け、入社してくれたと社長より聞いている」

　——助けてくれるために、会社まで追いかけてきてくれたんだろう？

「以後よろしく」

　それまで、淫魔の如き不埒な姿を見せつけておいて、握手を求める姿だけは、やけに神々しい。女遊びの現場を見ていなかったら、信頼できるパートナーだと思ったかもしれない。そうした二面性がある人間は、厄介だ。振り回される未来が見える。

（兄さん……なんて仕事を、わたしに命じたのよ）

　アシスタントとは、パートナーと一心同体になってこそ、その能力を発揮できる。

　兄の恋人だけではなく、社内の課長とも一心同体になろうとしていた男に、心を預けられるはずもない。彼を理解したいと思わないし、理解できるとも思わない。

　七生にとっては未知で禁忌な、遊び人。

　そんな男が、兄の会社で辣腕だというのなら、この会社は終わっている。

　わなわなと唇を戦慄かせていた七生だったが、灰褐色の瞳は七生が持つ鍵を捕らえた。

「ねぇ、物音をたてずにここに入ってきたけど、あなたに鍵を渡した巴女史に、なんと言われてきたの？」

「……この旧資料庫には、啜り泣く女の幽霊がいるから、気をつけて連れてこいって……」

　すると彼——稜月は、声をたてて笑った。

「なるほどね。それは巴女史の優しい嘘だ。やる気に満ちて入社したのに、来て早々、濡れ場に直面したらショックだろうと。ここにはそんな幽霊はいないから安心して」

（即席の作り話だったの!?　まあ確かに、やる気と期待感がＭＡＸ状態で濡れ場に遭遇するのと、恐る恐るやってきて濡れ場に遭遇するのとでは、衝撃度は違うかも。それを見越しての作り話だったなら、巴って頭がいいわ）

　巴は沢渡課長と稜月が、鍵のかけた資料庫でなにをしているのかわかっていたのだ。

　常習的な行為だったのだろう。

　巴は黙認できても、自分は認められない。あちこちあまりにもモラルがなさすぎる。

　七生は握手を拒むが、稜月は無理やりに七生の手を取り、両手で握った。

　ざわりと肌が粟立つのは、拒否反応だろう。

　柔らかく熱いその手の感触に、性的に興奮したから……そんなわけがない。

「無理……わたし無理」

「大丈夫。俺が優しく教えてあげるから。……ね？」

　油断すれば、上司らしからぬ妖艶な眼差しを向けてくる。

「わたし、そういうのに乗る女じゃないから。それに女にだらしない男は、本当に無理！」

「ふふ。そういう本音を口にして毛嫌いしてくれるのは、あなただけだ。他のアシスタントは、すぐに抱いてだの触ってだのうるさくて、まるで仕事をしてくれないから」

　七生の拒絶もなんのその。

「嬉しいな。これからはあなたのことをなんて呼ぼう。長い付き合いになりそうだし、親しみを込めて、七生さん、でいい？」

　——七生、さん……。

　不意に蘇る、黒歴史の断片。

（今、なんで思い出したの。あの子は、こういう魔性のタイプではなくて、子犬みたいに純真純朴……くっ、思い出すな、忘れるのよ！）

　ぶるぶると首を横に振って残影を振り切った。

「俺のことは稜月でいいし、いーくんでもいっくんでも、七生さんが好きなように……」

「蓼科課長！　わたしは、あなたのアシスタントはできませんので、代わりを見つけてください。ではこれにて、永遠にさようなら」

「へぇ……随分と腰抜けだね」

　突如温度が下がった声に、去りかけた七生の足がぴたりと止まる。

「俺が女と遊んでいたら、仕事に影響が出るんだ？　どんな私情をも後回しにして、最強最高のアシスト力を発揮できるから、あの大企業で主任にもなれたのだと……そう、幸生さんから聞いていたけど、現実は随分違うな。期待していたのに、がっかりだ。幸生さんの目が曇っているのかな。とうとう老眼かな」

　七生の頬肉が引き攣った。

（確かに兄さんは見る目はないけど……それは友達と恋人に関してだけよ！）

「その程度だったんだね、あなたにとっての仕事は。気分次第で、まだしてもいない仕事を放棄するなんて。ああ、そうか。俺がやり手だとか聞いて怖じ気づいて、逃げようとしているのか。お兄さんに偉そうなことほざいていたけど、本当は違うとボロが出るから」

　七生の握りしめた拳に力が入る。

「今まで俺には十四人のアシスタントがいたけれど、十五人目のアシスタントは、一番根性なしで最短で辞める上、嘘つきの小心者で最悪……」

「友情も常識も投げ捨てて、本能の赴くままに遊びまくる人に、最悪と言われる筋合いはないわ！」

　七生は目を吊り上げ、人差し指を稜月にびしっと突きつけた。

「そこまで言うのなら、『七生様、最高のアシスタントです』と平伏させてみせるわよ。これでも前職では、指名率ナンバーワン、予約待ち数ヶ月だったんだからね!?」

「……どこのキャバ嬢だよ」

「なにか言った!?」

「言ってないよ。あなたの勘違いだ」

　稜月はにっこりと、優雅にも思える笑みを見せて続けた。

「だったら、あなたをアシスタントに使ってあげよう。二言はないね？」

「ないわよ。わたしはあんたと違って、真面目な人間なの。こうと決めたら、どんなことがあってもするし、命じられたことはこなしてみせる。辞めることは絶対ないから！」

　そしてはっとする。稜月が愉快そうににやにやと笑っていたからだ。

「そうか。どんなことがあっても、俺のアシスタントを続けてくれるんだね。やる気があってありがたいよ。だったら安心して、今まで十四人に遠慮していた仕事を、たんまりとしてもらおうか」

「え……」

「なにか文句はあるかな」

　笑顔とはいえ、そういう時ばかり、デキる男の空気を纏って威圧的だ。

　この男は弁も立つ。うまく乗せられたのだと気づいた時には、もう遅かった。

（こうなったら、受けて立つわよ。元主任の意地にかけて、カモン、仕事！）

　七生は闘志を燃やすのだった。







第二章　忘れていた人








　七生が入社して数日が過ぎた。

　新入りの仕事用にとデスクに積まれた書類の山は、今日もまた追加されて高くなった。

　それを見て、よくもまあ、こんなにも溜め込んだものを、笑顔で任せるものだと、七生は今日もまた呆れ返った。

　しかしこれらは、稜月が事務を怠っていたがゆえの書類整理ではない。

　彼が考案した、走り書きのような営業企画の素案と、それに付随する膨大な資料だ。

　七生に与えられた仕事は、これらを誰からも見やすい企画書にすることだった。

　企画書作りは慣れているとはいえ、素案や資料が企画ごとにまとまっているわけではなく、いくつ企画があるのかわからない。日本語ではない資料もある。

　そもそも、どんな企画なのか説明を受けていないため、七生自身が素案を理解して、適切な資料と紐付けてまとめる必要があった。

　こんな不親切で手がかかる仕事は初めてだ。

　そんな七生の抗議の眼差しは、楽しげに細められた灰褐色の瞳に弾かれる。

「これくらいのこと、難しすぎてひとりではできない？　もう音を上げるのなら、これからの課長会議をキャンセルして、ワンツーマン指導をしようか？」

　含みがある言葉にカチンとする。甘く見られているのだと思い、七生は答えた。

「結構です。不明な点は後でまとめてお聞きしますので、どうぞ課長は予定通り会議に出てください」

「ふふ。それではお手並み拝見」

　七生は作り笑いをして会議に出向く稜月を見送ると、書類を読み込み、関連すると思われるものをファイリングしていく。

（やはりすごい。複数の企画を同時に考案するなんて。会社利益のことだけではない。この企画を実行することで、いいこと悪いことの両面で、どんなことが起きると予想されるか。似た事例での過程と結果を緻密に調べ上げている。それは会社にとってなにをもたらすか、数年先までＡＩを使ったシミュレーションまでしている。発想力も分析力もすごいわ……）

　アプリ開発の企画が主のようだが、アプリの画面デザインや機能など基本設計の他、プログラムに関する内部的な設計も細かく考えられている。ＩＴについては素人同然の七生にも、素案にしては、かなり多面的かつ実用的に踏み込んだものだということがよくわかる。

（本当に幅広く、専門的な知識があるのね。確かにアシススタントがいなければ、貴重なお宝が眠ったままというのは、会社にとって痛手だわ）

　ただアシスタントを手配する前に、せめて企画書を書けるくらい、稜月の負担が軽くなるよう、他課に仕事を振り分けたり、営業戦略課に増員したりできないものか。

　フロアを眺めると、巴はあちこち動き回って忙しそうだが、他の社員は笑い声を響かせており、忙しそうな様子はない。むしろ真剣味がなく、仕事をしているのか微妙だ。

　そんな七生の疑問は、休憩時に自販機の前で会った巴が教えてくれた。

　——蓼科課長は他の社員を信じていない。この体制は課長が望んだことだ。

　初日に七生を騙した件は、すでに巴から謝罪があった。

　理由は稜月の推測通り、七生のショックを和らげるためだったらしい。そして巴が稜月の不埒な行いを黙認しているのは、幸生から頼まれたということもわかった。

　稜月があれこれと大変だから、息抜きをさせてやってほしいと。

　だから巴は心を無にして、資料庫に時間を知らせに行っていたのだとか。

　そもそも、そんな息抜きが必要になったのは、ひとりでやろうとする稜月の意思を通したからだ。稜月がつけあがって自由奔放に振る舞うのは、兄の甘やかしも原因だろう。

　——課長が他の社員を信用していないのは、理由があるんだ。

　巴曰く、二ヶ月前、開発に着手していたアプリの情報が、まるごと他社に盗まれて、先行販売されたことがあったそうだ。

　この会社の社内システムは、看板商品であるグループウェアだ。開発した情報システム部が中心となって調査したところ、外部から侵入されたのではなく、ある社員のパソコンからデータを外部媒体にコピーした形跡が見つかった。

　その社員は、営業戦略課の本ほん多だという三十代半ばの男性だった。

　開発中のデータは、社内では共有できるが社外秘扱いになる。データは持ち出せないような仕様のはずなのに、バグを利用すれば、持ち出しが可能になることがわかったのだ。

　——本多氏は有能で、蓼科課長とよくコンビを組んでいた社員だ。彼は無実を訴えたけれど、周囲の視線に耐えきれなくて病んでしまってな。社長の意向で解雇処分にこそされていないが、しばし療養が必要で休んでいる。

　やがて稜月は、グループウェアのセキュリティを強化させ、幸生に並ぶ最高権限にて情報統制を行い、彼の許可なくして情報を閲覧することもできなくした。

　——本多氏が本当に犯人だったかはわからないが、グループウェアにバグがあり、そこから情報が漏れたことは事実だ。蓼科課長は、コンプライアンス的にもシステム的にも、プロジェクトの責任者である自分が、もっと厳しく内部統制をすべきだったと思ったようだ。

　稜月なしではすべてのプロジェクトは回らなくなり、稜月はたくさんの仕事を背負う羽目になった。幸生の計らいで渋々アシスタントを持ったようだが、ひとり何役も担う稜月をフォローできる者はおらず、彼の厳しい要求に耐えうる精神も持ち合わせていなかった。

　稜月のアシスタントは二年で十四人いたのではなく、二ヶ月間の数だったらしい。

　——確かに蓼科課長が仕切るようになって、時間のロスは極端に減り、業界も注目するヒット商品が立て続けに生み出された。だが蓼科課長一強の今の体制では、他の社員が育たない。現に今も、課長の指示を仰がないとなにをしていいかわからない社員ばかりだ。

　役職員は、部下を育てるのも仕事になる。会社の規模がどうであれ、七生も前職でそれを悟り、自分でできるものもあえて部下に回してみたりと、アドバイスをするだけではなく鍛えてきたつもりだ。

　稜月はそれすらわからず、孤高を気取って結果だけを残そうとしているのだろうか。

（結構、問題ありね、兄さんの会社は。常勤している重役は兄さんだけみたいだし、課長が倒れたら回っていかない不安定な体制だ。経営陣が対策をたてられないなんて。大体、友達ならもっと話し合えばいいのに）

　そんなことを考えつつ、分厚いファイル六つ分のファイリングを終えた。

　稜月に目を通してもらう必要はあるが、この分類でいくと、企画書を仕上げるには、なにかしら欠けているものがあるのが気になる。

（これだけの膨大の資料を揃えられるなら、わかるはずだけれど……）

　一応、抜けていそうなところは別途リストアップした。それを含めて、後で稜月に質問できるようにまとめていると、パソコンの画面に通知がきた。

『課長会議、終了』——それは、七生がシステムに通知設定した、稜月のスケジュールだ。

（予定では、もうそろそろ戻ってくるわね）

　まだこのグループウェアを使い始めたばかりだが、稜月が機能に制限をかけたにしても、見やすいし使い勝手がとてもいい。自分だけではなく上司や同僚のスケジュールは視覚的に把握できるし、会議室など共用設備の使用具合もわかる。承認が必要な申請書類の提出も業務連絡もスムーズに行えそうだ。

「あれ、新しい通知が……『ＳＤへご招待』、またこれか」

　七生はプロジェクトに参加していないから、私的なグループチャットのお誘いだろう。

　しかも初日からひとりで席にいる時に何度も送られる、六十秒の制限時間つきの招待状。

　通知の画面も微妙に違うし、業務に関係しない匂いがぷんぷんと漂ってくる。

（そういうのは、スマホとかで個人的にやってよ）

　巴も知らないと言うＳＤがどんなものか、検証をしに入ってみたい気もするが、実は通知を模したウイルスだったとか、ワンクリック詐欺だったとか、トラブルになっても困るため、今回もまた七生は、『同意しない』をクリックした。

　そしてお手洗いから戻ると、マーケティング課の課長が席についていることに気づいた。

　それから待てども、稜月は姿を現さない。会議後に話し込んでいたとしても、遅すぎる。

「……またか！」

　七生は憤然と席から立ち上がった。

　ここ数日……いや、入社以前より思い知った。

　稜月がしばし席を外して、ようやく戻ってくると、襟元には口紅がついていたり、頬に擦って消したと思われる口紅の跡が残っていたりしたこともある。

　七生が濡れ場を目撃した翌日から、沢渡課長は体調不良で休んでいる。彼女がいなくても、あの鍵のかかった資料庫で〝息抜き〟ができる相手はたくさんいるのだ。

　巴みたいに時間を知らせて、彼の息抜きに協力するなど、とんでもない。

　仕事をこなしていれば、なにをしても許されるのかと、ブチ切れてしまった日から、稜月が長く席を外していると、七生が探し出して連れ戻すのも仕事になってしまった。

　すると稜月は「お迎えありがとう」と嬉しそうに、そして殊勝に連れ戻されるのだ。

　何度滾こん々こんと説教しても効果がない。

　頭にきた七生は昨日、周囲に誰もいないことを確認して社長室に飛び込み、稜月の素行の悪さを告げ、社長命令でなんとかしてほしいと訴えた。彼の辣腕さは認めるけれど、それは渡された書類から感じとっただけ。実際に見ているのは、他の女とイチャついている場面で、ここはホストクラブかなにかなのかと。

　——いや、まあ……。俺が稜月に言っても効果ないから、お前が頑張ってくれ。お前なら、できる……はずだ。うん。

　バツの悪そうな顔で歯切れ悪く返答した兄を見て、七生は悟る。

　幸生が七生に命じた主たるものが、稜月に正当な仕事をさせることなのだと。

　要するに、七生は稜月の補助というより、目付役として大いに期待されていたようだ。

　稜月の仕事ぶりを評価して息抜きを許したものの、それを逆手に遊びまくる、とんでもない友達になにも言えなくなり、妹を使って正しい形に直そう……そんなところだろうか。

　それがわかって今更引き受けたことを後悔しても遅い。

　それに、稜月にも有言実行を宣言してしまっているのだし、ここは気長に稜月を更生するしかない。

　……そう諦めたとはいえ、毎度のことながら、仕事をしないで遊んでいる姿勢には腹が立つ。ここでハーレムを築くつもりなのだろうか。

　巴も心得たもので、突如七生が机に両手を置いて立ち上がり、鬼の形相で周囲を窺い始めたら、そっと資料庫の鍵を手渡してくれる。

（それにしても、顔がよくて仕事ができるとはいえ、あんなに女にだらしない人のどこがいいんだろう。わたしだったら共有なんてできないし、他の女を抱いている男に抱かれたらぞっとするけど。遊ばれているっていうことに気づいていないのなら、余程のお馬鹿……）

　そういう七生も、六年前、遊ばれていることに気づいていなかった。それを思い出したお馬鹿のひとりは、ため息をつきながら資料庫に向かう。

　資料庫の中に入ると、奥から話し声が聞こえ、七生は声を張り上げた。

「蓼科課長、大至急、お仕事のお時間です」

　……そして見つけた稜月は、受付嬢の大きすぎる胸をはだけさせて、彼女から大歓迎の熱烈キスを受けていたところだった。

　もう今では七生も驚かない。むしろ今回も、本格的な本番行為に至る前だったことに、ほっとしているくらいだ。

（わたしの声が聞こえないほど、チュウに夢中とは！）

　七生は、キスをしているふたりに、怒りを押し殺した顔をぬっと近寄せる。

「それ、いつ終わりますかね？」

　そこで七生の存在に気づいたらしい受付嬢は、悲鳴を上げて走り去った。

　すれ違い様、ふわりと漂った香りは、以前、稜月から感じたことがある。

　受付嬢はスマホを床に落としてしまったようで、慌ててそれを拾った。

　一瞬見えたその画面の……白い小花の写真に、七生は目を細める。

（スズランにもよく似たあの花って、沢渡課長のデスクに飾られていた、スノードロップという花よね。春の花と巴から聞いたけど、流行っているのかしら）

　沢渡課長は、その花を見るなり青ざめて早退し、以降はずっと休んでいる。

　第三者が飾ったのだろうが、不埒な行為をする彼女にわざわざ清楚な花を贈るあたり、課長が稜月とどんな関係なのかを知る社員がいて、警告をしたのだろう。

　稜月に何人のセフレがいるかわからないが、よく、かちあって修羅場にならないものだ。

　稜月は自分のものだと、公然と独占しようとする女性もいない。

（彼がそう手懐けているのかしら。それとも魔性のせいとか……）

　その稜月は今、資料庫の天井をぼうっと仰ぎ見たまま動かない。

　大体いつも彼はそうだ。女がいなくなった後、放心状態になる。欲求不満を紛らわせているのか、それまでの甘い余韻に浸っているのか。

「課長。何度も何度もいい加減にしてください！　いかに仕事がデキて会社に貢献するエリートであろうとも、こういう風紀を乱すことは……って、ちょ、蓼科課長!?」

　七生が驚いたのは、稜月が突如ふらついたからだ。倒れると思い、七生は稜月の身体を支えたが、予想以上に体重をかけられたために、そのままふたりでぺたりと床に座り込んでしまった。

「どうしたんですか、課長？」

　……稜月の顔色が悪かった。蒼白の顔で彼は告げる。

「気持ち悪い」

「え？」

「感触も匂いも、気持ち悪さが抜けない。唇は避けていたのに」

　美しい顔を嫌そうに歪めさせ、一心不乱に手の甲で擦り始めた部分は、ついさっきまで受付嬢と触れ合っていた部分だ。

「ちょ、それ以上擦り続けると血が……」

「あなたに見られたと思うと、余計に嫌悪感が募る。今まで隠しきれてきたのに」

「い、意味がわからないんだけど。女遊びが好きだから、誰彼構わず……」

　素の口調に戻った七生の肩に、こてりと稜月の頭が乗る。

「好きだったら、病気だよ。それにこんな一般企業はさっさと辞めて、女と遊べて楽して稼げる職につく」

　さも、七生が見当違いのことを言っているかのような言い方である。

「嫌なのなら、どうしてこんなこと……」

「俺が適任だから。俺がやらなきゃ、幸生さんがするだろうし」

「え？」

「あの古風な堅物が、複数の女を同時進行で誘惑しながら、うまくやっていけるものか。すぐに病むよ」

　高等テクニックは自分しか持ち得ないと言っているようであるが、そんなものは、褒められるべきテクニックではない。むしろ、一生なくていいものだ。

「兄さんのことを思うのなら、どうして兄さんの恋人を……」

「幸生さんの後処理を引き受けただけだ。こんなこと、俺だけで十分だ」

　気だるげな灰褐色の瞳が、七生をじっと見つめている。

「それに幸生さんが追い詰められれば、あなたが傷つくしね」

　気だるげなのに熱を帯びている眼差しに、思わずどきっとしてしまう。

（な、なんで……）

　その心の動きに動揺した七生が、思わず身じろぎすると、偶然稜月の手に触れた。

　引っ込めようとしたものの、その手があまりにも冷たいことに気づき、驚く。

　まるで血が通ってないかのようだ。

（それほど、キスとかしたりしていたのが嫌だったの？）

　手を離さないままにそんなことを考えていたら、いつの間にか稜月の冷ややかな手が、七生の指の間に滑り込むようにして、握られた。

「ちょ……」

「あなたの熱がほしいんだ。寒くて……」

　……ああ、これは女ったらしの口説き文句だ。

　そう思うのに、哀願するような声音に、心が囚われてしまう。

　完全な遊び人ではないのかもしれないという思いが、彼を拒みきれない。

「少しの間だけでいいから、俺が落ち着くまで……こうしていて」

　まるで毛並みのいい高級猫がじゃれているかのようだ。

　目が合うと、未知なる世界に引きずり込まれそうになるため、必死に顔を背け続けていると、囁き声がした。

「緊張すると、首が痛くなるよ。もっとリラックスして。——……みたいに」

　語尾があまりにも小さくて聞き返したが、返答の代わりに、やるせないため息が漏れ聞こえた。

「あぁ……。七生さんの熱が伝わってくる。まるでセックスしているみたいだ」

　さらりと……自然に、かつ色気たっぷりに、吐き出された言葉は七生を動揺させる。

「な、なななな……!?」

　反射的に顔を向けると、揶や揄ゆと熱を孕んだ目が細められた。

「ようやくこっち向いてくれた。俺に触れようとする女たちが皆、あなたならいいのに。そうしたら、俺……、喜んでこの身体を捧げるのに……また」

（〝また〟……？）

　そして稜月は、じっと七生を見つめたまま、繋いだままの手を持ち上げ、七生の手の甲に唇を落とした。それはひんやりとした感触なのに、触れられたところからまるで水紋のようにじんわりと熱が広がっていく。

　六年間、七生は誰にも抱かれなかった。

　快感など、遠い昔に消え去ったと思っていたのに、ただ唇を押しつけられているだけの触れ合いは、忘れていた記憶をリアルに思い出させる。

　それは初恋を捧げて、裏切られた相手との記憶ではない。

　その後の——。

　——七生、さん……。

「こんな俺にした、責任をとってよ。七生さん」

　——七生……さん、俺……。

　封印したい声が重なり、七生は思わずぶるっと身震いする。

（違う、あの子は……黒髪に眼鏡をかけて、もっと純朴で純情で、そういうことに疎くて恥ずかしがり屋で……こんな頽廃的な、魔性の色気はなかった……）

　だけど、改めて思い返せば、声や切実な表情が似ていやしないか。

　——今は身代わりでもいい。だけど、俺を覚えて。俺を受け入れて……。

　あの時の熱を帯びた瞳は、灰褐色ではなかったか。

　泣きぼくろが色っぽいと、思わなかったか。

「……覚えてない？　一晩中、愛し合った……六年前のこと」

　それは、記憶の封印を解く、禁句——。

「七生さん……。ずっと……会いたかった」

　……唇が至近距離にある。

　それは、六年前に何度も重ね合わせ、互いの吐息を感じた……あの唇なのだろうか。

「まさか……〝サトウ〟くん？」

　その問いかけは、懐かしむものでも歓迎されているものでもないと悟ったのだろう。

　稜月はくっと唇を噛みしめた後、皮肉気に笑った。

「あんなに俺の名前を呼んでいたのに、覚えていたのは……日本に大勢いる姓だけか」

「サトウくんなの？　でも苗字が違う……」

「両親が離婚して……俺は母方の姓を名乗っている」

「そ、そう……」

　なんだか気まずい。

　六年前、失恋に傷心した七生は荒れた。

　酒を飲むと、ひととき苦しみを忘れられるため、毎夜、愚痴に付き合わせられる幸生にも散々迷惑をかけた。

　だがその日、急用ができた幸生が、いつもの居酒屋での愚痴大会をお開きにしようとしたところ、帰りたくないとごねる我儘妹に耐えかねて、愚痴を受ける相手として、初対面の大学生を派遣してくれた。それがサトウと名乗る青年だった。

　七生と似たような野暮ったい雰囲気が気に入り、彼が誰か知らないまま……もしかすると聞いたのかもしれないが、そうした情報は完全に聞き流した上で意気投合し、気づけばホテルで肌を重ね合わせていたのだ。

　不思議と心地よい肌で、童貞だという彼の恥じらいも真面目さもツボだった。

　酒気を帯びて気が大きくなっていたのもあり、先輩ぶって抱き方を教えるなどという愚行に出てしまった。

　自分だって男を満足させられるのだと、女としての尊厳を回復したかったのもある。

　恋人でなければ抱けないと、古風なことを言う彼に、一夜限りの恋人を演じて抱き方をレクチャーしていくと、彼はすぐにマスターし、七生を乱れさせるまでの器用さを見せた。

　その結果、失恋の痛みすら吹き飛ぶほどの快感を刻まれ、濃厚な一夜を過ごしたのだ。

　その翌朝、先に目覚めた七生は、幸生の知人と寝てしまった事実に蒼白となった。

　酒の勢いがあったとはいえ、兄の友達に失恋した痛手を、別の兄の知人に慰めてもらったのだ。どうしてこんな流れになったのかは記憶にないが、自己嫌悪が止まらない。

　幸生だって、まさか妹のセックス相手に呼んだわけではないだろう。あの場では、純真な稜月が、七生の心を癒やせる相手だと思って呼びつけたに違いないのだ。

　兄の顔にも信頼にも泥を塗り、妹は尻軽でしたと告白したも同然。

　その上、元彼の姓も同じサトウだった。偶然であろうとも、いまだ元彼を断てない未練がましい自分を再確認しているようで、癒やされたはずの心が大きく抉られた。

　ショックやら後悔やら、様々な感情が一気に噴き出して、七生は、目覚め一番に抱きしめてきた彼を突き飛ばして逃げたのだ。

　朝帰りしたのだし、幸生が気づかないはずはないだろう。

　しかし幸生はそれを言及しなかった。それがなにより七生には堪え、らしくもない〝一夜の遊び〟をしたことを猛省した。生まれ変わらなければならない。彼との一夜のことも、失恋と同じ不幸の出来事だったと、完全に記憶から抹消して潔癖に生まれ変わらねば。

　そんなこともあって、自分磨きに精を出し、己を変えて仕事命で過ごしてきたのだ。

　そして今——この六年間を早送りで思い出した七生は、すぐに稜月と距離を取った。

「その節は、大変失礼しました」

　線を引きたい。

　今の自分は、あの時の自分とは違うのだ。

　最悪な六年前に関することは、もう触れたくない。

「若さゆえと、互いに忘れて、清く正しい上司と部下のお付き合いを……」

「なかったことにするつもりなんだ？」

　低い声が聞こえてくる。

「あ、あの……怒ってます？」

　恐る恐る聞いてみると、稜月は笑った。

「はは、そんなわけないじゃないか。初う心ぶだった俺の童貞を奪って、色々と目覚めさせてその気にさせて、朝になったら手のひら返してとんずらして、今の今まで忘れ果てていても、四度目の災禍の果てに、無事に生まれ変われた証拠じゃないか。貢献できて嬉しいよ。生まれ変わり、おめでとう」

　冷ややかな目のまま、拍手まで送られる。

「ありがとう……ございます？　でも生まれ変わるっていう話は……」

「あなたが言っていたんじゃないか。占い師にそう言われたからって」

　——七回生きると書く、しぶといゾンビみたいな名前の？　今、何度目の生まれ変わり中？

　幸生のマンションで稜月がそう言ったのは、幸生から聞いたのではなく、六年前に七生が自分でそう告げたのだろう。

（酒は飲んでも飲まれるな……とは聞くけれど、酔いとは恐ろしいわ）

　自分の言動に記憶がないというのは怖い。彼が根に持っているらしい理由として、もしかすると酔いに任せて、自分から彼を襲ったせいなのかもしれないと思うと、七生は青ざめた。

　情事のことも断片的にしか覚えていないが、すべてを繋ぎ合わせるとどんな一夜になるのか、あまりにも忘れ去った現実が恐ろしくて、想像することができない。

「しかも幸生さんに聞いたけど、男に騙されて結婚し損ねたんだって？　俺を弄もてあそんだ挙げ句に、断捨離して生まれ変わったのに、ご愁傷様。だったら今はまた転生したんだね？」

「転生……ま、まあ……」

　意味は間違っていない。どこか刺々しさを感じつつ、七生は曖昧に答えた。

「じゃあ前世から続く業ごうは、徳を積んで解消しないと。これは俺の言葉でも占い師の言葉でもない。ありがたい仏様のお言葉だ。あなたが幸せになるためには、自分がしたことは自分で責任とって、今も俺を巻き込んだ悪しき因果はあなたの手で断ち切らないとね」

　稜月はふふ、と笑った。それはどこかどす黒さを感じさせるものだ。

「転生したあなたは俺に仕事をさせ、あなた自身も働きたいんだよね？」

「え、ええ……」

「じゃあ俺が、女たちの誘いに乗らないように、あなたがしっかり俺を引き留めないと。今の俺の状態は、あなたのせいでもあるのだから。俺が余よ所そ見みをしたくならないくらい、俺を夢中にさせてみてよ。あなたのもとから、離れたくないと思わせて」

　稜月は、切なさを宿した意味深な眼差しを寄越し、七生の顎を掬い上げる。

　遊び人の屁理屈を押しつけられていると思うのに、なぜか彼の手を拒めない。

　惹き込まれてしまうのだ。揺れる灰褐色の瞳に。

「最低の遊び人だと思うのなら思っててもいいよ。でも、言っただろう？　こんな俺にした、責任をとって、と」

　ゆっくりと唇が近づいてくる。

「こういうこと……あなたとならできる。あなたとだけしか……したいと思わない」

　まるで睦言のような甘い声を囁かせて。

　七生の理性が崩壊しそうな警鐘が、頭の中で鳴り響いている。

（——だめっ！）

　唇が触れ合う寸前で、なんとか踏みとどまった。

　半ばパニックになっている頭を抱えながら、七生は営業スマイルを向けた。

「つまり、課長の右腕になれるくらいに仕事をやれということですね！」

　ぴたりと、唇が止まる。その隙に、稜月と距離を取って安全領域を確保する。

「なるほど。わたし、課長が色々と忙しい方だからと、都度声をかけることを躊躇ためらっていたんですよ。お聞きする時は、まとめた方が効率的ではないかと。しかし課長がそれによって、仕事から余所見をされるのなら、そうならないようにプランを変更しますね。差し当たっては、あれらの大量な書類を企画ごとに分類し、不足していると思われる部分をリストアップしましたので、確認していただけませんか？　席でお待ちしてますので！」

　にっこりと笑って、そそくさと立ち上がると、七生はバタバタと走り去った。

「キスしたい気分になっちゃった。わたしを困らせ、からかおうとしていただけなのに……」

　これ以上、同じ空間にいるのは無理だった。

　こんなに熱く火照った顔を、黒歴史の中に置き去りにした稜月に、見られるわけにはいかない。こんな……他の女たちと同じような顔は。

「なんなの。なんであんなになってしまったの？」

　もし稜月の変貌の原因が、彼の言う通り七生との情事にあるのなら、七生は彼の真っ当な人生を狂わせた張本人だ。しかも、もし合意ではなく事を進めてしまったのであれば、これはセクハラ案件として、彼に対して色々償わないといけない。

　とは思うものの……。

　——俺に触れようとする女たちが皆、あなたならいいのに。そうしたら、俺……、喜んでこの身体を捧げるのに。……また。

「わたし以外にも、その身を捧げて遊んでいるじゃないの。それを言うなら、この六年間男っ気なく仕事命で生きてきたわたしの方が、よっぽど潔癖だわ！」

　——こんな俺にした、責任をとってよ。七生さん。

　彼は一夜をともにしたことを恨んでいるのだろうか。

　それとも——？

　謎めく稜月の考えがわからない。

「これから彼のアシスタントをしないといけないのに、なんなのよ」

　やけにむかむかが止まらなかった。
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「——さん、七生さん？」

　心地よく響く声で話しかけてきたのは、目の前のサトウと名乗った青年。

　二十歳になったばかりだという、三歳年下の大学生は、失恋したばかりの年上女の愚痴相手に選ばれた。今まで一緒に飲んでいた兄が呼びつけたのだ。

　黒髪に眼鏡をかけ、難関大学に現役合格したという優等生らしい雰囲気は、元彼に合わせて大学デビューした七生が、過去に置いてきたかつての姿を彷彿させた。

　珍しく東京に雪が降る寒い夜、兄からの電話ひとつでやってきた彼は、頬と鼻の頭を寒さで真っ赤にさせていて、温かいおしぼりに顔を綻ばせた。

　気取った様子もないその姿に、最初から絆されてしまった。

　聞き上手な彼は、控え目な相槌を打つけれど、何度も同じことを繰り返す七生の話を聞き流さず、意見を求めるときちんと自分の言葉で返してくれる。

　元彼は七生が話している間、いつからスマホをいじるようになっただろう。

　いつから、真向かいに座っていても目が合わなくなったのだろう。

　彼を見ていると、今まで見逃してきた小さな綻びの兆候があったのがわかった。

　それに気づかず、愛は永続すると信じたまま、危機を見逃してきたのは自分だ。

　回避できた最悪な結末を簡単に許してしまった自分の甘さに、悔しさで涙が出てくる。

「そんなに、その相手が好きだったんですね」

　そう口にした青年は、一度だけ……つらそうな顔を横に背けた。

　尋ねたのは彼なのに、答えを拒否しているかのよう。

「うん。好き……だったの。兄さんしかいなかったわたしの世界を変え、そして広げてくれた人だったから。このまま、死ぬまで一緒にいるものだと思っていた。ずっと愛され続けていられるのだと……。とっくに飽きられていたのも知らずに」

　青年は憂えた横顔を見せたまま。

「彼にふられた帰り、占い師に言われたの。わたしは六度死んで七度生きる相だって。今まで三度死にそうになって、今は四度目の生きる屍。これからあと二度も死にそうになるのなら、生きている意味があるのかなって……」

「七生さんは、〝メメント・モリ〟っていう言葉、知ってますか」

　青年が七生に向き直る。眼鏡のレンズが、照明に反射してきらりと光る。

「メメント……知らない。なにそれ」

「メメント・モリとはラテン語で、『死を想え』『死ぬことを忘れるな』という死の戒告。中世ヨーロッパ、特にキリスト教界隈でその考えが流行し、どんな身分の人間も必ず死ぬのだから、欲に執着しすぎず今を楽しめ、という意味だそうです。死に向かう生を持つのは、なにも七生さんだけじゃない」

　青年は静かに、しかし必死な目をしてそう語る。

「〝死〟に翻弄されないでください。死の後の生……転生ができるのなら、あなたの意志で、その後の運命は変えられる。六度もチャンスがあるのだから」

　青年の言葉がやけにしんみりと心に響いた。

「いらないものをすべて捨てて、生まれ変わってください。その元彼は、あなたにとって必要がなかった。だからこの先は幸せになれる。それが、今生きている意味だと信じて」

　——〝甘さ〟に注意と出ておる。それが次の危機に繋がるか、回避できるかどうかは、お嬢さんの心がけ次第……ということじゃな。

　占い師の言葉が蘇る。

「すべては、七生さんの意志ひとつです」

　会ったばかりの年下青年が、占い師以上に七生の背中を押した。

　……未来に向けて。

　思わず、ほろりと涙を流してしまうと、青年は慌てた。

「違うの、悲しくなったんじゃなくて、嬉しくなって。……なんか、すごく生まれ変わりたくなってきたわ。きみに会えてよかった！　兄さん、グッジョブ！」

　七生が破顔すると、青年は嬉しそうに笑う。

「だけど、なんかわたし……幸せを夢見る、しぶといゾンビみたいじゃない？」

「ゾンビだって幸せになってもいいでしょう？」

「そうよね。ゾンビを幸せにしてくれる、奇特な人っているかしら」

　すると間を置いてから、青年は七生をまっすぐに見つめて言った。

「……いるとしたら？　たとえば、……ここに」

　ひたむきな表情を向ける青年は、急に大人びて見えた。

　七生の鼓動が跳ねる。

　それまでよく見ていなかった青年は、とても整った顔立ちをしているのがわかった。

　目の下にある泣きぼくろが、やけに色っぽい。

「冗談はやめてよ。今会ったばかりで、失恋したての女になにを言うのよ」

「……今、会ったばかりじゃなかったら？」

「え……？」

「あなたのことを、知っていたとしたら？」

「初対面ではないの？」

　しかしそれに対する返答はない。

　冗談だと笑えないくらい、青年が緊張しているのがわかる。

　それを見ている七生まで、緊張に身体が強張り、心臓がドクドクと早鐘を打つ。

　なぜ、こんな雰囲気になってしまったのだろう。

　もっと和やかで穏やかだったはずの場が、むっとするほど熱く息苦しい。

「七生……さん、俺……」

　青年が意を決して顔を上げて、七生の手に触れた。

　ひんやりとしたその手は震え、七生の手を掴んで持ち上げると、その手の甲に口づけた。

「な……!?」

　青年の睫毛が震えているのを見ながら、手の甲から熱がじんわりと広がるのを感じる。　それは甘い快感にも似て、思わず声を漏らしそうになった。

　急いでその手を抜き取った七生は、気を落ち着かせようと濃い目のウーロンハイを一気に呷った。酒気を帯びていた頭が、さらに朦朧となる。

「い、今の大学生はすごいねぇ。そういうことは彼女にしなさいよ」

　笑い話にして終わらせたい。自分がおかしな気分になってしまう前に。

「……彼女なんて、いません」

　拗ねたように青年は言う。

「こんなことしたのは……初めてです。俺、誰彼構わずこんなことはしません。触れたいのは、恋人に……なってほしい人……だけですから」

　消え入りそうな声。白い首筋まで赤く染まっていく。

　……ああ、だめだ。このままだと、この無垢な純情青年に心ごと持っていかれる。

　そして同時に彼のこうした初心な反応は、昔の自分もそうだったと懐かしむ一方で、擦れて傷つき汚れた今の七生には持ち得ない、妬ましいものに見えた。

「なに？　きみは……年上のお姉さんに興味があるの？」

　この空気を変えるために、ちょっと経験豊かな年上ぶってからかうつもりだったのだ——。
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「珍しいな、お前がここに俺を呼ぶなんて」

　幸生が、向かい側のソファに座る稜月に声をかけた。

「ここなら誰も聞き耳を立てず、安全ですし。お忙しい中、すみませんでした」

　稜月は殊勝に頭を下げる。

「お前ならいつでもいいさ。七生とは、うまくやっているか？」

「うまくできていればいいですが、彼女には最低な遊び人だって怒られています」

　稜月は苦笑する。いつもの頽廃的な翳りはあるが、背筋を正して清廉とした空気を醸し出している。

「ただ、彼女が俺を嫌悪しながらも、すぐに連れ戻しに来てくれるのは、本当に感謝しているんです。今までは内情を知らない巴女史が、時間で呼びにきてくれるのを、ひたすら待っていたから」

　幸生は大きなため息をついた。

「お前には本当に悪いと思ってる。女嫌いのお前だけに、こんなことを任せてしまって。この件はお前が身体を張るべきではないのに」

　すると稜月はまっすぐな目を幸生に向けながら、笑った。

「メメントモリは、俺の会社でもあります。たとえ俺の心と体が興味を示さなくても、最低限の接触で、欲情する彼女たちから痣の有無を確認できるのだから。俺が適任でしょう」

　腕組みをした幸生は、呻くようにして言った。

「お前のその尋常ではないフェロモンを引き出して、他の女には欲情できない身体にしたのが、奥手だった俺の妹だと思えば、申し訳なさでなんとも複雑だが……」

「だからこそ、幸生さんが七生さんを再び会わせてくれた。ようやく、ですが」

「そう睨むなって。仕方がないだろう、何度も言うようにタイミングを見計らっていたんだ。あいつは、お前を振り切ることで立ち直って仕事に情熱を見せた。俺の会社に来ないといっている以上、接点がないのだから、お前と向き合おうとはしないと思ってな」

　〝接点がない〟——稜月は物憂げ顔をして、六年前の居酒屋でのことを思い出す。

　

　——触れたいのは、恋人に……なってほしい人……だけですから。

　せっかく幸生が、チャンスを与え、ひとりの男として引き合わせてくれたのに、勇気を振り絞っても、募った恋心が口から出てこない。伝わらない。

　……そんな、奥手な大学生だった頃。

　——なに？　きみは……年上のお姉さんに興味があるの？

　下心がないかと問われれば、ないと答えるのは嘘になる。

　だけどそれは性に興味があるからではない。

　——誰でもいいっていうわけではありません。俺が好きな人でなければ……。

　七生は眩しそうに目を細め、涙をこぼした。

　——わたしだって……好きじゃない人とはできないよ。

　……失恋したばかりの相手に思いを馳せているのだろう。

　ここに、自分がいるのに——そう思うと、嫉妬に胸が焦げついた。

　そして同時に、失恋のしがらみから逃れられずに、苦しみに喘ぐ七生が可哀想で、癒やしてあげたいと思った。

　——七生さん。俺を見てください。

　稜月は眼鏡を外した。

　コンプレックスの顔だ。本当は、七生には向けたくはない顔だった。

　——身代わりでいい。俺の恋人になってくれませんか。

　驚きのあまり、七生の涙が止まった。

　拒まれるのが怖くて、再び七生の手を両手でとると、手のひらで自分の顔を触らせる。

　——俺、女性経験はないけど、でも……七生さんを心から愛するから。

　これから愛するではない。ずっと昔から現在進行形なのだ。

　どうか受け入れてほしいと、唇を噛みしめて祈りを込めた。

　——すごい美形……。ほくろが色っぽいね。

　褒めてくれと言っているわけではなかったが、七生は気づかなかったらしい。

　それでも彼女から漏れたのは、拒絶の言葉ではなかったことにほっとする。

　——きみは……昔のわたしだね。わたしが、失いたくなかったものが詰まっている。

　七生は泣き出しそうな顔で、今度は稜月の手を引くようにして、自らの頬に当てた。

　——温かい……。きみみたいな人と、終わらない恋をしたかったなあ……。

　また思い出しているのだ、彼を。自分を通して、別の男を見ているのだ。

　胸を掻きむしりたくなるくらい苦しいけれど、それを隠して稜月は笑った。

　——恋をしましょう、俺と。七生さん、あなたが忘れた恋を、俺にください。

　——でも……。

　——あなたが、好き……なんです。恋人に……なってください。

　吐き出す声も心も、情けないほど大きく震える。

　七生の目がわずかに見開かれたが、やがて切なげに細められた。

　——ありがとう、優しいな。本当に優しくて泣けてきちゃう。

　——違……！

　——うん、だったら恋人になろうか。

　懇願したのは自分なのに、すんなりと承諾の返答を受け、驚きのあまり身体が硬直した。

　——本当……に？

　——うん。

　儚げな眼差しだったのが気にはなったが、それでも歓喜に胸が躍った。

　恋が叶ったのだから。

　閉店時間になり居酒屋を出る際、お手洗いに行った七生を待っている間、幸生に電話をした。付き合えることになったと、震える声で報告して……不覚にも泣いてしまう。

　——そっか。そうか。七生の心を溶かしたか。頑張ったな。

　……幸生から、七生が彼氏と別れたことを聞いた時、こうも言われた。

　『俺はお前の誠実さを知っている。もし、お前があいつよりも七生を愛し、この先ずっと余所見をしない、一途でいる自信があるのなら、いずれチャンスをやる』

　そして、そのチャンスは……稜月の夢を叶えたのだ。

　——七生を頼むな。稜月……今度こそ、七生を幸せにしてやってくれ。

　そう、付き合えたと思ったのだ。

　まさか一夜限りの割り切ったものだと七生が考えていたことを知らずに。

　外に出ると七生が飲み過ぎて具合悪くなり、休憩に立ち寄ったホテルでは純粋に介抱をして終えるつもりだった。

　しかし彼女は、泣きながら縋ってきた。

　——恋人なら、心ごと抱いてほしいの。

　まだ彼女の中には元彼がいる。

　——ねぇ、わたしではだめ？

　とめどなくこぼれる涙に、心が痛い。

　早く大人になりたい。男になりたい。

　七生が泣かずに済むような、彼女から頼られる……最愛の恋人に。

　稜月は決心した。その影を消して七生に一人前の男として見てもらうために、泥酔している上に傷心だった七生を、抱いたのだ。

　失敗ばかりして彼女に教えを乞う自分の頭を撫で、七生は聖母のように優しく微笑みながら、稜月を彼女好みの淫らな男にさせた。

　七生の中は、蕩けるように熱く、悦楽に溺れて息絶えそうになった。

　そのたびに稜月は、譫うわ言ごとのように愛を口にする。

　——七生さん、好き、です。あぁ、七生さん……。

　今まで名を呼ぶこともできなかった。遠くから眺めては、想いを呑み込んできた。

　——今は身代わりでもいい。だけど、俺を覚えて。俺を受け入れて……。

　ぎこちなかった動きもスムーズになり、より淫らに乱れてひとつになった。

　——あぁ、もっと。もっと……！

　七生が自分に乱れ、女の顔で啼なく。

　——稜月、もっと……！

　彼女から自分の名が漏れるたびに、喜悦に腰が熱くなり昂たかぶる。

　今ようやく、彼女の中で自分は、男になれた。

　——七生、さん。また……また一緒に……！

　何度も繋がりキスをして、心までひとつに溶け合えたと思った。

　彼女との幸せの日々が、未来に向けて続いていくのだと思った。

　まさか翌朝、簡単に捨てられて終わるとは思わずに——。

　

「……稜月、どうかしたか？」

　幸生の声で、稜月の思考が現在に戻る。

「いえ、なんでもないです」

「まあ、疲れるよなあ。生真面目でストイックなお前が、好きでもない肉食女に愛情があるふりをしている時点でストレスだろう。俺なんてひとりの女だけでも、急性胃腸炎で点滴だ。結局、お前を楽にするどころか後始末を任せてしまい、さらに七生の突撃。七生が男に騙されていなかったら、七生の電話が切れなかったら、お前が電話の電源を落としていなかったら、俺が出張していなければ……あんな再会にはならなかったものを」

「でも、その罪悪感があったから、また七生さんと会えたんです。まぁ、七生さんの傷心あってのことだから、一概に喜ぶことはできませんが」

「あいつがマッチングアプリを利用していたことを知ったお前は、凄まじい剣幕で七生を呼び寄せろと詰め寄ってきたものなあ」

「そりゃあ……ショックじゃないですか。見知らぬ男と結婚しようとしていたなど」

「ここに、何年も七生を想い続ける男がいるのにな」

　幸生のからかいに、稜月は笑いだけに留めた。

「そのお前との再会を、最悪にしちまうとはなあ……」

「……色仕掛けをしていることを隠しても、すぐにわかられてしまったと思いますよ」

　七生の傷となっているのは、〝女にだらしない男〟だ。

　それは六年前、元彼の裏切りがどれだけ苦しいのか、彼女が自ら涙ながらに語った。

　思い出をなかったことにされても、六年前と姿が変わろうとも、己の心から相手に注いだ愛の記憶は消えないのは、稜月自身で実証済みだ。

　この遊び人的な振る舞いが、彼女のトラウマを抉ってはいないか、それだけはいつもひやひやする。

　だからはっきり怒ってくれた方がいい。

　彼女が傷つくのは、他の女とキスすること以上に嫌なことだから。

「七生のアシスト能力はどうだ？」

「幸生さんが絶賛するのがわかります。やはり大企業で役職についていたせいか、心構えや心配りが違う。ボツにした企画資料をばらばらにして渡したんですが、正確に企画ごとに資料を分け、足りない資料をリストアップしていました。それだけではなく、俺が気づかなかった穴も指摘してくれたり。ボツから復活させようか悩みどころです」

「な、俺の贔屓ひいき目めではないだろう？」

「ええ。非常に頼もしいです。ただその優秀な能力や仕事の姿勢が、やる気がない社員の刺激になる前に目をつけられてしまいました。巴女史曰く、七生さんはＳＤ……『Ｓｎｏｗ  Ｄｒｏｐ』と思われるところから、グループチャットの招待を受けているようです」

　そのことを知らなかった幸生は、気色ばんだ顔をする。

「うちのグループウェアで招待をするには、先にグループルームが作られていなければいけない。俺が調べたところ、それらしきものはおろか、七生さんが誰かから招待のメールを送られたという痕跡すらなかった。しかし現に、七生さんは社内のシステムを通して招待を受けている。七生さんが拒否しても、何度も」

　稜月は真剣な面持ちで言った。

「本多さんの件で、すべて履歴が残るように情シス課に改良させましたが、まだ欠陥があるようです。……幸生さん、『Ｓｎｏｗ  Ｄｒｏｐ』の実態が掴めていないだけに、七生さんがトラブルに巻き込まれないか不安です。同時に……巴女史が、七生さんに累が及ばないようにそばで目を光らせてくれていても、それは俺の役目でありたい。その俺は七生さんではない他の女と……と思ったら、自己嫌悪でたまらなくなる。それに……」

　稜月は一度言葉を切ってから、重々しく口を開く。

「仕事だと割り切っていたはずなのに、思った以上に堪えるんです。他の女と一緒のところを、七生さんに見られるのは。平気なふりをして、何度も彼女に失望させるのがつらい。頭では目的のためだとわかっていても、身体が……壊れる寸前にまで、限界にきたようで」

　稜月の悲痛な訴えに、幸生はこくりと頷いた。

「そこまでお前に甘え過ぎていた俺のせいでもある。もちろんだ、プランを変更しよう」

「すみません。そして、ありがとうございます」

「謝罪も礼もいらん。当然だ。それに……七生が来た時点で、このやり方は変える必要があると思い、どうすべきか考えていた。代案はあるか？」

「はい。会社を腐蝕させる膿は粗方表に出ています。それを一掃し、会社に潜む〝胸に痣がある女〟に食らいつかせるため、今まで非公開にしていた新作アプリの情報を公開していこうと思っています。全体会議を重ねて、徐々に餌のある網に追い込もうかと」

　稜月は怜悧な目をして、そう告げた。

「また、七生さんへの招待通知は、一分間。七生さんが席にいることを確認して送られているのでしょう。巴女史によれば、七生さんが離席している間、複数の社員がパソコンやデスクの書類を見ているとか。巴女史に撃退してもらってはいますが」

「〝胸に痣がある女〟以外にも、アシスタントを通してまた仕事内容が漏れているのか」

「ええ。七生さん以外に俺の素案を読み解ける社員はいないでしょうが、『Ｓｎｏｗ  Ｄｒｏｐ』が七生さんを監視して接触しようとしている以上、彼女に近づく社員に警戒せざるをえない。七生さんの安全と情報保全のために、営業戦略課は、鍵のかかる旧資料庫に拠点を置かせてほしいのです。あそこは元々、俺が人目を避けるために作った、第二の残業場所。不足している設備はお借りします」

「はは。本当は鍵のかかる場所で、七生とふたりきりになりたいんじゃないのか？」

「はい」

　真顔でしっかりと頷いて見せてから、稜月は笑って話を続けた。

「……と言いたいところですが、本多さんを犯人に仕立てた〝胸に痣がある女〟と、彼女にスパイ行為を指示したと思われる『Ｓｎｏｗ  Ｄｒｏｐ』が、俺の周りで動いているのがわかる以上は、用心したいのです。二度と過ちを繰り返したくない」

　稜月は、その声に後悔と罪悪感を滲ませた。

「本多さんは、うちの社員の怠惰さをずっと気にしていました。最初はこうでなかったのになにかおかしいと。煽動している奴がいるのではないかと。その警告を無視した結果、彼は犯人にされ、いまだ社会復帰ができない。俺が身体を張っていたのも、この会社を愛してくれた、優秀だった彼の無念を思えばこそ」

　幸生は深く頷いた。

「ああ。俺もお前に同感だ。やりたいようにやれ。俺が許可する。七生には……」

「資料庫に移ったら、俺から話します。隠すつもりはありません。今日は拠点準備に遅くまでかかると思うので、七生さんは帰します。彼女が余所見をしないよう、責任もってお兄様が連れ帰ってください」

「はは、俺を目付役にする気だな？　わかったよ、せいぜいお前のいいところを擦り込んで、七生を落としやすくしておいてやる」

「それは是非。……では、これで」

　幸生は、笑いながらソファから立ち上がった稜月を呼び止め、頭を下げた。

「俺にできることはなんでもしてやる。だから会社も七生も……よろしく頼む」

「ふふ。俺が好きでしているんです。俺は……執念深い男ですから」

　稜月は笑うと、『副社長室』から出ていった。








第三章　切ない懇願








　昨日、珍しく幸生がイタリアンでも食べて帰ろうと誘ってきて、洒落たレストランで美味しい食事をした。

　幸生の口から出てくるのは稜月の称賛。彼がどれだけ優秀で、どれだけ会社に貢献し、幸生の片腕としてどのように働いているのか……うんざりするほどだ。

　優秀さは企画資料を見てわかっているし、そんなことよりも……と、七生が切り出したのは、六年前のことだ。彼の口からも、稜月が六年前の〝サトウ〟であると告げられた。

　稜月とは、彼が高校生の時からの付き合いで、昔からＩＴ系に強く、株やＥＸの必勝法を伝授された仲だったとか。それらの実力を見込んだ幸生が、ひたすら稜月に頼み込んで、新卒なのに好待遇でデジタル・メメントモリに引き抜いたらしい。

　——あいつが就職する条件として、まだ正式決定していなかった社名に『メメントモリ』をつけてほしいとのことでさ。その理由はいまだよくわからん。

　メメント・モリ……呪文のような不思議な響きを持つ、その単語の意味をどこかで聞いたことがある。スマホで調べると、『死を想え』『死ぬことを忘れるな』——そこから、六年前、大学生だった稜月からそれを教えてもらったことを、ぼんやりと思い出した。

　稜月が一生懸命に、傷心の七生を励まそうとしてくれたことも。

　すごく、心が救われた気になったことも。

　幸生は、七生と稜月の仲を知っていた。

　——お前の人生だ、お前の意思でしたことに、とやかくは言わない。だけど、稜月は……本気でお前と付き合ったつもりだった。お前にとっては遊びでも、あいつにとっては本気で……すべてをお前に捧げていたんだ。それだけは、心の隅に置いておけ。

　七生の罪悪感を強めた上で、稜月は女と遊ぶ軽い男ではないと、真剣な顔で言った。

　現在の稜月のことを口にしてみたが、幸生はそれもわかっていた。

　——その上で言う。あいつは、責任感が強い真面目な男だ。昔となにひとつ変わっていない。

　そんな真面目な男が、兄の恋人を寝取ろうとしていたのだ。

　兄は稜月の姿を知らないだけではないか。

　それを聞きたいのに、兄が隠している恋人の存在を話題にするのは気が引けてしまう。

　——兄さん、某女優に似た……女性と親密だよね。

　意を決してそれだけを口にすると、幸生はピンときていないのか、それとも演技なのか、きょとんとした顔をしながらワインを口に含む。そして——。

　——街で腕組んで歩いてたのを見たんだ。巨乳の。

　最後まで言った途端、思い当たることでもあったのか、幸生はワインを噴き出した。

　顔を背けてくれたから、顔面噴射されるのは免れたものの、その動揺ぶりは、やはり恋人がいるのだと、七生は確信を持ったのだが。

　——勘違いしているのなら訂正するが、俺は……恋人はいない。あれは、違う。

　——……じゃあセフレ？

　——俺が、そんなことが気軽にできる男なら、ストレスに急性胃腸炎で点滴受けることもなかったし、稜月にここまで負担をかけることはなかった……！

　兄がなにを怒っているのかわからなかったが、点滴を受けていたなど初耳である。

　なにがどうしてそうなったのかと詰め寄る七生に、幸生は妙に焦りながらこう言った。

　——近く、稜月がすべて話すから。俺ではなく、稜月から聞いて誤解を解け。

　誤解というのは認識が相違している時に使う言葉だ。

　一体どの部分を指摘されたのかすら不明だが、もし稜月が真実を語らない場合は、兄が稜月とともに説明すると約束してくれたのだった。

　そんなことを思い返しながら、七生はデスクに並べてあったファイルを開いた。

　ところどころに貼られた付箋に、細かな指示がある。

（これ、課長の字だわ。昨日残業して、このファイルすべてに目を通したんだわ）

　資料に不足していた部分は七生がまとめることになったが、参考にすべき文献やサイトの名やアドレスも添えられている。こんな短期に、ここまで調べ上げるのは難しい。

（もしかすると……すでに答えを用意していた、とか？）

　緻密な調査をする彼が、重大な不足部分に気づかないのはおかしい。

　考えられるのは、故意的に欠けたものをもってきたということだ。

　理由はなにか。答えは簡単だ。これは企画として推し進めたいものではなく、七生に対するテストとしてしか意味をもたないからだ。七生はこの企画書作りで、彼の能力や人となりを把握しようとしていたけれど、実際把握されていたのは七生の方だ。

（これはきっとボツにした書類のダミーかなにかね。手間暇かけてここまで考えたものでも、彼はこれにＯＫを出さないのか。素行とは裏腹に、すごくストイックだわ）

　称賛したい気分になった時、突如全体会議を開くとシステムに通知がきた。

　議題は、幸生が期待する新規アプリ開発の件だ。

　それに関して七生は事前情報がなかったため、どんなアプリなのかとわくわくしながら、司会進行をしている稜月の説明に耳を傾けた。

　他の社員も今ここで知った者もいるようだが、その正体は——婚活用マッチングアプリ。

　七生にとって苦くて痛い思い出があるものだ。

　アプリを発注したのは、七生もよく知る大手ブライダル企業『ベノワマリッジ』だ。

　過去、稜月の営業で企業アプリを導入したことがあったようで、今回は最新ＡＩを駆使した高精度のマッチングを期待し、そこから自社店舗での成婚に結びつけたいようだ。

　ブライダル企業が本業に誘導するためにマッチングアプリを運営するのは、珍しくない。

　稜月は、相手の要望を記した要件定義書と設計書を用意し、淡々と口頭で補足する。

　彼が必要と考えるＡＩ機能は、他社のマッチングアプリを利用した七生にとっては、目新しさがないものだった。

（え、あんなすごい企画を考える人が、その他たくさんあるアプリとなにが違うのかよくわからないこの企画を、一大プロジェクトと押し通していて、兄さんは大乗り気なの!?）

　大会議室には幸生もいるが、渋い表情はしていない。

（わたしが気づけないだけで、魅力があるのかもしれない。うん、きっとそうよ）

　そう思いながら説明を聞いているが、やはりありきたりすぎで魅力を感じない。

　それが先方の要求であったにしろ、素案にあれだけ調査をする稜月であるのなら、もっと独自性や話題性のある機能を提案しそうなものだが。

「今回は大がかりなアプリ開発になるため、プロジェクトチームをたてず、全体会議を重ねていきます。各課、書類に記したスケジュールで進めていきますが、異議のある方は？」

　その工程は、かなりタイトで無茶を強いているように思えた。

　だが社員たちは、余裕と言わんばかりの笑顔のまま。

（ちょっと待ってよ。一週間なんて開発や調査だけでも短いのに、その後に各課すり合わせしたり、検証したりする時間はどうするの？　やりっぱなしで終えるつもり？）

「では、最後に。質問はありますか」

　誰からも質問がないことに、七生は頭を抱えた。

　マッチングにはどんなデータをベースにして、どこまでＡＩに介入させるのか。

　信頼性のあるデータとは具体的になんなのか。

　マッチング率が高くなったとしても、登録者を選定しなければ、ただの出会い系サイトやヤリモクサイトになってしまう。その基準はどこにするのか。

　もしトラブルが起きた場合、誰がどこまで踏み入れるのか。

　ＩＴに疎い七生が考えただけでも、ざっとこれだけの疑問が出る。

　初めてのアプリ開発ならまだしも、培ってきたノウハウはあるだろうに、社員たちから声があがらないのは、このプロジェクトを他人事のように考えているからではないか。

　日常業務でも思ったが、仕事をこなせる技量があったとしても、真剣さが足りない。

「本当に質問がないのなら、これで進めますが」

（だめだわ、ここは反対して白紙に戻さないと。もっとよく考査しないと……）

　仕方がなく、新入りの七生が手を上げようとした時だ。

　大仰なほどのため息が聞こえた。

　それは前髪を掻き上げ、厳しい顔をしている稜月だった。

「……無理だろうが、こんなプロジェクトは」

　それを推し進めた稜月本人が、まさかのクレームである。

「情シス課。一週間でＡＩが、定義書にあるマッチング率を実現できると思った理由は？」

「マッチングアルゴリズムで学習させれば楽勝かと」

　代表して答えたのは、表情が乏しくて陰鬱な空気を纏う、スーツがはち切れそうな巨漢の男である。社員証には山やま田だと書かれてある。

「その学習とは具体的にどんなものだ？　まさか世にある様々なサービスの履歴データを入力すれば、アルゴリズムによって最適なお勧めレコメンドの結果が出ると思ってはいないよな」

（あの汗……図星か。なにを言っているのかわたしにはさっぱりだけど、少なくとも山田さんは課長が知るベストな方法を知らないのに、簡単にできると安請け合いしたんだ……）

「マーケティング課。二日で他のマッチングアプリの成婚率データを、すべて調査できる根拠はなんだ」

　代表して答えたのは、百五十センチに満たない小柄な男性だ。

　たまに七生のところにやってきて、『俺は五十嵐いがらし進すすむ、ラッシンと呼んでくれ。未来には高身長の重役になる予定なんで、よろしくぅ！』と、人差し指と小指を伸ばした手をコメカミにあて、白い歯をきらっと光らせて消えていく人だ。

「はい、普通にネットです！　 ネットサーフィンは得意中の得意ですから！」

　胸を張って得意げに答える割には回答がしょぼい。売り込みは失敗である。

「そのネットのデータを、信頼できる根拠はなんだ？」

「え……ネットで発表されているんだから、嘘ではないかと」

（嘘ではないかもしれないけど、正しいという確証もないわ……）

「俺はすべて調査できるかと聞いた。すべてのマッチングアプリは、年代ごとでどれくらい出回り、会員はどれくらいいると考えている？」

「え……」

（考えてなかったんだな。ラッシン、ファイ！）

「話にならない。広報部ソーシャルメディア課。本当に一週間で、見やすいアプリデザインを考え、制作できるのか？」

「うーん。麗うらら、難しいことわからないなあ」

　答えたのは、アーモンド型をした、ぱっちりとした大きな目と、つやつやぷるぷるのアヒル口。若さが眩しい彼女の社員証には『芳本 麗』と記されている。

（誰もが思っているわよね。なんで彼女が代表者として答えるんだと！）

　以前、ラッシンが言っていた。

　——社長と同じ苗字だし、名前がお嬢様だし。なによりあのアヒル口……社長に似ているから、妹だ。社長がバックについているから、マイペースでいられるんだよ。

　兄がアヒル口だという認識はなかった。偽妹に負けまいと、それ以来七生はアヒル口になるように意識してみているが、誰にも本物の妹だと指摘されなかった。

「皆はどぉお？」

　難しいことは丸投げの性質なのか、麗から突如話を振られた仲間たちは、互いに引き攣った顔を背けて、聞いていないふりをする。

（どんなマッチングアプリになるのか、先にサンプルでも画面ができあがらないと、皆のイメージを統一できないわ。重要な役目だと……考えていなさそうだなあ）

　稜月はそんな風にそれぞれの部署に尋ねては、その曖昧な答えにだめ出しをする。

　そして——。

「本気でこの会社のことを思っているのか？　プロジェクトは誰が発案したのかが重要ではない。どんなものを作ったか、それが実現可能なのか、それ以上のことはできないか、慎重に考えるのが重要だ。出されたものをただ消化するのではなく、自分の頭で考えろ。ひっかかることがあったら、俺に刃向かってみろ」

　その迫力に、七生は思わず息を呑み込んだ。

　そこには遊び人の姿はない。端正な顔をした、厳しい男がいるだけだ。

「俺はこのプロジェクトでは裁断する権利が認められている。一週間後、また会議を開く。それまでに、この企画はなにがいけないのか、正確な情報とはどんなものなのか、各自考えてきてほしい。それができない社員は我が社には必要ない。重役と相談の上、然るべき処置をとらせてもらう」

　びりびりとした緊張した空気が走り、青ざめた社員達は震え上がった。

　ようやく、真剣な顔になったような気がする。

（すごいわ。こういう焚きつけ方法があったのか）

　七生は、稜月の素案や資料に、『うちで可能か？』という走り書きがあって、バツ印が描かれていたことを思い出す。

　どんなに会社の益となる、便利で優れたシステムを構築しても、今の状況では彼が求めるものができない……稜月は、そう考えて案を眠らせたのではないだろうか。

（彼が社員たちを信用しないで、なんでもひとりでやろうとしているのがわかる気がする）

　自信を持ち、のびのびとしているのはいい。しかしそれが、仕事にマイナスに作用するなら問題である。ここが前の職場なら、「仕事をなめるな！」と怒鳴っていたかもしれない。

　稜月は大きなプロジェクトを進めることで、社員たちを矯正したいのだろう。

　ただこれは賭け。それで改心する社員はいいとして、離反社員が出た場合、稜月はどういう対処をするのだろうか。

　元主任としては、純粋に課長の裁断が気になった。





＊・・◆・・＊






　会議を終えて席に戻ると、稜月が仕事場を移すと七生に告げた。　

　随分急な話だと思いながら、荷物を抱えて移動する。

「本当にここを……営業戦略課の拠点にすると？」

　新たな拠点は旧資料庫だった。

　本棚だった一部が取り除かれ、パーティションで区切られた立派なミーティングルームができあがっている。

「そう。有線の社内ＬＡＮも通してるから、隔離場所でも安定したネットワークが仕様可能だ。足りないものがあったら言ってくれ」

「有線……。よくシステムの人たち、至急対応してくれましたね」

　前職では、ＩＴ専門の下請け業者に頼んでいたが、工事まである程度の日数を要した。

「システム部には材料を借りただけで、俺がやった。久しぶりに床板を捲って、ケーブル這わせたよ。何年ぶりだろう、カシメを手にしてケーブルにコネクターを圧着させたの」

「そ、そんなこともできるんですか!?」

「誰にでもできることだ。ここならば誰も入ってこないし、あなたも俺を監視しやすいだろう？　お互いここには何度も足を運んでいたから、慣れているし」

（確かに慣れたけれども！　でもよりによってこの旧資料庫とは……）

「課長の遊び場は、別に移動したということですか？」

「ん？　移動ではなく閉鎖」

「え、どうして!?」

　まさかの突然の終了宣言である。

「なんだ、あなたは俺に遊んでいてほしいのか。だったら新しい場所を考えないと……」

「そんなこと言ってません！　急にどうしてかなと……」

「どうしても仕事を頑張りたいという、あなたの強い意思を感じたからだよ。上司としては部下のやる気をそぐわけにはいかないと思ってね。幸生さんも同意してくれた」

　とびきりの笑顔が、なにか嘘臭い。

「そうそう、もし用があった場合は、ここの鍵を持つ巴女史だけが、事前連絡の上で来ることになったから、それ以外は朝から晩まで蜜月のようにふたりきり。ちゃんと鍵もかけているから誰にも邪魔されないし、たっぷりと……仕事に集中できるね」

　なんとも意味深な、いらぬ単語を交えて稜月は言った。

（く……。これが会議で男前を見せつけていた人物と同じとは。妙に意識しちゃうわ。これなら、遊んでくれている方が……いやいや、それはだめ。怒りに仕事に集中できなくなるし）

　稜月は葛藤する七生の横に座った。長テーブルに肘をつき、その手に顔を乗せ、表情を変える七生を見つめながらふわりと笑いかける。

　破壊力ありすぎな微笑みだ。

　——……覚えてない？　一晩中、愛し合った……六年前のこと。

　身体がカッと熱くなり、それを振り切るために頭を左右に振った。

「ねぇ、七生さんはこの会社をどう思う？　贔屓目抜きにして」

　稜月からすっと笑みが消え、真顔になった。

「このままでは潰れそうで危険です。課長に頼り切りで、自分たちで会社を支えようという社員の意識と熱意が希薄。言われないとしない、典型的マニュアル人間たちの巣窟です」

　さらに七生は続けた。

「会議の時も、あのプロジェクト内容はやばいと思っていました。正直、あれを課長が推し進めようとしていたことが信じられなくて。他のマッチングアプリとなにが違うのかわからなかったし、面白みが感じられなかった」

「さすがに、マッチングアプリのこと、よく知っているね。結婚したかったんだものね、知らない男と」

　笑いながらも、灰褐色の瞳がすっと冷え込む。

「ひ、ひとつだけです！　評判がいいのをひとつだけ！　ええと……だから、マッチングアプリにも質の善し悪しがあると実感しましたし、評判と実際やってみるのとは違うということがわかりました。登録条件も審査も厳正にすべきだと思いましたし」

　稜月はじっと七生を見ている。

「アプリを使ったことがなくても、ないなりの疑問ってあるはずなのに、それすら意見が出ずに、無茶なスケジュールを安易に請け負って終わろうとしていたから、わたし、異議ありと手をあげるところだったんです」

「はは、そうか。あなたとバトっているのを見せつけても面白かったかもね」

「でも引かれたと思います、他人事みたいに。正直、課長の言葉はすべてわたしの思うところだったので、聞いていてスカッとしました。さすがです。格好よかったです。いつもそうだったらいいのに……」

「そうしたら、あなたは俺を見てくれるの？」

「え？」

「今度こそ俺を忘れず、俺のことを稜月って呼んでくれる？」

「あ、あのですね……」

　慌てる七生をやるせない目で見つめて、稜月は話題を変えた。

「昔は、こんな社員たちばかりではなかった。いつからか手を抜くことを覚え、己の力を過信し、チームがまとまらない。その結果創り出されるものは、クオリティが低かった。だから見極めていたんだ。どこまで汚染されているのかを。……今、膿が出きったから、腐敗が進んでいるところは切り落とそうと思ってる」

「……随分と強硬手段ですね」

「会社を守るためだ。この会社を生まれ変わらせるためには、死を厭わない覚悟が必要だ。だからこその……」

「『メメント・モリ』……ですか？」

　稜月は笑った。

「覚えていたんだ、その意味を」

「ぼんやりとあなたに教えてもらったことは、思い出しました」

「そっか……。覚えていてくれたんだ」

　稜月は、切なげに笑う。

（彼はただの遊び人ではないのね。色々と深いことまで考えてる）

　だからこそ、遊び人になってしまった事実が残念で仕方がなかった。

　しばしの沈黙の後、稜月はゆっくりと語った。

「社員の変化に最初に気づいたのは、営業戦略課の本多さんという男性社員だった」

「ああ……入院している方ですね。情報流失の冤罪を訴えていたと、巴から聞きました」

「そうか。だったら話は早い。本多さんは、新卒で社員になった俺に、社会人としての心構えを教えてくれて、本当にお世話になった。考え方も素晴らしくて、幸生さんと三人で酒を酌み交わして会社の未来を語ったこともある。その彼がある時から、社員の悪しき変化を気にし出した。だけど俺は本多さんの気にしすぎではないかと流してしまったんだ」

　稜月の表情には悔いが滲んでいる。

「本多さんはシステムに、非公式のグループチャットがあるらしいことを突き止め、そこに扇動者がいるのではないかと疑った。入り口がわからず調べている最中、他社へデータが流失する事件が起きた。俺も幸生さんも本多さんは冤罪だと思っていたけど、システムの記録は違った。その謎を解明できなければ、本多さんの疑惑は晴れない。だけど……」

　それができず、本多は心を病んでしまい、今も入院したまま。

　稜月は本多の冤罪を晴らし、真相を暴きたいのだという。

「それから一ヶ月ぐらい経って、匿名の手紙が届いた。社内システムには俺のファンクラブのような秘密のグループルームがあり、ニックネームで女性社員が多く参加し、俺の情報を集めて共有していると。その情報が貴重なほどポイントを多く貰えて、ポイントのランキング上位者は俺にアプローチすることが許されるらしい」

　稜月は好意的とは思えない、皮肉げな笑みを浮かべた。

「ポイント制……。ポイントを与え、課長へのアプローチを許すのは誰なんですか？」

「管理人。それが誰かはわからないそうだ。管理人は厳格なルールの元、違反者を粛正してメンバーを統率しているみたいだ。本多さんの件もあるし、重要な情報が外部に漏れないよう気をつけてくれと、手紙には書かれてあった」

「そのファンクラブのチャットルームは発見できたんですか？」

「見つけられない。システムの全履歴を調べられるように改良してもね。ただわかっているのは、そのグループ名だけだ。それは……」

『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』——稜月はそう言った。

「スノードロップって……沢渡課長の机の上に飾られている、あの小さな白い花の名？」

「ああ。その花は、管理人からの粛正告知ではないかと思っている。あの日、あの時間……俺にアプローチを許されたのは別の社員だったんだろう。沢渡課長が俺に声をかけて、出し抜こうとしたのがばれたから、正体不明の管理人の粛正を恐れて引きこもっているんじゃないかな。どんな粛正かはわからないけどね」

（理解に苦しむわ……。ファンクラブに入って制限をかけられ、スパイの真似をして、課長に近づく順番を待つくらいなら、普通に課長にアプローチすればいいのに……）

「しかし課長が見つけられないチャットルームに、皆はよく入れますね」

「ああ。手紙によると管理人から突然、招待が通知で送られてくるとか」

　七生の眉間に皺が寄った。

（まさか、わたしによくくる、ＳＤへの招待って……！）

「課長……。わたしにも頻繁に送られてきました。社内システムの通知とは違うから、なにか怪しすぎて招待を拒否していましたが。通知がきたら、お知らせしますね」

　稜月は怜悧な目を細める。

「頼む。だけど恐らく、もうこないだろう。俺とあなたが旧資料庫に閉じこもっていたら、俺にも『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』への道を開示してしまうことになるから」

「……確かに、警戒しそうですが」

「俺も幸生さんも、『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』の正体は、ファンクラブではなく、うちの会社を潰そうとしている奴らだと思っている」

「え……」

「『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』の管理人は、チャットルームで社員のやる気を低下させて、商品の質を落とすだけではなく、真相を調べていた本多さんのせいにして、他社に開発情報を流した。その後、用心した俺が、企画を始め社内の情報を開示しなくなったから、偽のファンクラブを利用し、洗脳して調教した女子社員を使って、スパイ行為をさせている」

　そんなことをしている社員がいると思うと、七生の背筋がぞっとした。

　ここまでくれば、『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』の管理人は、社員のふりをした産業スパイと言ってもいいだろう。いまだその行為を続けるとは、大胆不敵な奴だ。

　稜月は躊躇いがちに話を続けた。

「実は……事件後、本多さんの机の上にも、スノードロップが飾られていたんだ。それを見て彼は錯乱し、入院することになった。ファンクラブの粛正とは思えないから、俺や幸生さんに相談できないなにがあったのではと考えていたら、思い出したことがあって」

　——実は俺、公にできない社内恋愛をしていてな。痣があるけれど気にならないくらい、俺好みの大きな美乳なんだ。派手な胸なのに、白い小花が好きな質素な可愛い奴で。

「事件の直前、彼は恋人が自分を愛していないかもってぼやいていたんだ。だからデータ流出させたのは本多さんではなく、彼女かもしれない。彼女が管理人だったのか、管理人の刺客として放たれたスパイだったのかはわからない。本多さんは彼女に利用されたことを知り、彼女が好きな花に、過剰反応したのではないかと推測してる」

「だったらその彼女を見つけ出せば、管理人の正体がわかるかも！」

「そう……思って、探しているんだ。退職者がいないから、まだこの会社にいると思って」

　なぜそんなにバツの悪そうな顔をするのだろう。

「探して……いるんだよ。胸に痣がある女を。この……資料庫で」

　ようやく七生は稜月の言いたいことがわかり、手を一度叩いて言った。

「ああ、そのついでに、ぺろりと食べちゃっていると！」

　すると稜月は、意外なことを言い出した。

「俺は食べていない。あんなまずそうなもの」

　嫌悪に満ちた返答に、七生は驚きの表情を向けた。

「六年前、七生さんとしてから、俺は誰も抱いていない。唇でキスをすることすらね。欲情したのも、あなたが最初で最後だ」

　稜月の顔は真剣だった。

　だからこそ七生は素に戻って、動揺した声音を響かせてしまう。

「キス、していたじゃない。受付嬢と」

　すると稜月は大きなため息をついて、天井を見上げた。

「あれは……油断して、無理矢理されてしまったんだ。せっかく避けていたのに……気持ち悪くてたまらなかった」

　あの時、真っ青な顔や冷たい手をして、確かに具合悪そうではあった。だが——。

「セッ……性交も、相手をとっかえひっかえでしていたくせに！」

「繋がっている最中を見たの？」

「そ、それは……」

　ズボンを脱がされかけていたり、胸を攻められていたみたいだけれど、本番中に出くわしたことはなかった。そのことにいつもほっとしていたのは事実だ。

（彼はずっと受け身だったような……）

「俺……童貞喪失したら、やたらと発情した女に絡まれやすくなってね」

　喪失に貢献した七生は、ぎくりとした。

「俺にまったくその気がないということがわかると、女たちはあの手この手で、俺を欲情させようとする。いつも必死に逃げた。抱きたいと思わないし、第一、身体的に無理なんだよ、他の女を抱くということは。……勃たないから」

「え？」

「心因性のＥＤ。まったく、無反応」

　少しだけ顔を赤らめて、むすっとしながら稜月はそう言った。

「勃……Ｅ……。いやいや、巨乳に食らいついていた件はどう説明するのよ。いつもいつも大きな胸に貪りつこうとしていたくせに……！　巨乳が好みなんでしょう？」

　衝撃的なカミングアウトは、俄にわかには信じがたい。

　たとえ、稜月の様子が冗談を言っているようには見えなくても。

「好みなものか。好きでもない女性の胸なんて、ただの脂肪の塊だ」

「脂肪の塊……」

「でも仕方がなかったから。〝大きな胸に痣がある女〟を捜していたから」

　嫌悪を丸出しにしたその表情は、キスの後に気持ち悪いと訴えていた時の表情とそっくりで、嘘をついているようには見えなかった。

「まさか、そのために身体を張っていたと？」

　眉間に皺を寄せる七生を見て、稜月はふっと笑った。

「女性の胸を見るには、それなりの時間や対価を要求されるし、期待される。それに見せてもらった時には、『人違いでした、はい帰っていいよ』と、あしらえないくらい相手も興奮しているから、終わらせるためには欲を散らしてやるしかない。快感を刻めば、相手がなにか隠していることがあっても、暴くこともできるしね」

　灰褐色の目がじっと七生を見つめている。

「すみません。脂肪の塊だけは触っていました」

　真面目な顔と声だっただけに、七生は思わずぷっと吹き出してしまった。

「だけどあなたが迎えにきてくれるようになって、苦痛の種がひとつ消えた。胸をはだけさせたまま、女たちが勝手にいなくなってくれるから」

　——ありがとう、助けてくれて。

　嫌味かと思っていたが、心からの礼だったと彼は告げた。

　もっと方法はなかったのかと思わなくもないが、彼の魔性は強烈であるし、確かに蜜事を装わなければ、女だって簡単に胸は見せない。同性だって、一緒に風呂に入ってもタオルで胸を隠す女性もいるくらいだ。しかも痣にコンプレックスがあれば、見せたくないはずだ。

「もしかして……兄さんのマンションにいた女も？」

「ああ。彼女は……幸生さんが頑張って口説いたんだ。しかし思った以上の肉食で、そういうのが苦手な幸生さんが急性胃腸炎を起こしてね。俺が確認を引き受けた。彼女は退職したけど、痣はなかったよ」

　——俺が、そんなことが気軽にできる男なら、ストレスに急性胃腸炎で点滴受けることもなかったし、稜月にここまで負担をかけることはなかった……！

「あの夜、幸生さんが出張だったから、マンションを使えと言われていてね。幸生さんの家で行為に及ぼうとしたという事実が、確認後に彼女を切る口実にできると。まさかそこにあなたがやってきて、六年ぶりの再会を果たすことになるとは思ってもみなかった」

　七生は片手で顔を覆うと、大きなため息をついた。

　つまり稜月は、幸生公認のもとで、会社とその社員を追い詰めようとした首謀者と、その手先を見つけ出そうとして、あんなことをしていたのだ。

　真っ青になって、手を冷たくさせてまで、している行為に嫌悪しながら。

　七生は深呼吸をしてから、稜月に言った。

「グレーゾーンの搾乳の是非はさておき、遊び人……ではなかったと信じるわ。兄さんの代わりに、嫌なことを引き受けてくれていたこともわかった。ありがとう」

　七生は頭を下げた。

「七生、さん……」

　七生の反応が予想外だったのだろう。稜月の声は掠れていた。

「でも、もう身体張るのはやめようよ。わたしも協力するから」

　理由はわかった。だから一層、稜月にはそんなことをしてもらいたくはない。

　彼を穢した自分が言うのはおかしいけれど、彼には綺麗なままでいてほしいのだ。

　初々しく、純粋だった六年前のままで。

　……それに嫌だ。稜月が望んでいなくても、他の女に性的な触れ合いをしているのが。

　稜月とずっと資料庫にいることで妙な息苦しさと緊張は感じるが、彼と他の女性が睦み合っていないというだけで、心は軽い。

　本当は嫌だったのだ。

　毎回、毎回……連れ戻しにいかないと、他の女のもとから離れようとしない稜月の心が。

「協力はありがたい。最短で確認できるベストの方法だと信じてきたけど、限界だったんだ」

　稜月は掠れた声のまま、七生の頬に手を添える。

「元から俺の心身は、他の女を受け入れる余地はなかったから」

　灰褐色の瞳が、切実な炎をゆらゆらと揺らしている。

「六年ずっと……あなたの感触が俺から消えない」

　苦しげに切れ長の目がぎゅっと細められる。

「あなたは俺のことをいらないと捨てたのに、俺はずっとホテルであなたの帰りを待っていた」

「……っ」

「七生さん……。俺が……嫌だった？」

「違……っ」

「下手だった？　気持ち悪かった？」

　ああ、彼がＥＤだというのは……ここからきているのかもしれない。

　彼は七生によって男にさせられた直後、その男を否定されたと思ったのだ。

「俺、あなたを満足させられなかった？」

　揺れる瞳から、涙が一滴、頬に伝い落ちる。

「そうじゃない。そうじゃなく、あなたが兄さんの……」

　その瞬間、唇が奪われた。

　彼が青ざめるほど嫌がっていたキス——。

　それが今、彼からなされた。

　何度も角度を変えられ、しっとりとした唇が七生の熱を灯そうとする。

　かすかに震えながら、七生の承諾を求めている……そんな健気なキスだ。

　こんなことはいけない。

　でも……彼が自分に囚われたままこの六年を過ごしてきたのなら、開放してあげたい。

　……ああ、それは言い訳だ。

　今はアルコールも入っていない。自暴自棄でもない。

　理性が働くこの状況で、稜月が可愛いと思ってしまっている。

　自分の上司であり、頼もしい男性として尊敬できる箇所が日々増えるこの男に。

「は、ぁ……七生、さん……」

　合間で漏れるその声が愛おしいと思えてしまう。

（キスだけ……だから）

　わずかに開いた七生の唇の間から、ぬるりとした稜月の舌が滑り込む。

　六年ぶりに絡みついた灼熱の舌は、とても雄々しい男の力強さを感じ、稜月のリードで七生の眠っていた官能を少しずつ開花させられていく。

「ん、ふぅ……」

　ねっとりと縺れるように絡み合いながら、七生が弱い舌の側面を撫で上げてくる。

　この感覚は記憶にある。

　六年前、互いに快楽を探り合って見つけた……たまらないキスだ。

「ふ、ぅん、ぁ……」

　身体は覚えている。何度も繰り返し交わした、濃厚なキスの味を。

　稜月も覚えているのだ。七生を抱いて、ひとりの男になったあの日のことを。

　……今まで思い出したくない黒歴史だったのに、今、それを塗り替えろと、強烈に稜月の存在が大きくなってきて、七生は稜月の背中に手を回した。

　六年前と同じ……ムスクにも似た甘い匂い。

　あの時よりも逞しくなった身体の輪郭が、彼が男であることを主張する。

　舌を吸い合い、飽くなき濃厚なキスを堪能して、乱れる呼吸の中で唇が離れた。

　淫らな銀の糸が唇を繋げ、見つめ合うその眼差しにはさらなる熱が籠もる。

　引き離されていた恋人かのように、稜月が耐えきれずに目を細め、また唇が重なった。

　今度は七生の身体が持ち上げられて、彼の膝の上を跨がせられる。

　より密着してキスをしても、やめたい気分にならない。

　もっとキスをしてほしい——。

「七生、さん……」

　七生の背中を摩っていた稜月の手が、ブラウスの上から七生のブラのホックを外した。

「だめ、こんなところで……！　それに、こういうこと嫌なくせに……」

　キスの合間に抗議すると、稜月の唇が首筋に落ちる。

「好きだよ……」

　ため息のような声が聞こえて、びくっと身体が震える。

「七生さんの身体は、すべて……あなただけは特別なんだ」

　妖艶に笑いながら、稜月の手は七生のブラウスのボタンを外し、キャミソールを捲り上げると、震える乳房の先端にある蕾に吸いついた。

「あぁ……っ！」

　久しぶりの行為だ。蕾がまるで感電したかのように、ちりっとした痛みを伝える。

　しかしそれはすぐに、じんじんとした甘い快感へと変わった。

　稜月の唇に挟まれた蕾は、時にくいくいと強めに引っ張られ、そして繊細な舌先でちろちろと揺らされた末に、強く吸われる。反対の胸は彼の大きな手のひらに包まれ、その感触を楽しんでいるかのように、リズミカルに揉みしだかれた。時折、指の腹で蕾をくりくりと捏ねると、七生の身体がビクンと跳ねる。

（あぁ、気持ちいい……）

「ふふ、七生さん……、右が弱いね、今も……」

　六年前に暴かれた秘密は、今もなお、稜月は覚えているようだ。

　七生が身悶えていた右の蕾を奥歯で噛むと、にちにちと甘噛みをしてみせる。

「——っ！」

　食まれるたびに、身体に電流に似た快感が走る。

　思わず手の甲で声を押し殺しながら、七生はぶるりと身震いした。

「七生さん、こんなに綺麗で艶めかしい身体で……また、俺を翻弄するんだね」

「そ、そんなこと……」

「ああ、たまらない」

　譫言のように呻きつつ、稜月はぐいと七生の腰を引き寄せると、互いの下腹部を密着させながら腰を動かし、擦り合わせる。その行為だけで、彼がなにを望んでいるのかがわかった。すると呼応したように、七生の秘処がきゅんと疼いて、蕩けてくる。

（やだ、身体が……悦んでる。彼に抱かれたいって、訴えてる……）

　言葉がないまま、熱い視線を絡ませた。

　稜月の目は熱を帯び、男の艶に満ちており、六年前にちらついていたあどけなさはもうなかった。その代わり色香が凄まじく、蠱惑的な男であることを印象づける。

（ああ、なんだろう。彼に触れたくて仕方がない……）

　見られるだけで抱かれたくなる……それは、他の女と同じ浅ましき女の性さがのせいなのか、それとも濡れた灰褐色の瞳の誑きょう惑わく的な魔性の力によるものなのか。

　見つめ合っているだけで、息が乱れる。

　ひとつに溶け合いたくてたまらなくなる——。

　それは稜月も同じだったようで、苦しげな顔をして呻いた。

「俺……男になりたい。七生さんを満足させ、七生さんの女を感じられる男に……」

　女を抱けない身体がつらいのだろう。

　稜月は訴えながら、腰を突き上げる動きを見せた。

「ゃ、ああっ、そこ……」

　昔、何度も繋がった部分が、クロッチ越しに刺激を与えられる。

　七生は小さく喘ぎながら、稜月の首筋に抱きついた。

「挿りたい。俺だけが、七生さんの男になりたい……」

　直接でないことがもどかしく思う。もっと強く……ぐりっと抉ってほしいのに、それを求めるのは稜月にとっては酷なことだ。

「あぁ、七生さんがいるのに。ここに幻ではない七生さんがいるのに……！」

　求めているのに、繋がれない……それに苦しむ稜月が愛おしくてたまらなかった。

　彼につけた傷を、どうすれば癒やせるだろう。

　彼の悲痛な叫びを、どうすれば歓喜の声に変えることができるだろう。

　わからないまま、七生は自ら腰を動かしてみた。

　するとなにか堅くなった気がして、さらに動かしてみる。

　やがて稜月が、悩ましげな声を上げて背を反らし、喉元を晒した。

　それは壮絶な色気を迸っており、思わず七生の身体が熱く濡れてしまう。

　そして稜月は荒い呼吸を繰り返しながら、七生をきつく抱きしめてその首筋に顔を埋めると、熱い息を吹きかけて息を整えた。

「七生さん……」

　稜月は身体を離すと、七生の手を掴んでスラックスに手を触れさせた。

　まだ完全に芯を取り戻してはいないものの、それは明らかに変化を見せていた。

「え、ＥＤじゃ……」

「それは、本当だった。だから六年ぶりで……。あぁ、七生さんが相手なら……欲情、できるんだ……。男に、戻れたんだ……」

　それは感嘆にも似た上擦った声だった。

「七生さん、七生……さん……」

　譫言のように七生の名を呼びながら、稜月は七生の首筋に唇を落とし、すりすりと頬を擦りつける。まるで動物の求愛行動のようだ。

　胸がきゅんきゅんととまらない。

　つらかったのだろう。男として快復できたことを七生も心から喜びながら、そこまで自分を女として求めてくれた稜月に、七生の中の女が歓喜に心躍った。

　稜月に女として扱われたことに、七生の胸がときめいている。

　情が移ってしまっていることを自覚した。

「また、抱ける……！」

　しかしその瞬間、七生の脳裏に、彼が睦み合ってきた女たちが思い浮かぶ。

　そして同時に、六年前の……七生を裏切った元彼の浮気現場が思い出された。

　妊娠した妻と子供に囲まれ、幸せそうだった既婚男の姿も思い浮かんだ。

　もう七生はいらないと、嘲笑うかのような元彼の顔がフラッシュバックで蘇る。

　それは稜月に対して動きかけた心への、ブレーキのようだった。

　稜月のＥＤが快復したのなら、身体的にどんな女をも抱ける。

　身体のように、稜月が他の女への嫌悪を克服したら、稜月だって自分のもとから離れていくかもしれない。この世に魅力的な女は、ごまんといるのだから。

　現実を見ろ。同じ轍を踏むな。

　稜月に求められたのは、かつて彼を男にさせた最初で最後の、濃密な思い出を共有する特別な女だったからだ。

　七生だったから求めたのではない。ひとりの男として、威信を取り戻そうとしただけだ。

　——こんな俺にした、責任をとってよ。七生さん。

　損害を与えた相手に、原状回復を正当に求めただけ。

　それが正常に終了すれば、加害者はただの遺物となる。

　今更、稜月になにを期待しようとしていたのだろうか——。

「七生さん？」

　変化に気づいたのだろう。心配そうな声をかける稜月を無視して、七生は青ざめた顔で稜月の身体から遠のき、居住まいを正した。

「おめでとう。早かったけど、これでわたしの役目は終わったね」

　七生は笑った。

「今度は、あなたのことを忘れられない女の子と恋愛をしてね。やっぱり、あなたに一生分の恋をしたいという女の子を抱いた方が、幸せになれるから。わたしはもう、おしまい」

　声が震えなかっただろうか。

　心が痛いと思うほどには、稜月に抱かれたいと思った。

　稜月は、真剣な面差しを向けて言った。

「……七生さん。また、俺の恋人になってください」

　記憶を刺激する言葉だ。

「そういえば、相手が恋人じゃないと抱きたくなかったんだっけ」

　男も女も、初体験の相手は特別で忘れがたいとは聞くけれど、また彼は〝仮初めの恋人ごっこ〟を繰り返すというのか。

　繰り返しても、今度はＥＤにならないという自信はどこにあるのだろう。

「……そういうのは、覚えてるんだ」

　稜月は皮肉げに笑った。

「ところどころだけどね。でもごめんね。わたしはもう恋をしたくない。恋にいい思い出がないもの」

　稜月とはもう、苦しみを伴う関係になりたくない。

　愛おしいと思って触れ合ったことを最後に、終わりたい。

「せっかく五度目に生まれ変わったのなら、そういう煩わしいものをすべて考えずに、仕事をしたいわ」

「仕事だけをして、恋もしないでひとりで枯れていくと？」

「まあ……恋愛感情なくても、結婚したい相手がいたら結婚して、子供作って……」

「認めないと言ったら？　六年前の続きをしたいと言ったら？」

　それはひどく底冷えするような、低い声だった。

「そうね、もうわたしはあなたのアシスタントはできない。ここを辞めて、また職探しをする。東京から出てもいいし、マッチングアプリでもまた懲りずにしてたりしてね」

　冗談を口にした途端、稜月の顔に走ったのは悲嘆。

　そして彼は眉間にぎゅっと力を入れると、悲しみの表情を隠した。

　そして彼は言う。

　それは、女遊びをしていた時のように、気だるげで頽廃的な表情だ。

「ねぇ、七生さん。勝手にお役御免にならないでよ。なんで役目が終わったと思うの？」

「え、だって……」

「六年前を原因として、今度は……七生さんにしか勃たなくなったんだよ、俺」

　口元は微笑んでいるのに、その目は冷え込んでいる。

「六年間、女を抱けずにいた俺の欲求不満、受け止めてよ。それとも、あなたのように、俺までこのままずっと、女を抱かずに枯れ果てろとでも？　……ひどいよね」

「……っ」

「俺との恋は無理でも、別の責任の取り方はあるよ。俺が気軽に他の女を抱けるようになるまで、俺の相手をしてくれよ。六年前のように、その場限りの恋人のふりをして」

　冷たい目をしているのに、この声はどこまでも悲痛に満ちている。

「それが、あなたができる……責任ある仕事だろう？」 







第四章　恋人みたいに愛して








		
　都心の夜景を一望できる高層マンション——。

　ひとりで住むには広すぎて、課長レベルでは手に入らないような、豪奢な調度品に溢れる高級マンションが、稜月の住まいだった。

　——それが、あなたができる……責任ある仕事だろう？

　あの後、巴が仕事を伝えに電話をかけ、資料庫にやってきた。

　トラブルが発生したということで、稜月はシステム部に駆り出されたのだ。

　営業と企画のプロだと言われている彼なのに、システム部でもお手上げの開発中のサーバートラブルを、プログラムを見ただけでバグを指摘して、改善案を伝授したらしい。

　システムエンジニアとしても有能な彼は、ひとりで何役もできる強者だった。

　戻ってきた時、すでに終業の時刻で、そそくさと帰ろうとした七生の手は、ぐいと稜月に引かれた。どこか必死に、そして詰るような視線を向けられる。

　——今日は朝まで帰さない。

　幸生が怒るからと窘めてみると、彼はスマホで幸生に電話をかけた。

　——今日は、七生さんを朝まで帰しませんので。

　まるで誘拐犯かのように一方的に宣言する。

　——もし邪魔だてするのなら、すべての仕事から俺は引きます。

　彼の覚悟は本物で、誰もが暴君の決定に従うしかなかった。

　そして——。

　どこか閑散としたリビングから続く寝室では、あられもない七生の声が響いていた。

「は、あぁんっ、ああっ」

　ベッドの上には、全裸の七生がいる。

　その肌には、つい今し方つけられた、執着の赤い華がたくさん咲いていた。

　七生の両足は大きく開かれ、その間には服を着たままの稜月が顔を埋めていた。

　一心不乱に溢れる蜜を啜っている。

「あ、んん、だめっ、イク、イっちゃう……！」

　やがて七生の足が揺れ、力が込められた足先がきゅっと丸まった。

「久しぶりの蜜……吸っただけでイッたの？　相変わらず、感じやすいね、七生さん」

　うっとりとした顔が、羞恥に頬を熱くさせる七生に向けられた。

　そんなところに口をつけているのに、稜月は本当に嬉しそうで、それがまた七生の身体を昂らせた。

「でも、まだやめないよ。あぁ、吸い取ったのに、また蜜がこぼれてる。そんなに気持ちよかったんだね。いいよ、また気持ちよくなって。俺に蜜をちょうだい。んん……」

　熱い舌で震える花園を掻き回して蜜をこそぎ取り、じゅるじゅると音をたてて吸引する。

　嬉しそうな顔で飲み干した後、まだほしいと忙しく舌を動かし、吸い立てる。

「あぁ……」

　淫猥な光景に、くらくらと目眩がしてくる。

　恋愛を必要としない恋人ごっこ——六年前にも経験済みだったはずなのに、なぜか今は、この状況に心が痛む。

　乗り気ではないのに身体は自然に快感を拾って昂り、稜月との情事に興奮している。

　ずっと彼とこうしたかった気分にすらなってくる。

　仕事にはストイックな、やり手の年下上司——。

　その彼にこんな奉仕をさせておいて、もっとしてほしいとよがる自分。

　酒を飲めばよかった。そうすれば羞恥心が、いくらかは薄れたはずだ。

「覚えてる……？　昔もここを舐めてると、七生さんは気持ちいいってすごく喜んだ。俺に教えてくれたんだよ、あなたがどうすれば感じるのか。まだあなた好みかな」

「……っ」

「特に、ここにある……この慎ましやかな粒を、舌で皮を剝いてあげると……」

「——ひゃん!?」

「ふふ。今も弱いんだね。ああ、赤くぷっくりしてきた。本当に可愛いなあ」

　生き物のようにくねった舌先が、ちろちろと粒を揺らす。びりびりとした強い刺激が身体を襲い、七生は稜月の頭を挟みこんだ足をがくがくと揺らした。

　稜月はそれだけで終わらせず、蜜をこぼして収縮している蜜口から指を差し込んできた。

　久しぶりの異物に、引き攣った息を繰り返したが、不思議と怖くはない。

　ねっとりとした舌で花園の表面を撫でられながら、指はゆっくりと抽送を始めた。

「や、ぁん、あぁ……」

「きゅうきゅうして締めつけてくるね。……俺を狂わせるほど気持ちよくさせたここに、あれから何人の男を受け入れた？　何人の男があなたの中でイッた？」

　燃えるような熱を孕んだ灰褐色の瞳が、じっと七生を見つめている。

「いない、そんなの……」

「本当に？　こんなに男を誘う、たまらない身体をしていて」

「いない……あなたが、最後で……」

「だったら、俺と一緒だね」

　稜月は嬉しそうに笑うと、指の抽送を激しくさせた。

　くぷくぷと蜜が溢れる音がする。

「聞こえる？　六年分の蜜……涸れないでいてくれたね」

「ぁ、ん……」

「思い出して。六年前、こうやって口でも指でもあなたを愛したこと」

「……っ」

「思い出して、七生さん。俺が全力で、あなたを愛したあの夜のこと」

　稜月の愛撫にさらなる熱が籠もる。

「なにひとつ、昔と変わっていないはずだ。俺の愛し方は……」

　切なげにそう言うと、指を動かしながら七生の太股に舌を這わせた。

　恍惚とした顔で柔らかな肌に触れ、時折妖艶な流し目を寄越す。

　純と不純が入り混ざった彼の表情を見ているだけで、ぞくぞくする。

「は、ぁ……」

　七生の喘ぎ声に応じるように、蜜壷を抜き差しする指の動きを変えられ、熱い目をした稜月と見つめ合ったまま、再び軽く爆ぜてしまう。

　余韻に浸りつつ微笑む七生を見て、稜月は本当に嬉しそうに頬を緩めると、急に大人びた顔をしながら服を脱ぎ始めた。

　露わになる身体の輪郭は、れっきとした大人の男のものだ。

　ほどよい筋肉。均整がとれた精悍な肉体——噎せ返る色香に心拍数が上がる。

　この身体に、他の女が唇を落としたと思うと怒りにも似た感情がわき上がった。

　……そんな独占欲、持っても仕方がないのに。

　七生が気を落ち着かせている間に、稜月は全裸になったようだ。

　ぎしりと音をたてて、七生の横に身体を寄り添わせ、七生を抱きしめる。

　しっとりと、自分の肌に馴染むような感触に、感嘆の息が漏れてしまう。

　触れ合っているだけで安心できるくらい、肌を重ねたのだと思うと、稜月がたまらなく愛おしくなり、七生も稜月に抱きついた。

　どちらからともなく唇を寄せ、舌を絡ませ合う。

　優しいキスでありながら、七生の官能を煽るものでもあった。

　キスの合間に七生の声が漏れ始めると、稜月はキスをしたまま優しく七生の後頭部を撫で、足を絡めてくる。

　自分本位のセックスをする元彼には感じたことがない、あまりに穏やかで至福の時間。

（彼が……恋人ならいいのに）

　恋を恐れて拒みながら、稜月との恋に憧れる。

　永遠の愛を信じさせるようなセックスを教えたのは自分なのに、彼がこの先、こうやって他の女を抱くのがとても嫌だと思った。それならＥＤのままでいてほしいとすら思う。

　なんて身勝手な女だろう。

　心を通わせる前に身体で縛り、そして傷つけてしまった相手の幸せを、素直に願うことができないなんて。

「七生さん、俺のことだけを考えて。恋人——だろう？　こうしている間は」

　泣き出しそうな稜月の微笑みに、胸が締めつけられた。

　彼にとって自分は親鳥のようなものだろう。初体験の相手に抱く思慕の情を、恋慕だと思いたいだけなのだ。愛を持ってセックスをする——そう教えたのは自分だ。

「そうね」

　同意をすると、稜月はさらに足を絡みつけてくる。

　下腹部に感じる熱を持った硬いもの。

　自分は男だと主張しているかの如きそれは、七生の肌を滑る。

　七生は手を伸ばして、稜月の剛直に触れてみた。

　避妊具をつけていたが、とても熱く硬かった。

　逞しい……もうひとりの稜月だ。

　稜月は濡れた目で七生を見つめた。

「俺、男になっている？」

「男だよ、最初から、あなたは」

「だったら……名前で呼んで。恋人として愛し合った、昔のように」

　灰褐色の瞳が切なく揺れる。

「稜月って、呼んでほしい」

「稜月……」

　口に出すと抵抗がなかった。六年前、この名前を何度も口にしたせいなのか。

「もう一度」

「稜月」

　すると稜月の唇が震え、その目は嬉しそうに細められた。

　そのまま彼は七生の頬に、頬ずりをする。

「俺の……愛する……七生さん」

　ああ、胸が締めつけられるほど彼が愛おしい。

　母性本能が全開になった七生は、彼の剛直を包む手をゆっくり動かしてみた。

「は……ぁ……」

　とろりとした目がさらに細められ、半開きになった稜月の口から、悩ましい息が漏れる。

　色気をダダ漏れにして感じる顔は、七生を昂らせた。

　もっと稜月の色っぽい顔が見たくて、硬さを増すそれを扱いていたら、稜月の手が七生の秘処に忍び、蜜口から再び指を差し込まれた。

「とろとろだよ、七生さん。俺のを触って……興奮してくれたの？」

　その眼差しは挑発的で、どこか意地悪だ。

　返事をしないで稜月の剛直をリズミカルに扱くと、喘ぎ声を漏らす稜月もまた、その愛撫のリズムに応じて、抽送の動きを変えてくる。

　まるでもう繋がったかのようだ。

　快感を訴えるふたりの声が荒くなると、絡み合う視線もまた切羽詰ったものとなる。

　性急にキスを求め合い、互いの敏感な部分を愛撫する手も激しくなる。

　獰猛に舌が絡み、唾液で濡れた舌を吸い合う。

　ふたりの身体が半回転して、正常位になると稜月は掠れた声で言った。

「七生さん……挿るよ。あなたの……中に」

　苦しげな息遣いのもと、蜜口から埋め込まれた稜月の剛直は、猛々しいまま七生の中を擦り上げて入ってくる。異物に内部を蹂躙されるような恐れと、熱い稜月を体内で感じ取れる喜悦がない交ぜとなり、七生の息が浅くなる。

　そんな七生の顔にキスの雨を降らせながら、ずぅんと大きく腰を入れると、奥にまで稜月が届いた。仰け反って離れようとする七生を強く引き留めながら、稜月は七生の額に自分のそれをこつんとぶつけると、唇が触れるような至近距離で、乱れた呼吸を繰り返す。

「七生さん、だ……」

　伏し目がちの稜月の睫毛が震え、感嘆の声が漏れ聞こえる。

「俺……七生さんの中にいる」

　ゆっくりと、その目が開かれる。

　とろりとしているのに、鋭さをも内在させた灰褐色の瞳が、七生を捕らえる。

「好き、です……。七生さん……」

　心臓を鷲掴みにされた心地だった。

　つらそうに、しかしどこか嬉しそうに稜月は笑った。

「今は、恋人です。だから俺……何度も言いますから。たとえあなたが恋をしたくなくても、恋をしたくなるくらい、いや……俺のことを好きになってくれるくらい」

　胸が、苦しい。

「好きだから、抱いているんです。好きじゃない女は抱けません。好きだから……幸せで、好きだから、切なくて……俺……」

　稜月は片手で顔を覆ったが、片目からは涙が溢れていた。

（どうして泣くの？　二度目のこの関係を求めたのは……あなたでしょう？　ねぇ、それは……ふり、なの？　そこまでしなくて……いいんだよ？）

　胸が締めつけられそうな七生も、目から涙がこぼれた。

「今度こそ、俺を……見てください」

　そして七生を見つめたまま、ゆっくりと抽送を始めた。

「あ、ああ……」

　中を擦られるたびに、ざわざわとした快感の波が強く押し寄せてくる。

　それと同時に七生の中の稜月が、擦れるたびに質量を増していき、自分を忘れるなと存在感を示していく。

「い、つき……」

「なんですか？」

　七生の首に這わせられる舌。

「ぁ……それ、奥……」

「ふふ、きゅうきゅう締めつけて。六年ぶり復活劇をゆっくり楽しませてくれないようだ。いいよ、俺は……七生さんのためにいるんだから」

　稜月は腰を回しながら、奥を貫いてくる。

　七生が悲鳴にも似た声を上げて乱れると、嬉しそうに律動を早めた。

「俺を……思い出して。今度こそ……俺を、身代わりではなく……」

　やがて彼にも余裕がなくなり、七生の唇を性急に求めながら、ふたりで快楽の頂点を目指して駆け上る。卑猥な水音が濃厚な粘着質の音へと変わり、結合部分から垂れたふたりの淫汁がシーツを濡らしていく。

「稜月、いつき……っ」

　稜月とのセックスはこんなにも心も体も満たされるものだったのか。

　それを自分はすでに経験し、稜月のことを忘れていたというのか。

　好きになってみたい。

　どんな女をも虜にしてしまう彼を、せめて情交の間だけでも。

　独占してみたい——。

　それは、初めて生まれた感覚だった。

　元彼とは、好きだからセックスをしていても、セックスをしている時に好きだと思わなかった。好きだと思う前に、行為が終わってしまっているせいもある。

　いつしか、セックスは義務になっていた。

　だからこそ稜月に、愛のあるセックスを教えていたのだろう。

　そう、これは自分の教えの成果で——。

（なんだろう、この気持ち……）

　身体に灯った熱がじんわりと広がっていくように、心にも切なくてたまらないものがじんわりと広がって、なにかの輪郭を持とうとしている。

「あっ、ああっ、イク、イっちゃう、稜月、いつ……！」

　頭がおかしくなりそうなほど、強烈な波が七生を襲う。

「七生さん、一緒に。一緒にイクよ。あなたと、どこまでも一緒に……！」

　そして——暴虐的な快感の奔流が、七生を呑み込んだ。

　否応なく頂きに連れられていかれると、その頂点でぱぁぁんと弾けた。

（壊れる……！）

　真っ白な世界に溶け、自分を見失いそうになった瞬間、稜月がぎゅっと抱きしめた。なにもない世界で、稜月だけを感じられて、安堵と歓喜に涙した。

「好き……」

　七生からその言葉が漏れた刹那、ぶるりと震えた稜月が呻きながら、七生の中に熱い欲を吐いた。何度も何度も、溜め込んだ精すべてを七生に注ぎ込むかのように。

（こんな時まで、気持ち、いい……なんて）

　うっとりとしていると、稜月と目が合った。

「まだ続いてる。すごいね……。六年ぶり、だものね」

　すると稜月の首まで赤くなり、彼は顔を背けてしまった。

　それに懐かしさを感じた七生は、笑いながら稜月に抱きつき、それからは……じゃれるようにずっとキスをし続けていた。





＊・・◆・・＊






「——稜月、俺の言いたいことはわかっているな」

　社長室の執務机にて、腕組みをした幸生が、厳しい顔を向ける。

「何回目だ？」

　すると稜月は灰褐色の瞳を、訝しげに細めた。

「それは……七生さんを泊まらせた回数のことですか？　それとも一日に抱いている回数？」

「誰がそんな、生々しいことを聞くか！」

　幸生は拳で机を叩く。

「俺の出張だよ。どうしてあちこち行かせるんだ。どこで先方とそんな話をつけてる！」

「ああ、そのことですか。幸生さんが家にいると、七生さんが、あなたを理由に泊まってくれないから。いっそのこと独り暮らしをしてくれればいいんですけど。俺の家に永久就職でもいいし。今度提案してみようかな」

　冗談とも思えない、真面目な表情である。

「だからって俺を邪魔ものみたいに……」

「なんでもするって、前に言ったじゃないですか。だから会社と七生さんを頼むって」

「言ったけどよ……」

　幸生はまだ不満そうだ。

「俺、元々営業職でここに入ったんですよ。訪問できない時は、電話でもメールでも営業はできる。それに培ってきた人脈もありますし。俺よりも社長との打ち合わせの方が箔もつくし、第一、幸生さんは俺の上司ですからね。ここはキメてもらわないと」

　稜月はにっこりと笑う。幸生は忌々しげに稜月を睨んだ。

「そりゃあ俺は上司でもあるけれど。あんな業界大手の、巨大グループの本社とか、うちよりもランクが高いところばかり打ち合わせさせやがって。毎回、俺の緊張……すごいんだぞ。お前、あんなところのアポを簡単にとれるなら、簡単に営業とれるだろうが。ベノワマリッジみたいに」

「まあでも、ちゃんと幸生さんも、次回のアポ取りを成功させてくれてますし。短期戦でとれる仕事ではないでしょうから、そうやって着実に根を張ってもらえれば。それにうまくいけば、〝壁〟になってもらえる」

　すっと真顔になった稜月を見て、幸生は苦笑する。

「そう言われたら、会社守るために奮闘しなければいけなくなるじゃないか」

「ふふ、相手は色仕掛けがない真面目な男性ばかりですし、前職で鍛え上げた幸生さんの営業力を、いかんなく発揮できるんじゃないですか？」

「本当に稜月は、人を乗せるのがうまいよな。悩んだ末に営業職で勧誘してよかったよ。それはそうと、アプリの進捗はどうだ？」

「思った通り、反応が両極端に分かれました。次の三回目の会議あたりで燻っていたものが噴出するでしょう。俺が資料庫に引きこもって時間が経ち、時期的に『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』も痺れを切らすはずですから」

　いつもの企画は、稜月が穴のないものを提案し、推し進められた。

　今回は、社員に問いかける形で彼らの意見を取り込んでいるため、長らく会議に参加していないと、プロジェクトが最終的にどうなるのか、その全貌が見えてこない。

　アプリの情報を抜こうとするのなら、時間を要するのだ。

　同時進行で行う淘汰作業が、きっと『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』を追い詰める。

　目的がメメントモリへのダメージなら、『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』の指示で会員社員はそのうち一斉に辞める。それを助長させるために今回の形式にしてみたのだ。

　しかし退職すれば、どんなアプリかは不明のままだ。どうしても開発データを盗もうとするのなら、それができるのは社に残る……数少ない社員のひとり。

　管理人本人か、それに繋がるスパイの捜索規模が、今までよりぐんと狭くなるのだ。

「七生さんには、『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』の件、話しました」

「だろうな。お前が〝病気〟を克服して七生を抱けるのは、七生がお前は遊び人ではなかったと、納得したからだ。今度こそちゃんと、恋人同士になれたんだな？」

　しかし稜月は答えなかった。

「は？　なにやってるんだ。六年前の失恋をぶり返す気か!?」

　稜月は苛立たしげに前髪を掻き上げた。

「恋をしたくないのだと断言されてしまいまして。このままならメメントモリを辞めるとか、適当な男と結婚するとか言われて、俺も必死になって身体で繋ぎ止めている最中です」

　幸生は哀れんだ目を向けた。

「恋という言葉が出ただけ前よりマシですが、想定外な逆作用を起こして……トラウマを刺激し、癒やしきれていない傷を抉り、彼女を恋から逃避させている気がします。真剣な気持ちをぶつければ、彼女は必死で逃げる。だとすれば、逃げ場を奪って囲い込んで、彼女に愛を刻むしか……俺には取る術はなかった」

「……っ」

「身体で彼女が癒えるのを待ち、そこからまた再アタックするのみです。それくらいの我慢は平気です。だって俺……この六年、七生さんのことを諦めないとと心のどこかで思いつつも諦めきれず、他の女で発散もできず、好きでもない女に触られて、裏で吐いて」

「吐いていたのか」

「はい、実は。でも今、七生さんがそばにいて、彼女に触れられるんです。彼女に触れてもらえるんです。……幻ではなく」

　幸生に向けられた目は、活き活きとしている。

「それに……前はすっかり忘れられてしまったけれど、今回はちゃんと覚えてくれているんですよ。仮初めだろうと、恋人として俺が彼女に告げた言葉は、朝になっても彼女に生き続けている。逃げずに俺の腕の中にいる。それが嬉しくて」

　稜月は、はにかんだように笑う。

「いつか、今のことも……期間限定とか、責任の押しつけとか、そんなのを口実にしてまで、ただひたすら最愛の恋人として、真剣に愛していたから抱いていたのだと、彼女と笑い合えたらと思います」

「稜月……」

「まあ、つらいといえば、仕事中ですね。さすがにこんな状況でもあるし、勤務中に抱けない。そんなことをしてしまったら、俺……仕事どころじゃなくなってしまう。だから仕事を頑張ったご褒美に、七生さんをいただきます」

「くっそ……。そこまで言われたら、俺……出張三昧しないといけないだろうが」

「よろしくお願いします」

　稜月が気取ってそういうと、幸生は声をたてて笑った。

「わかったよ。不器用ながらも、七生に誠実な愛情を向けて、トラウマを癒やそうとしてくれているお前の踏ん張りどころだものな。絶対、正式に付き合えよ。まだごちゃごちゃ言うなら、既成事実を作れ。お前が相手なら俺、許してやるから」

「ははは。子供のために結婚せざるをえなかったと思われるのも嫌なので、ここはこのままずっと正攻法で、彼女の心を引き寄せられるように頑張ります。今度こそ、夜限定ではない……本当の恋人になりますので」

「よーし。じゃあお邪魔な兄は、今日もこれから、出張に行ってきますか！」

「はは。話がわかる兄上でよかった」

「ただな、稜月。あまりがっつきすぎるなよ。既成事実を作れと言っておいてなんだがよ。その一途さが、かつての七生を彷彿させる。もっと余裕を持った男でいろ」

「……アドバイス、ありがたくいただきます」

　それは稜月の心に突き刺さる。

　七生に溺れきって、我武者羅に抱いている自覚はある。七生はそれに身体ごと応えてくれているが、最近、時折、儚い笑みを見せるようになったのが気になるのだ。

　トラウマをぶり返しているのではないか。

　こういう時、心が強く結びついていたらと、切に思う。

　心で結ばれていたら、そんな顔は絶対にさせない。

　身体だけの関係だから、彼女がいつふわふわと浮いてどこかへ消えてしまうか、不安になる。もし自分の身体に飽きたら。もし自分より年上の頼もしい男性が現れたら。

　その憂慮は、いつだって心にある。

　七生しか欲情できなくなった責任を取れだなんて、馬鹿げた口実だ。

　他の女など一生抱く気もないのに、抱くために七生の身体を縛っている。

　強引で卑怯な建前から始まった関係だけれど、身体だけではなく心もほしいのだと彼女に感じ取ってもらうために、少しセックスを控え目にして、それ以外での触れ合いを増やした方がいいのかもしれない。

「……あ、それと幸生さん。胸に痣がある女の探索に、七生さんが巴女史に協力を要請したようなんです。そしたら巴女史が、総務から健康診断の結果を調べてくれたようで」

「健康診断？」

「はい。胸囲が記されているとかで。そこでまず巨乳か否かで、随分と絞れるようです」

「な……」

「俺たち、胸を開いて見るのが一番だと思って、目視で胸の大きそうな女性を釣ってましたけど、偽巨乳や隠れ巨乳の判断ができず、時間と手間と精神的負担がかかりすぎていた。でも数値なら一目瞭然」

「だったら……最初から、軽蔑覚悟で巴や七生に相談してみればよかったんじゃないか」

「ええ。吐かなくてもすんだのに」

　稜月と幸生はため息をついた。

「ただ、七生さんと巴女史の目で巨乳と思われる女子社員の範囲が、俺の認識とはずれていて。男女の認識の違いはあるとはいえ、大きいという形容詞にも個人差があるのかなと。それでいえば、本多さんを追い詰めた産業スパイは巨乳が特徴ではないのかもしれません。さっきも巨乳は何センチ以上からかと談義をしていて、爆乳とか超乳とか、胸の大きさによって変わる名称もあり、専門外だからなのか、俺……よくわからなくなってきて……」

「お前、勤務中に資料庫で巨乳会議をしているのか」

「……仕方がなく。皆、真面目に仕事に取り組んでいます」

「まあ、七生が許しているのならいいけどよ……」

「それで、七生さんが他の社員から、胸に痣のある女のことを聞いたんです」

　簡単に情報を聞き出せるのは、同性ゆえの気安さ以上に、七生は巴とともに効率的なものの考え方をしているため、情報収集能力も優秀だったからだろう。悔しいくらいだ。

「本当か。誰だ？」

「芳本麗。〝ぴえーん〟とか〝いやーん〟とかを平気で口にして、自分のことを名前呼びする……あの痛々しい二十四歳。裏では幸生さんの妹だと言われている……」

「何度も言うが、俺はあんな妹を持った覚えはない！　大体どう見ても……」

「ええ。七生さんも言っていましたが、〝微乳〟だと」

　——実は俺、公にできない社内恋愛をしていてな。痣があるけれど気にならないくらい、俺好みの大きな美乳なんだ。派手な胸なのに、白い小花が好きな質素な可愛い奴で。

「本多さんの言葉から、美乳と微乳の認識を勘違いしていたとしても、それでも釈然としないところはある。大体、質素とはほど遠い。ただ、俺たちと本多さんが見る姿は、違うのかもしれない……そういう可能性はありますね」

「つまり、条件は振り出しに戻るか」

「ええ……」

　稜月はため息をついた。





＊・・◆・・＊






　ある日の昼、七生は巴とともに、麗をランチに誘ってみた。

　ランチといっても、中庭でコンビニ弁当だが。

　大きさはともかく、件くだんの産業スパイは、痣がある美乳か、それとも微乳か。

　稜月曰く、本多の恋人はスノードロップ好きだった。

　それだけは確定しているからと、麗との話題にスノードロップの単語を口にしてみたら、意外にも麗はこう言った。

　——『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』のことですかぁ？　蓼科課長のファンクラブの。

　——ええ、グループメンバーですよぅ。お誘いされましたから。

　七生が旧資料庫に移ってから、稜月の予想通りＳＤへ招待されなくなった。

　そこで七生は『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』の情報を得ようと巴と動いていたが、他の女性社員にそれとなく尋ねると、敵意のようなものを向けられ、不愉快そうに睨まれて終わる。

　てっきり口外法度のルールがあるのだと思い、言葉選びを慎重にしていただけに、このあっさり感に拍子抜けである。

「え、だったら皆と一緒に、課長を共有しているの？」

（まあ、彼はすごく彼女を不得手そうにしていたし、なにもないって言ってたけど）

　麗は、桜色のネイルをした手を口にあて、きゃははと笑った。

「そんなわけないじゃないですかぁ。麗だって好みがありますし、片想いしている人がいましてぇ。麗、蓼科課長は、ぜーんぜん、好みじゃないですぅ！」

　いらっとする喋り方であるが、七生はそれを顔に出さずににこやかに尋ねた。

「そうなんだ。これからは夏だし、その片想いの彼と海水浴でも行って、ビキニで悩殺だね」

「んー。実は麗、胸に痣があって……。痣というか、小さい頃の手術の痕なんですけどね。それをたくさんの人の目に晒したくないから、海は無理ですぅ。それに、スカスカだし」

　微乳だと強調しているようだ。痣があるのは間違いないらしい。

「ま、花火とかイベントはたくさんあるから、頑張ってね」

「はーい。でも彼……好きな人がいて、麗に見向きもしてくれないというかぁ。最悪のドロドロ三角関係なんですぅ。女子力高めて、その人に勝てるように頑張らなくっちゃ！」

　すると、特大ハンバーグ弁当を食べながら巴が答えた。

「そうだな。鍛錬をしたくなったら、私に声をかけてくれ。柔道でも空手でも薙なぎ刀なたでも、好きなものの稽古をつけてやる。師範代だからな」

「きゃは！」

　麗は笑うだけに留めたようだ。

（巴は、期待を裏切らない女武芸者ね。なんでＩＴ企業にいるのか、不思議だわ）

　彼女はよく幸生に呼ばれるが、いまだふたりの関係はよくわからない。

　七生は話題を『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』に戻した。

　『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』は社内システムを模した場所で、慣れた使いやすさはあるものの、稜月のことばかりが話題のようで、麗はうんざりしてしまったようだ。

「管理人の誘導と煽りがすごくて、蓼科教のようなんですよぅ。掟に従わないと天罰が下るみたいなノリで。別に麗、課長が好きでもないし、メンバー解除しようとしたら、ロックがかかっているのか、できなくて。……他のメンバーたちが引いていないのがすごいなって思って、毎日それとなく眺めていたら、段々と嵌まったというか」

「嵌まったって、課長を好きになったってこと？」

「違いますぅ。麗は一途なんですぅ！　嵌まったというのはチャットの閲覧のことです。だって皆、おバカさんで面白いんだもん。ただの課長のストーカーの集まりだし、皆、棒姉妹をお望みだから。麗はそんなのお断りですぅ！」

　巴が、山盛り照り焼きチキン弁当を食べながら、首を傾げた。

「棒姉妹？」

「ほらぁ。女の子についてない、男の子の股間にあるニョキニョキ棒のことですよ。それを皆で共有するのを、棒姉妹って言うんですぅ！　麗、物知りですからぁ」

　意味がわかったのだろう。巴がげほっと咽せ込んだ。

　七生は巴の背を摩りながら、微妙な顔をしたままだ。

「でも、今は七生さんが独り占め状態だから、ルールで独占を禁止されている皆は、やきもきしていて不満爆発寸前。七生さん、刺されちゃわないように、気をつけてくださいねぇ！」

「は、はい……」

「大丈夫だ、七生。私がついている」

　そう笑う巴は、三つ目のお弁当の特盛りカツ丼を食べている。

「今は、蓼科課長が進めようとしているプロジェクトの全容解明に必死ですぅ。ほらぁ、全体会議……三回目が、昨日終わったばかりじゃないですかぁ。まだ全体像がぼんやりとしか見えていないから、管理人がしっかり情報を集めろって怒ってました。管理人、何様なんでしょね！　別にメンバーは、管理人の手下じゃないのに」

　七生は巴と顔を見合わせて頷いた。

（『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』はアプリの情報を抜きたいのね……）

「ただ麗、書き込み見て……ネカマも混ざっているなって」

「ネカマ？」

　聞いたのは、フランスパンに囓りついている巴だ。七生はぎょっとして、声をかける。

「巴、お腹大丈夫？　食べ過ぎじゃない？」

「ああ、ちゃんと腹六分目で押えておく。心配ありがとうな」

　大食漢は、爽やかに礼を述べた。

「ネカマとは、女性のふりした男性のことですぅ。元々チャットで、自分はどれだけ課長に特別扱いされたのかって自慢する人が多いんですけど、結構……嘘つきも多くて」

「わかるんだ？」

「はい。大体課長って、麗の目から見ると……女が苦手だと思うんですぅ。前は全然相手にしてなくて。最近はお誘いに乗るようになったみたいでその場面を見たけど、顔引き攣ってるし、エッチしたくてたまらないのは女の子の方だったし、仕方がなく相手になっているような。嫌ならやめればいいのに、課長もまた、なにか思惑があるのかもしれませんけどぉ」

（意外に鋭いのね、この子）

「ルームに課長との体験記コーナーがあるんですけど、恋する乙女が妄想爆発させたような、現実離れした夢小説風なのが多い中、ネカマのチャットは、どんな風に課長に責められたのかという自慢で、官能小説かと思うくらいの汁まみれ。男性目線の描写だし、大体女の子は、ズコズコとかバコバコとか、そういう擬音語、使いませんしねぇ」

「そ、そういうコーナーとかあるんだ……」

「はい。ただこのネカマ、結構課長の情報提供をするもので、皆からも信頼を置かれていましてぇ。管理人もいいようにネカマを使って、メンバーを統制している感じ。脱会もさせてくれないし、なんで統制されるのかさっぱりです。スノードロップの花言葉、知ってます？」

　知らないと答えると、麗は言った。

「『あなたの死を望みます』……復讐の花なんですよぅ。なんで管理人ルールに従わないと、復讐されないといけないんですかねぇ。それと、スノードロップって、実は会社の近くに咲いているんです。気軽に摘める花だと知らなければ、すぐに現れた花に、恐怖を感じちゃうかもしれません。ルール違反が速攻ばれちゃうのは、メンバー同士が監視し合っているからで」

　麗は冷ややかな笑いを見せる。七生が思わずぞくりとするほどに。

「いい様にメンバーを動かして、いい様に脅かして。冷静に考えれば、矛盾がいっぱい。麗でも気づくのに、どうしてメンバーはわからないんだろう。妄想をつらつら書くばかりで」

「そうなんだ。見てみたいわ、その怪しげなグループチャット」

「だったら、麗のログイン情報、教えてあげますぅ。麗、もう見なくてもいいし」

　麗は快く、個人情報を流失してくれたのである。





＊・・◆・・＊






「稜月、麗ちゃんは産業スパイ側ではないわね。『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』や管理人には、敵意にも似た冷めた感情を持っている」

　七生は稜月とふたりきりの時は、彼のことを名前で呼ぶようになった。

　それは稜月に懇願されたからもあるが、七生自身、情事限定の呼び名が日常でも侵蝕しかけていたため、素直にそれに従ったのだ。

「あの子の胸は、多分ハズレ。だけど、当たってみてよかったわ。有益情報満載」

　七生は麗との会話を説明し、紙に書き取ってきたアクセス先とログイン情報を渡す。

　情報の取扱いに厳しい稜月は、他人の個人情報を使うことに抵抗があるらしいが、七生が麗に接触したことがわかれば、どう対策をされるかはわからない。背に腹は変えられないと、麗の情報でアクセスした先をコピーしながら、データ解析に入った。

　今、『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』を暴きながら、プロジェクト会議用の書類を作成すると同時に、秘密裏にマッチングアプリについてのデータ資料をふたりで調査している。

　他の社員に任せたそれを、稜月が裏で同時に進めている理由は……任せた社員が退職してしまうのを危惧してのことだと言う。

　退職のタイミングは、『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』の会話の流れで掴めるだろう。

「あんなに見つからなかった入り口が、こんなに簡単にわかるなんて……」

　余程悔しいのか、いまだぼやく稜月に、七生は初日に彼から言われた言葉を皮肉った。

「どうかしら、十五人目のアシスタントの働きは？」

　すると稜月は苦笑して、かしこまって答える。

「『七生様、最高のアシスタントです』……ここで平伏す？」

「ふふふ、いらないわ。認めてくれただけで嬉しいから」

　当初とは違い、真意を話してくれるようになった稜月の信頼に応え、七生は彼に認められたくて仕方がなかった。有能なくせに、身体を張る不器用な彼の役に立ちたいと思った。

　だからこうした会話は、上司と部下の関係を超えて、パートナーになったみたいで嬉しい。

「これは、現行のグループウェアの前、テストで使っていたベータ版だ。この存在を知り、これを使えるのは限られるな。七生さん、幸生さんに……」

「巴に頼んでいる。もう来ると思うわ」

「さすがは俺の優秀なアシスタントだ。もう絶対に……手放せない」

　どきっとするが、画面に向けて告げられたものに、大した意味はないだろう。

　稜月に抱かれてから、数週間。

　兄が出張で、夜は不在なのをいいことに、稜月の家に泊まっている。

　とんだ不良妹だと思いつつ、稜月の誘惑から逃れられない。

　情熱的に、そして甘やかに稜月に愛される悦びは、七生に幸せをもたらすのだ。

　稜月は会社では、夜のような艶やかな顔をみせず、悔しいくらいに平常通りだ。あの戯れ程度のものも、繰り返されることはなかった。

　ストイックな仕事の姿勢は、幸生も称賛する、本来の彼の真面目さなのだろうとは思うが、情熱的に求めてくる情交の時とあまりに違う。七生などわずかに指先が触れるだけで、すぐに濃密な一夜を思い出して身体が熱くなってしまうのに、そうしたものは稜月にはないようだ。

（割り切っていたはずなのにな）

　これは償いであり、夜限定の身体だけの関係だと。

　しかし最近、償いとは名目で、身体だけの関係がつらくなってしまう。

　毎夜囁かれる愛の言葉が、その場限りだと思うとひどくやるせないのだ。

　愛を持ってセックスをと教えたのは、六年前の自分。

　自分の好みのセックスをしているはずなのに、なにか違和感を覚えてしまう。

　本当に、こんなに切なくなるセックスを、自分は望んでいたのかと。

　そして同時に、稜月に依存しかけている自分の心の動きが怖かった。

　この先を望む自分がいる——。

　六年前の悪夢がまた繰り返されてしまう、そんな怯えが大きくなる。

　大好きでなにも見えなくて、裏切られて罵られて嘲笑われて、元彼を愛したすべての思い出を喪失したあの苦しみが。

　いずれ稜月もいなくなる。

　それがわかっているのだから、夜だけではない関係を望んでもつらくなるだけ。

　自覚して、割り切ろう。

　自分と稜月は快楽を貪り、偽りの愛を愉しむだけの……夜限定セフレなのだと。

（それに……回数が少なくなってきたよなぁ……）

　衰え知らずにまで快復したはずの稜月は、最近抱き方が変わった。

　ふたり快楽に溺れるような我武者羅さが弱まり、七生だけを果てさせた後、彼は果てぬまま七生を抱きしめて終わることもあった。繋げた部分の芯は、衰えていないのに。

　セックスをしない……ただ互いの体温を確かめ合うだけの、まったりとした空気もいいと思う一方で、セフレには必要ない時間が増えるのは、セフレの関係が終わりだということを告げているのではないかとも思うのだ。

　抱きたいと思う気持ちや、興味が薄れてきたのではないかと。

　思えば元彼も、終局の前は七生を抱こうとしなかったから。

　だから最近、夜に近づくのがつらい。

　今日、稜月に誘われなかったら。

　今夜、家で抱かれなくなったら。

　稜月のＥＤが復活して、自分も他の女たちのように嫌悪されるようになったら。

　稜月を失うのが、怖い。

　

　幸生がやってきたタイミングで、うじうじとした気分を変え、ふたりに美味しい珈琲を淹れようと、会社から離れたところに珈琲豆を買いにきた。

　店に行く時はあんなに晴れていたのに、帰りは鈍にび色の空が広がっている。

　行きも帰りも同じ道。それなのに、どうしてこんなに憂鬱になるのだろう。

「せっかく、前向きになったはずなのに、転生失敗なのかなあ……」

　そう、七生がため息をついた時だった。

「——七生」

　名前を呼ばれて、彼女は振り返る。

　そこにいたのは、スーツ姿のひとりの男性。

　爽やかな短髪、人懐っこい笑みを浮かべた端正な顔。

　七生の顔が青ざめ、その目が見開かれる。

「やっぱりそうだ。綺麗になったな」

　七生は唇を戦慄かせて、やっとの思いでその男の名前を呟いた。

「……泰た月つき、くん……？」

　それは——かつて兄の親友だった、七生の元彼だった。







第五章　嵐の前の幸せ








		
「六年前は悪かったな。あの時は俺、お前を遠ざけないといけない理由があったんだ」

　すべてを捧げ、裏切られ、死にたくなるほどの苦しみを与えた男は、悲しげに微笑んだ。

「あの女が……メンヘラで、俺の女であるお前の存在を憎み、あのままだとお前になにをされるかわからなかったから。だからふったんだ。最低な言葉で」

　信じてくれと、泰月は懇願した。

「七生、ずっと後悔していた。もっと別の方法でお前を守ることができたんじゃないかって。この六年ずっと……お前を忘れることができなかった」

　好きだった相手だ。永遠の愛を信じていた相手だ。

　しかしその男に掴まれた腕に、鳥肌がたつ。

　どす黒い闇が広がり、息が詰まりそうになる。

　拒否反応が芽生えるのに、動けない。

「俺は、お前が好きだ。七生、俺……ずっと言っていただろう？　お前の初めても終わりも、全部俺のものだって。ずっとお前を愛しているって」

「だったら、なんで！」

　嘲笑う泰月と、勝ち誇った女。

　七生と何度も交わったそのベッドで、用なしと言われた六年前。

「言っただろう。愛するお前を守るために——」

　苦しい残像を吐き捨てるかのように、七生は叫んだ。

「ふざけないで！」

　心臓が早鐘を打っている。頭がぐるぐると回っている。

　立っていられないくらい、身体がぐらつく。

　倒れそうになる身体は泰月に支えられ、大きな身体に包まれる。

　かつて幸せを感じていた、懐かしい匂いだった。

　だけど今はただ不快なだけ。

　幸せを感じる匂いは、この男のものじゃない。

　もう自分は、間違えたくない。

「稜月——！」

　……七生は、心身が求める男の名前を呼んだ。

　もうわかった。稜月が好きなのだ。

　かつて好きだった男に触れられて、それ以上に愛おしくてたまらない——何度懲りても求めてしまうほど、稜月は好きな相手になったのだ。

　——七生、さん……。

　会いたい。

　稜月に会いたい。

「わたしは、好きな人がいるの。あなたとは違って、わたしを裏切らない素敵な男性よ。だから、わたしに触れないで。わたしは……彼だけのものなんだから！」

　手も足もガクガクしながら、七生は泰月を突き飛ばした。

　大したダメージにならなかったが、わずかに距離が空いた。

「それが……稜月だって？　よりによってあいつかよ」

「知っているの？」

　思えば、稜月は幸生の友達でもある。

　幸生の親友だった泰月が、稜月を知っていてもおかしくない。

「なんだ、知らないのか。だったら現時点でもう、お前は裏切られているじゃないか」

　泰月が歪んで見える。

　彼は、こんな顔をしていただろうか。

「俺のフルネームを覚えているなら、言ってみろ」

「……サトウ、タツキ……」

　泰月の顔が似ている。そんなはずはない。でも、稜月に似ている。

　——七生さん、こんばんは。サトウ……って言います。

「今の俺のフルネームは、蓼科泰月だ。親が離婚してな」

　——両親が離婚して……俺は母方の姓を名乗っている。

「稜月は、俺の弟だ。もう大分会ってはいないがな」

「弟……」

「はは、なんだ七生。お前は……俺に未練があったから、稜月を好きになったのか」

「違う……」

　——……今、会ったばかりじゃなかったら？

　蘇る稜月の声は、いつの時のものか。

（ああ、あれは……初めて会った居酒屋の……）　

「それにお前、俺の家であいつに会っただろう。当時高校生の。家でひとり、熱を出していたあいつを、お前は介抱して」

　言われてみれば確かに、高熱で苦しむ誰かを介抱したことがある気がする。

（あれが、稜月……だったと？）

「あれ以降、稜月はお前を目で追いかけていたな。むかついて、どれだけお前が、俺を好きなのか惚気てやった。するとすごく傷ついた顔で去っていったよ」

　——そんなに、その相手が好きだったんですね。

「へぇ、他人のふりをしたんだ、あいつ。七生を騙して、手に入れたわけか」

　——いらないものをすべて捨てて、生まれ変わってください。その元彼は、あなたにとって必要がなかった。

　最初から彼はなにも言わず、他人のふりをして、どれだけ惨めに泰月にふられたかを語る七生に、励ましの声をかけた。

　あの時、なにを思っていたんだろう。

　馬鹿な女だと思っていたのだろうか。

　そしてその女は、兄を忘れられなくて弟と寝てしまったのだ——。

　七生はぼろぼろと涙を流しながら、唇を噛みしめた。

　——この先は幸せになれる。それが、今生きている意味だと信じて。

　……間違えるな。

　どんな状況であっても、自分は……あの時の稜月の言葉に救われた。

　稜月だったから、癒やされた。

　泰月の弟だったから、が、理由ではない。

「俺にしとけ。あいつはお前を泣かせてばかりだったろう？」

　〝泣かせる〟——それを聞いた瞬間、七生はぶちっと切れた。

　あんな苦しみを与えておいて、他人事のように軽々しく言わないでほしい。

「どの口が言うのよ!!」

　七生は、泰月の頬を平手打ちにした。

　泰月は驚いた顔をしている。

　六年前の七生は、そんな度胸もなくただ逃げ帰ることしかできなかったから、その変貌ぶりに驚いているのだろう。

　——七生、さん……。

（大丈夫。わたしは、もう間違えない）

「なるほどね。……そうか。だったらまた、出直してくる」

　泰月は愉快そうに頬を摩りながら、呆気なく幕を引いた。

「もう会わないわ」

「いや、会わないといけなくなるだろう。今、ちょうど挨拶が終わったところだろうしな」

　腕時計を見て、おかしな言い回しで意味深に笑った後、泰月は名刺入れから名刺を取り出すと、七生のバッグにねじ込んだ。

「今は『インフォメーションラボラトリー』という、情報売買の会社で社長をしている。今、大きな仕事があってな。それが成功した時は、依頼客である向むこう島じま開発と合併する。向島開発は、あの向島財閥が母体。俺の会社を飛躍させる」

　泰月はにやりと笑ってこう言い残した。

「好物件だぞ、俺は」

　ひらひらと手を揺らしながら、泰月は去っていった。　
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　資料庫では、稜月と幸生がパソコンの画面を見ていた。

　なにやら話し込んでいたふたりは、七生に気づいて振り返り、そして強張った顔をする。七生がずぶ濡れだったのだ。

「雨が……降ってきて。タオルは……買ったんだけど」

　そのタオルを広げる気力がなかったのだ。

　稜月はそれを奪って広げると、七生をくるんで濡れ髪を拭いた。

　幸生が脱いだ背広を七生にかけようとすると、稜月はその手を払って、自分の背広を着せた。稜月の匂いがして、じんわりと涙が出てくる。

「どうした、七生……」

　幸生が困ったように狼狽うろたえ、稜月が冷たくなった七生の手を自分の両手で挟んで、七生の顔を覗き込む。

「七生さん、どうしたの。話して」

　優しい声音に誘われるように、七生は涙声で言った。

「稜月は……泰月くんの弟だったの？」

　途端、ふたりの男から息を呑む気配がした。

「わたし……泰月くんを振り切ろうとして、その弟と……？」

　すかさず稜月が口を挟んだ。

「七生さん。隠すつもりはなかった。でも告げるつもりもなかった。そうだよ、俺は……泰たつ兄にぃの弟だ」

「……兄さんも知っていたのね。知っていて六年前、居酒屋に……？」

　思わず咎める口調になったが、幸生はまっすぐな目を返す。

「稜月だから、呼んだ」

「え？」

「泰月は最低な男だった。今思い返しても、腸はらわたが煮えくり返る。あんな奴だとは思っていなかった。もっと愛情と友情を大切にする奴だと思っていたのに。だから縁を切った。あいつは最後まで、後悔するぞと強がりを言っていたけど、俺が中指立てて終わらせた」

（兄さんが、そんなお下品なことをするなんて、とんでもない修羅場だったのね）

「確かに稜月はあいつの弟で、血が繋がっている。だけど稜月は、泰月とは違って本当に誠実でいい奴だ。稜月なら、傷心の七生を立ち直らせることができる、稜月しかいないと思ったんだ」

「……っ」

「これ以上は、稜月から聞け。俺が言えるのはここまでだ。俺の大事な妹を託してもいいと思えるほどの奴だ。稜月を邪推するな」

　幸生の言葉に、七生は頷いた。

「どうして、稜月が弟だということを知った？　知っている人はいないはずだが」

「会ったの、偶然。泰月くんに……。その時泰月くんに言われて」

　幸生が舌打ちをして、稜月が殺気にも似た光を目に過らせる。

「それで泰兄は、あなたになんと？」

　冷ややかなその目に少し怯えながら、七生は答えた。

「六年前のことはわたしを守るためにしたことであって、ヨリを戻そう的な」

「ふざけるな！」

　稜月が吠えて、ばぁんとテーブルを叩いた。

「稜月、抑えろ！」

　幸生に窘められ、稜月は片手を腰につけ、もう片方の手で顔を覆う。

　かつてないほどの怒りの感情を、隠しきれないようだ。

「——すみません、幸生さん。今日は、七生さんと早退します。仕事にならない」

「許可しよう」

「今夜も帰せません」

「わかった」

　稜月は七生の腕を掴むと、幸生に一礼して資料庫を出た。
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　タクシーに乗っている間中もずっと稜月は無言だった。

　気色ばんだ顔は、美麗な顔立ちゆえに凍てつくような空気を纏って、気軽に声をかけられるような状態ではない。しかしその間もずっと、七生の手を強く握りしめていた。

　タクシーが稜月のマンションに着き、部屋に入ると、リビングに入った時点で稜月は七生の身体を強く抱きしめた。

　稜月のこんな様子を見たことがなくて、七生は妙に焦る。

「なんて……答えたの？」

　淡々とした稜月の声は、なにか怖さを感じさせる。

「ヨリ、戻すの？」

　尋ねられながら、さらに強く抱擁された。

　離すものかという意思が強く感じられる、力の込め方だ。

「冗談じゃないわ。お断りしました」

「泰兄がわざわざそんなことを言いに現れたのなら、簡単に引き下がらない。それでもあなたは、ヨリを戻さないの？　あんなに……好きだった相手なのに」

　稜月は少し身体を離すと、じっと七生を見た。

　悲哀に満ちていながら、不安に揺れる瞳だ。

「戻さない。泰月くんがわたしをいらないと捨てたように、わたしも彼をいらないものだとわかったから。この先の人生に、彼は必要ないわ」

　灰褐色の瞳が揺れる。

　彼はなにを思っているのだろう。

「ねぇ、わたし……あなたが高校生の時に、会っていたんだね。あの居酒屋が、初めましてじゃなかったんだ」

　すると稜月は軽く目をつぶり、静かな深呼吸をひとつしてから、目を開けた。

　そして七生をソファに連れていき、自分はその隣に座った。

「——高校時代、俺が熱を出した時、七生さんに看病してもらったことがある」

「……聞いたわ」

「そう。家に誰もいなかった日、四十度近い熱を出した。身体の節々が痛いし、寒気がひどいし、このまま死ぬのかと思っていた時、あなたが俺を助けてくれた。天使だと思った」

　稜月はやるせなく笑った。

「あなたは俺に優しくて。俺、あなたにひと目惚れをしたんだ。後日、泰兄が自慢していた彼女だとわかって失恋した。だけど、本当に好きで、好きで……ずっと、遠くからあなたを見つめていて……」

　稜月は唇を戦慄かせた。

「泰兄の手癖の悪さは知っていたのに、俺は泰兄を止めることができず、結果的にあなたを泣かせ、苦しませた。俺のせいだ。他の女の影がちらついた時、泰兄を殴ってでも噛みついてでも、別れさせていたら、あなたはつらい思いをすることがなかったのに」

　稜月は両手で顔を覆い、声も身体も小刻みに震わせた。

　なんて優しい男なのだろう。

　七生の心までが震え出す。

「幸生さんは、弟ということで、よく俺に声をかけてきてくれて、パソコンを教えてあげていたんだけど、幸生さんには早々に……七生さんへの気持ちがばれていた。でも泰兄がいるから、七生さんは彼を好きだから、ごめんなと謝られて。泰兄からも、どれだけあなたが泰兄を好きなのかと惚気られて……。叶わぬ恋だと思っていた」

「……っ」

「あなたがどんな目にあったのかは幸生さんから聞いた。幸生さん、拳の骨に皹が入るほど、泰兄を殴ったらしい。それくらい最低なことを泰兄はしていた。俺……幸生さんにも、七生さんにも申し訳なくて……同時に決心した。もう俺は我慢しないと」

　稜月の膝の上にある、握った拳に力が込められる。

「幸生さんに頼み込んだんだ。俺を七生さんに引き合わせてほしいと。俺が七生さんを大事にするからと。そうしたら、幸生さんから、条件をつけられた」

　——泰月の弟であることを伏せろ。下手に七生を刺激しないでくれ。

「その条件で、六年前のあの雪が降る夜に、幸生さんから連絡をもらった」

「……っ」

「イツキとタツキ、似ているから勘ぐられないように、ありふれた姓であるサトウと名乗った。顔が似ているとか思われたらどうしようとか思っていたけど、あなたはかなり酔っていて、眼鏡をとって顔を見せてもわからなかった」

　——七生さん。俺を見てください。

「最初から、あなたの視界には俺が入っていなかったんだ。あなたが見ているのは、俺の奥にいる泰兄。どんなに俺が自分の言葉でアピールしても、あなたには届かない。女を口説くなんてしたことがなかったから、どうすればいいのかわからない。でも、頑張っていたんだ。そんな時、あなたが俺を受け入れてくれて……」

　——うん、だったら恋人になろうか。

「嬉しくて……幸生さんにも電話してさ。あなたが恋人になってくれたと舞い上がって」

　稜月の目からすぅっと涙がこぼれた。

　あぁ、なんて純粋に愛してくれていたんだろう。

　それなのに——。

「あなたを抱いたのは、恋人として愛したかったからだ。いまだ傷つき、泰兄の影を追い求めているのを知っていても、あなたにもこんなに愛して求めている男がいることを知ってもらいたかった。あなたは魅力ある女性なのだと、泰兄がおかしいのだと、わかってもらいたかった。幸せに愛されるべき女性だと……」

　七生は咽び泣いた。

「優しさと愛をありがとう」

「……っ」

「忘れてしまってごめんね。朝……置き去りにしてごめんね。言い訳かもしれないけど、今になってわかる。わたしが立ち直れたのは、あなたのおかげなの。居酒屋であなたの言葉に救われたことは、しっかりと覚えている」

「だったら……無駄ではなかったんだね、六年前のことは」

「うん……」

　七生は泣きながら稜月に抱きつく。稜月は七生に回す手に力を込めた。

「ずっとね、幸生さんに言っていたんだ。また会いたいって。俺、執念深いから……あなたを諦められなくて。でもあなたが仕事に生きると、それを決めて過去を振り切って前を向いている以上、今はまだだめだと止められて……それで六年。我慢しまくっていたのに、七生さん、なんでへんな奴と結婚しようとしてたんだよ……」

　稜月は、悔しげに涙を零しながら、七生の頬をむにと抓つねった。

「ここに、こんなにあなたを愛している男がいるのに、そんな……マッチングアプリなんて……。しかも、仕事の依頼もマッチングアプリ。もう、なんなんだよ」

「ごめん……」

　稜月は頬から手を離すと、赤くなった七生の頬を撫でる。

「俺、幸生さんを脅したんだ。俺の目の届くところに七生さんを置いてくれなければ、すべての仕事から降りると。ようやくあなたを連れてきてくれた。それなのに、なんだよ。よりによって、なんであんな場面の時に来るんだよ」

　稜月は撫でていた頬に唇を落とす。

「こっちは久しぶりの七生さんに歓喜して、触れたくてたまらなかったのな」

　——あなたは、友達である兄の家に勝手に上がり込み、兄の恋人をたらしこんで、寝取ろうとしていた上、兄の妹にまで触れようと？

「俺、どんな男だよ……。しかも俺のことは覚えてないし、キスされた時とか、脂肪の塊を押しつけられたタイミングで現れるし。来るならもっと前に俺を引き取ってくれよ！」

「ご、ごめん……」

「さらにあなたに触れて、ＥＤが治った。ようやくこれで大々的に男としてのアピールができる、今度こそ両想いになるために奮闘しようとしていたら、恋をしたくないとかシャットアウト。どうして俺、他の女を抱くためにあなたを抱くなんて、心にもないことを言う羽目になったんだよ。これだったら、身体目的と思われるじゃないかよ」

　そして稜月は七生の唇を奪ってから、言った。

「……とか、身勝手に思っていたんだ」

　ひとりノリツッコミしていた人物と同一に思えないほど、落ち着いた真摯な顔だった。

「本当はあなたの傷が癒えたタイミングを見てと思っていたけれど、あなたの傷口を抉る泰兄に横取りされるくらいなら、今……きちんと言う」

　緊張感を伴う空気が流れた。そして——。

「七生さん、俺はあなたが好きです。今も好きでたまらない。身体だけではなく、あなたの心もほしいんです。少しずつでいいから、俺を見てほしい。俺と恋人に……」

「はい」

　あまりに即答すぎて、稜月は訝しげに聞き返す。

「……って、〝はい〟？」

「うん。わたしの心、あげる」

「え？」

「恋をしたら、稜月までいなくなって消えてしまうと思った。だから逃げていたの。でも泰月くんに会って、ちょっと触られただけで嫌でたまらなかった。助けてって……心身が求めている、好きだと思う人の名前を呼んだの。……稜月って」

　目を見開いて驚く顔が可愛い。

「それで兄弟だって教えてもら……んんっ」

　最後まで言えなかったのは、唇を塞がれたからだ。

　強く押しつけるだけのキスだが、唇が離れた時、彼は震えていた。

「俺、好きな人……になれたの？」

「うん。トラウマ……ぶり返しても、稜月と……恋をしたい。ううん、もう恋をしてる。……ありがとう、わたしを優しさで包んでくれて」

　涙で言葉にならない。

「ありがとう。ずっと愛してくれて」

　感謝と喜悦と愛情——すべての感情が込み上げてくる。

「わたし、あなたが好き。あなたと……稜月と、幸せになりたい」

「あぁ……」

　稜月は七生を強く胸に押しつけながら、大きく背を反らして呻いた。

「ようやく……俺の恋が、叶った……」
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　大理石の浴室——。

　広い洗い場では、胡座を掻いた稜月の膝の上に、背を向けた七生が座っていた。

「や、ん。そこばかり、だめ……！」

　後ろから伸びた稜月の両手が、泡だらけの七生の胸を揉み込み、念入りに洗っている。

　髪をまとめた七生の露わになったうなじには、ねっとりとした稜月の舌が這い、次第に七生の声は甘さを滲ませた。

「ちゃんと洗わないと。染み込んでいただろう？」

「そこは……濡れてないし」

「雨じゃない。俺が大嫌いな男の匂いだ」

　意外にも稜月は嫉妬深い。

　元彼に対して気持ちがないのだと何度言っても、接触したのが耐えられない怒りとなるらしい。必ずこう言うのだ。

　——俺の七生さんに、俺に無断で触って。

　七生の所有権は稜月にあるらしい。

　そうした独占欲を嬉しく思う七生は、稜月の思うがままの愛撫に身を委ねていた。

　稜月の舌が七生の耳じ朶だを揺らし、耳の穴の中に侵入する。

　擽くすぐったいようなぞくぞく感に、七生が思わず身じろぐと、それを待っていたかのように、両胸の先端にある蕾を指の腹で押し潰され、捏ねられる。

「ひゃう……！」

　耳の穴を抜き差しする稜月の舌のせいで、甘ったるい七生の声がやけに反響し、舌先の濡れた音と重なって淫らに響く。

「可愛いね、七生さんは。こんなに、ここをこりこりさせて」

「ぁ……。あんまりそこ……いじめないで」

「どうして？」

　囁く声が色っぽすぎて、ぞくりとする。

　七生はねだるように腰を揺らした。

　蕾をいじられると、連動するように秘処がじんじん疼く。

「ふふ、あなたの……敏感なところから垂れる蜜で、自然に泡が溶けてしまっているようだね。本当に可愛すぎて、たまらないな」

　稜月は胸の愛撫をやめると、手をクロスさせてぎゅっと七生に抱きつき、七生の頬やコメカミに唇を落とす。

　思わずきゅんとなるような触れ合いは、六年前に自分が教えたからだと思っていたが、愛をもてあました彼の自発的な行為だったようだ。

（あ……。稜月のが、あたってる）

　洗っているだけだと言い張るくせに、彼の剛直はもう芯を持っている。

　七生の腰の揺れに、彼女がなにを望んでいるのか察したらしい稜月は、七生の腰を少し浮かし気味にしながら、腰を動かして秘処に彼自身を滑らせた。

　溶け合った泡と蜜が潤滑剤になり、刺激を渇望していた敏感な部分に、質量ある熱いものが強く抉るように往復する。

「あぁ……気持ちいい……」

　思わず背を反らせると、稜月に唇を奪われた。

　ちゅくちゅくとゆっくりとしたキスを交わしながら、やがて彼の舌は七生の舌を搦めとる。縺れるように絡み合い、ぞくぞくとした快感を付加してくる。

　稜月の両手は再び七生の胸を愛撫する。

　胸は脂肪の塊だと唾棄していたくせに、彼は七生の胸は好きらしい。

　いつも大切そうに触り、その長く繊細な指で胸の快感を高めるのだ。

「七生さん……。わかる？　擦れてるところ……俺と七生さんのいやらしい汁が混ざり合ってる。俺……避妊具つけてないから、直接なんだよ？」

　途端に秘処の感度が上がる。剥き出しの彼だとわかったら、秘処が悦びにさざめき、収縮した蜜口から熱いものを垂れ流しているのがわかる。

「稜月……」

「ん？」

「好き……」

　すると秘処をゆっくりと往復していた剛直がびくびくと震えた気がした。

「そういう不意打ちはだめ。だけど……もっと言って」

「好き」

「……俺も」

　とろりとした愛に満ちた目だ。

「稜月、とっても好き」

「俺は……もっと好き。七生さんを愛してる」

　甘い言葉に気を失いそうになる。

　純朴で首まで真っ赤にさせていたあの青年は、こんなにも甘やかな男だったのか。

　七生の腰が動く。もっともっと稜月を感じたくて仕方がなかった。

「あ、七生さん……。そんなにしたら……」

　稜月の喘ぎが荒くなる。彼が感じる剛直の先端に、秘処を擦りつけているからだ。

（あ、これ……ここ……）

　硬い先端が七生のほしいところに当たった瞬間、呻くような声を漏らした稜月がずんと腰を突き上げた。

「ごめん……七生さん。あなたが、ほしい……」

　七生が誘導したのは蜜口だったようで、互いの淫汁で濡れた熱杭が、勢いよく七生の中を貫く。肌がざわめき、総毛立った。

「あぁぁぁんっ」

　熱く太く、男らしくごつごつしているそれ。

　直の稜月は、自分の中に溶けてしまうそうなフィット感があった。

「ああ、やばい。七生さん……熱くうねって、絡みついてくる」

　焦ったようなその声と、いつも以上に感じる稜月の男らしさに、ぞくぞくする。

　やがて稜月は、七生に抱きつきながら腰を突き上げてくる。

　思わず背を反らして喘げば、苦しげな顔をした稜月に唇を奪われ、舌が淫らに絡む。

　稜月の熱と匂いに包まれて、身体の中まで彼に激しく愛されているのが嬉しい。

　弾んだ喘ぎ声を響かせながら、七生は洗い場の鏡に視線を向けた。

　そこには艶めかしい女の顔で感じている自分がいた。

　胸を戯れる稜月の指の動きは淫靡で、そして結合部分で稜月の剛直が出たり入ったりしていた。思いきり突かれて、中を擦り上げられているから、こんなに気持ちよくなっているのだと思うと、興奮に肌が粟立つ。

　稜月は七生の視線の先に気づき、彼女の両足を大きく開いてそのまま持ち上げた。

　鏡により映る、淫靡な行為。

　攪拌されて垂れ流れる淫汁が見えて、七生は身悶える。

「こんなこと……教えていないわ」

「ふふ、応用だ」

「あぁ、奥……奥を突いちゃだめ！」

「あなたのだめは、もっとということは、ちゃんと教えてもらってるよ。ここだね」

　身体の芯に、びりびりと快感が流れてくる。

「ああ、いつか、ここに……注ぐからね。今は、挨拶だけ」

「だめ、だめったら。イク……イッちゃ……！」

　快感の奔流が身体に走る寸前、七生の体内で存在感を示していた稜月が抜かれた。

　それが寂しく思った直後、太股にかけられた熱を感じて、七生は微笑んだ。

　その後、リビングで交わり、寝室へと移動する。

「あぁ。最近は、こんなに……しない、のに」

　ベッドの上で横臥にて抱きしめ合うようにして交わった時は、窓には夜空が浮かんでいる。終わらない夜だ。

「我慢……してたんだ。がっつくなって……幸生さんに言われて」

「……っ」

「でも、俺のすべてを七生さんに見せたい。これが、俺だよ。あなたが好きで仕方がない」

　稜月は譫言のように言うと、七生の片足を持ち上げ、角度を変えた剛直で激しい抽送を繰り返す。

「あなただけが、俺を男にする。果てなくあなたを求め続ける、獣にさせる」

「稜月……。あぁ、あなたの男を……刻みつけて」

「……もちろん。覚えてよ、俺の愛し方。おかしくなりそうなほど、あなたを求めているこの俺を」

　結ばれているのは身体だけではない。

　心もだ。

　すべてを稜月と繋ぎ合わせ、このまま朽ちてしまいたくなる。

　ああ、なんで今まで……この人に、好きだと伝えなかったんだろう。

　どうして他の男との恋に、臆してしまったんだろう。

「好き……。稜月、好き……」

　後悔と懺悔が切実な激情となって七生を翻弄する。

　好きだと告げると、稜月が幸せそうな顔をする。

（ああ、わたし……この人を幸せにできているんだ……）

　泣きたくなるほどの衝動に身を任せ、快楽の果てに行き着くのはどこなのだろう。

「イク——っ！」

「ああ、七生さん。俺も、あぁ——！」

　幸せだ。

　本当に幸せだ。

　五度の災禍の末に六度目で手に入れたこの幸せ。

　この時の七生は気づいていなかった。

　……自分には、もう一度災禍があり、生まれ変わる定めにあることを。
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　稜月と付き合ったことは、朝一番に、社長室にいる幸生にふたりで直接報告した。

　すると幸生は涙ぐんだ。かなり心労をかけていたらしい。

「ようやく、くっついたか。恋愛初心者たちだから、もだもだ、じれじれしやがって。でも稜月のぶれない誠実さが、俺と七生の心を溶かしたんだぞ。遠回り、ご苦労」

「ありがとうございます」

「考えたら、兄さんも複雑な立場だね。絶縁した親友の弟と、その親友の元カノである妹が付き合うんだから」

「いいんだよ。七生さえ幸せになれれば。これで俺も……お役御免かな」

「兄さんの恋の成就、わたし協力するからね。いい人いたら言ってね」

「近く言うよ」

　さらりと言われたが——。

「いるの!?」

　しかし幸生は笑って教えてくれない。

　そんなじゃれる兄妹を見ている稜月の空気が、段々と冷え込んでくる。

「くっつきすぎ……じゃないですかね」

　殺気までちらつき始めたため、兄妹は狼狽する。

　その弾みで七生のバッグが床に落ち、中身が飛び出てしまった。

　慌てて散乱物を拾う七生だったが、一枚の名刺を手にして固まった。

　それを怪訝に思った稜月が声をかけると、七生は素直に名刺を渡した。

「これ……泰月くんからもらった名刺。バッグに入れてれたの、忘れてた」

　稜月と幸生はそれを見て、表情を強張らせた。

「『インフォメーションラボラトリー』……。幸生さん、これって悪名高い……」

「ああ。泰月の会社だったとはな。顧客の希望する情報を仕入れて売りつける。情報屋みたいなところだ」

「情報屋って裏社会のイメージがあるけど、表社会で堂々と商売にできるのね」

　すると稜月が答えた。

「……普通は難しいな。そのデータが信頼できるという確証がなければ、客も金を出さない。それなら、たとえば帝王バンクとか実績ある調査会社のデータを買うだろう。ただ、取扱いデータの種類が豊富なら、そこで重宝がられるかもしれないけど」

「同感だな。大体、なんであいつが、そんな会社を作ったのか謎だ。ＩＴ系はオタクがするもんだと、差別していたくせに」

「本当だよ。俺、何度バカにされてきたか」

　当時知りえなかった泰月の裏の顔が、浮かび上がってくる。

　恋は盲目とはよく言ったものだ。七生は、なにも見えていなかったことを悔やむ。

「しかし、泰月はなぜ今更、七生に関わろうとしたんだ？　それがひっかかるな」

「ええ本当に。七生さん、他になにか言ってなかった？」

　七生は記憶を巡らせ、そしてあることを思い出した。

「そうだわ、別れ際、合併するとか言ってたわ。今の仕事が成功したららしいけど。なんとか財閥が母体の会社で、ええと、確か……向島……」

「向島開発？」

　稜月が目を細めた。そして腕組みをして考え込み、重々しく口を開いた。

「もしかすると、うちの産業スパイの件、兄が関わっているかもしれません」

　幸生が厳しい顔をして稜月に尋ねた。

「理由は？」

「向島開発は、向島財閥を母体とし、ＩＴ分野では上位会社。しかし技術面に不安があり、高いスキルを持つ中小企業と吸収合併を繰り返してきた。ただそのやり方が汚いと聞いたことがある。他から情報データを盗んで、自社製品にすると」

（それって……）

「しかも向島開発が、ブライダル企業のシステム構築を推し進めていると、人伝に聞いたこともあります。うちのマッチングアプリを、盗用しようとしているかもしれません」

　幸生もまた、冷ややかに目を細めて、状況をまとめた。

「つまり泰月は、うちに差し向けたスパイを通して情報を盗み、向島開発に売る。それが成功できれば、泰月の会社名は失うけれど向島系列企業となる……ということか」

「ええ。今回、『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』を調査してみて、うちのサーバーが、ひとつの機械にひとつのＯＳという基本的な物理マシンではなく、ひとつの機械で複数のＯＳを動かせる、仮想マシン化していることがわかりました」

　仮想マシンとはパソコンの中に別のパソコンが入っているイメージで、たとえばＯＳのバージョンアップで古いソフトが動かない場合、仮想マシンにして新旧ふたつのＯＳを入れておけば、古いソフトも同じ機械で使用できるらしい。

　稜月はグループウェアに穴があったと思い、サーバーには目を向けていなかった。

「『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』は社内のサーバーにあっても、別のＯＳで動いているのだから履歴が見つからない。しかもグループウェアに元々あったバグによって、仮想マシン内で共有化している部分から、一時的にセキュリティを緩和してシステムを改竄できることもわかりました。本多さんの件はそれで説明がつく」

　しかし本多の件以降、稜月が重要情報を独占して開示しないため、ファンクラブと称したスパイを使っているのだろうと稜月は言った。

「兄は『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』の管理人にスパイ行為を命じているのだと思います。管理人が誰かを調査しているうちに、昨日……突如『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』は消えた。跡形もなく。俺や幸生さんが見ているとわかったからでしょう」

　確か、泰月はこう言っていた。

　——今、ちょうど挨拶が終わったところだろうしな。

「だから管理人は追えなくなったけど、ある程度の予想はついています。俺は、兄も管理人も……メメントモリを潰そうとして奴らを全員、許せない」

　稜月の顔には怒りが滲んでいた。

「なんで泰月くん、この会社に目をつけたのかしら。踏み台にするには、もっと大きなところでもいいと思うのに」

「俺の会社だからだろうな。六年前に殴ったことを、根に思っているんだろう」

　そんな兄の苦笑に、ふと七生は、麗の言葉を思い出す。

　——『あなたの死を望みます』……復讐の花なんですよぅ。

「兄は七生さんの前に姿を現すことで、宣戦布告をしたのだと思います」

　稜月は怒りに満ちた目を細めて告げた。

「兄はきっと、今週末にやってくる。社員が一斉退職するだろう、プロジェクトの全体会議の時に。悔しさに歪んだ俺たちの顔を見に来る」
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　それから三日後——。

　稜月が予言した全体会議を終えた後、泰月は堂々とアポなしでやってきた。

　受付嬢にはあらかじめ、泰月を中に通し、ある場所に連れてくるように指示をしている。

　ある場所とは、第四回のプロジェクト全体会議が行われている会議室だ。

　爽やかな風貌なのにどす黒い笑みを浮かべ、勝ち誇った様子で、泰月は会議室に足を踏み入れる。情報を取り扱う会社で、機密情報についての会議に乗り込むリスクをまるで気にもせず、我が物顔だった。

（来た——！）

　楕円形のテーブルで、稜月の横に座っていた七生は身を強張らせた。

　すっと稜月の手が、テーブルの下で七生の手を握る。

（大丈夫だ。稜月がいる。それに兄さんも同席している）

　泰月は、力なく俯いている三人の社員をどう思うだろうか。

「ようこそ、『インフォメーションラボラトリー』の蓼科社長」

　にこやかな笑みでそう歓迎したのは、稜月の横……上座に座る幸生だ。

「ほう、俺が来るのをわかっていたか、幸生」

　泰月は豪快に笑った。

「随分、大変な会議だったみたいじゃないか」

　泰月は、わざとらしく核心を突いてくる。

「可哀想に。社員が次々に辞め、三人しか残らない。この人数ではマッチングアプリが開発できないじゃないか。そこで俺がお前を助けてやろう」

「助ける？」

「ああ、ただし条件つきだ。退職した社員たちを会社に戻してやる代わりに、マッチングアプリの最終的な設計書を寄越せ。会議で渡しているような簡易版ではなく。稜月の前にあるパソコンに入っているはずだ」

　すると幸生は笑う。

「まったく魅力がない申し出だな。設計書を渡したら向島が製品化するじゃないか」

「設計書をちらつかせて向島に取り計らい、お前の会社を高く買い取らせよう。そして俺の新会社に吸収してやる」

　その決定権は自分にあるのだとでも言いたげな、傲慢な言い方である。

「うちを潰すのは決定事項だったってことか。そんな悪党に、元社員たちが従うとでも？」

　幸生の言葉に、泰月はにやりと笑う。そしてスマホを取り出して、電話をかけた。

「そのために『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』の管理人に、社員たちを手懐けさせたんだ。社員たちはお前たちではなく、俺の命令に忠実な管理人の言葉に従う。それを見せてやる」

　呼び出し音が鳴り響いたのは——この会議室内だ。

「いいよ、電話に出て。管理人さん」

　稜月が刺々しく声をかけたのは、カタカタと震える、情報システム課の巨漢、山田だった。彼が震える指先で応答しようとした瞬間、電話が鳴り止んだ。

「どういうことだ？　この三人は、管理人に逆らった奴らだろう？」

（そうか。泰月くんは、メンバーとも対面したことがなかったのね）

「お前が管理人なら、稜月のパソコンを持ってこい。そうしたら、お前を解放してやる」

　山田が幸生と稜月を見ると、ふたりは肩を竦めて許可する。

　山田がパソコンを手にすると、泰月は訝しげに言った。

「随分あっさりと手放すな。中身を開いて、ちゃんとデータがあるか確認して、俺に見せろ」

　稜月はそれを許し、さらにファイルがある場所まで教えた。

　山田が泰月に見せると、泰月はファイルを閉じて彼の元へ運んでくるように命じた。

　だが山田は震えて動けないため、彼は隣に代理を頼んだ。

　それは巴である。彼女は朗として引き受けた。

　七生が初めて見る、巴のパソコン姿は、貴重すぎて神々しくも思えてくる。

　そして十秒——。

　ピーという機械音が鳴り響いた。怪訝な顔をする泰月の前で、巴がテーブルを滑らせて泰月に投げ寄越したパソコンは、ハードディスクが壊れた通知が表示されている。

「お前、なにをしたんだ！」

　泰月が慌ててパソコンを操作するが、電源もつかなくなってしまったようだ。

　唖然としているのは七生だけで、幸生は平然としたまま、泰月に告げた。

「それが返答だ、泰月。お前に情報を渡すくらいなら、消去する」

「いいのか、向島が潰しにかかるぞ!?　こんな弱小企業などひとひねりだ」

「ははは。そう仕向けたのは、兄さんじゃないか。大体、社員に一斉退職されて、アプリ開発ができないと、俺が兄さんを頼って設計書を渡すとでも？　渡したところで、完膚なきまで叩き潰してくれとでも、兄さんが向島に頼み込んでいるんじゃないの？」

　稜月が笑いながら言うが、顔を歪ませた泰月からの反論はなかった。

「悪いがうちは、弱小企業ではないんだ」

　幸生が失笑した。

「は？　強がりを言うな。どんな規模かは、企業データを見ればわかる」

「泰月。データというものは刻々と変わる。永続的なものじゃない」

　泰月が怪訝な顔をした時、稜月が静かに言った。

「うちの提携スポンサーは、向島財閥には負けないレベルのところばかりだ」

　例としてあげるその企業名は、七生も知るところだ。

　七生の前の会社は大手企業だったが、それにも並ぶ。なぜそれらの大企業が、この会社と提携を承諾したのか、どこが魅力なのか、失礼ながらわからない。

「誰だ。誰にそんなコネがある！」

「コネというより、幸生さんの力だ。出張三昧でとってきた」

　七生は称賛の眼差しを兄に向けた。それに気づいた幸生は、なぜかとても複雑そうな顔をして、咳払いをする。

「だから、向島如きに潰れることはない。それに俺を侮ってもらいたくないな。いくら『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』を隠蔽させても、からくりさえわかれば調べ上げる。なにせ、あんたに馬鹿にされ続けた、根暗なオタクだからね」

「証拠は……」

「そんなもの……ほら、山田。首謀者にさっき、俺たちに言ったことを告げるんだ」

　すると山田は、涙ながらに告げた。

「もう、嫌です、こんなこと。いくら親の借金を肩代わりしてくれたところで、社内のやる気をなくさせ、大好きな会社から情報を盗み、好きな人を追い詰めて。その彼の無実を信じてくれた課長からも、情報を抜き取ることを同僚たちに指示するなんて」

　七生はいまだ真実が受け入れられない。

　本多の恋人は、同性の山田だったのだ。

　彼は痣のある巨乳の持ち主、だそうだ。

（まさか、本当に脂肪の塊の巨乳だったなんて……）

　そして本多の上に置かれてあったというスノードロップは——。

「麗も……山さんを悩ませたのは、本多さんだと思ってぇ！　山さんが好きなスノードロップを、にっくき恋敵の本多さんの机に置きました。『あなたの死を望みます』——この花言葉が麗の呪いになれって！」

（まさか、山田さんと麗ちゃんと本多さんの三角関係だったなんて……）

　この場には、ラッシンこと五十嵐もいた。自分より年下で高身長である稜月への嫉妬で、ちょくちょくと情報を盗んでは、ネカマとして報告して、メンバーを煽ることでストレスを発散していたらしい。正体不明の管理人と秘密裏に共謀し、社員の士気を下げさせていた。

「わかるかな。兄さんがしたことはうちの社員に対する教唆や恐喝。それプラス、データを盗まれて、受けるべき正当な利益を損なわれた。訴状が届いたらどうぞよろしく。向島さんが兄さんと会社を見捨てず、助けてくれたらいいね。ま、でも無理かな。この場所はカメラがあって、向島社長が見ているテレビに繋がっているから」

「な……」

「向島社長、不正企業とは関わり合いたくないと言っていたよ。リスク高いって」

「なんでお前が、向島社長と話ができるんだ」

「さあ。まあ……兄さんにできることは俺にもできる、ってことかな」

　途端、泰月の顔が屈辱で真っ赤になった。

「こっちも向島開発のおかげで危険な目に遭っていたし、それを逆手にとって、今後は兄さんのおかげで仲良くやっていけそうだ。ありがとうね、踏み台になってくれて」

　冷淡に切り捨てた弟に、泰月は激昂する。

「ふざけるな！」

「それはこっちの台詞だ！」

　怒声で返したのは幸生だ。

「もう大事な人をお前の毒牙にかけるようなことはさせないぞ。お前のために苦しませるものか。七生も、稜月も、俺にとっては大事な家族だ」

　すると、泰月は突然笑い出す。

「そうやって、今度もまたお前は正義をかざして、俺を悪者に仕立てるのか。利用できるものは利用してでものし上がりたいと思う、それのどこがいけない!?」

　泰月は吐き捨てる。

「俺に劣等感を植えつけるな！」

　ああ、この男は——まっすぐな幸生に、なんでもできる稜月に劣等感を抱いていたのか。

　そしたら自分は？

「わたしは……あなたと同じ、劣等種だった？」

　七生は思わず尋ねた。

「親もいない、地味で暗い……わたしは、あなたの自尊心を満たし優越感に浸れる……下層にいる人間だったから、選ばれただけだったの？」

　恥辱にカタカタと震える手は、熱を伝える稜月にぎゅっと握られた。

　七生から出た言葉に、泰月は少しだけ驚いた顔をして、笑った。

「ああ。俺に夢中なお前は、俺の自己肯定感を上げる、〝いい女〟だったよ。だけど六年後のお前は、駒にもならない……生意気なだけの女だ。自己主張する女など願い下げだ」

　その瞬間、かろうじて残っていた彼との思い出の断片が、呆気なく砕け散った。

　こんな男に苦しませられていたなんて、馬鹿みたいだと。

　縛られる価値もない。彼のために恋ができなくなるなんて、とんだお笑いぐさだ。

「泰月くん。わたしは……あなたなんていらない」

　それは六年前に、泰月に言われた台詞だ。

　今は、傷つき逃げ帰ることしかできなかった、あの頃の自分ではない。

「わたしには、そばにいてほしい人がいるの。それはあなたじゃない」

　六年前、言えずにフェードアウトしてしまったから、きちんとした別れを今ここに。

「さようなら。もう二度と会いたくない」

　まっすぐに、揺るぎない意思で。

　すると泰月は笑った。どこかもの悲しさを感じさせる、自信家の彼らしからぬもの。

「結局俺は……すべてを手に入れることができなかった」

　もしかして彼は、離れていった友や弟を、企業の買収という形で手に入れようとしたのかもしれない。小さくなる背中を見て、七生はふとそんなことを思った。

　情報というデータを疎かに考え、そのデータによって罪にまみれた彼は逃げ場がない。

　この先は然るべき処分が下されるだろう。今だけが、束の間の自由だ。

　この先、彼の手元にはなにが残るのだろう。

　……きっと、虚しさだけだ。

　生ける屍となった彼の行き着く先がどこなのか、七生にはわからない。








エピローグ








　会社の危機に直面していた暑い夏が過ぎ、寒い季節がやってきた。

　都内のある居酒屋で、七生のはしゃいだ声が響く。

「うわ、懐かしい……そうだよ、この居酒屋よ！」

　稜月に連れていかれたのは、かつて、不幸のどん底にいた七生が、くだを巻いていた場所。兄を困らせ、稜月と出逢った場所だ。

　同じ座席に、稜月と向かい合って座る。

　もう苦しい気持ちにはならない。ただ懐かしいと思うだけだ。

　それを笑顔で稜月に伝えると、彼は顔を綻ばせた。

「完全に、断ち切ったね」

「え？」

「きっと今の笑顔が本当の七生さんなんだろう。最後の転生、おめでとう」

「ありがとう」

　七生は笑うと、稜月とジョッキをかち合わせて、ビールを飲んだ。

　仕事帰りの身体に、この苦みとシュワシュワ感は最高だ。

「ねぇ、今が最後の生なら、六回目の災禍はなんだったのかな」

「それはきっと……」

　稜月が言わないのは、泰月だと思っているからだろう。それは正しい気がする。

「でもね、死にたくなるほどつらくはなかったんだ」

「え？」

「稜月がいてくれたから。手を握っていてくれたから」

「……っ」

「稜月なしで生きることはできなくなっちゃった。責任とってよね」

　かつて稜月が好んで使っていた責任という言葉を用いて、茶目っ気たっぷりに言うと、稜月は笑いながらもどこか泣きそうな表情を見せた。

　七生に懸命にその存在を刻んでも、忘れられてしまった稜月。いらないものと捨てられたと悲しんでいた彼だから、彼を必要とする生を七生が認識したのは、感慨深いのだろう。

「『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』も閉鎖し、事実上ファンクラブも解散。寂しいくらいね」

「いらないよ、ファンクラブなんて。もう本当に勘弁」

　稜月は『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』の、体験記コーナーを見てしまったらしい。ありえない体験記に鳥肌となり、全部は見ることができなかったようだ。

　——何度も何度もって、俺……胸さえ確認したら、もう相手にしていないから。

　憤然としている稜月に、七生はしばし笑いがとまらず、稜月にお仕置きをされてしまった。焦らすにいいだけ焦らされて、腰砕け寸前まで抱かれたことを思うと、今後、彼をからかうことは控えた方がいいと強く思った。

　七生に『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』の招待をしていたのは山田だったが、七生には複数の女性社員たちが稜月を独占しないか監視していたようで、そのリアルタイムな情報が山田に伝えられていたらしい。監視がなくなった時点で、営業戦略課はちゃんと元の場所へ戻った。

「あの四回目の会議で、山田さんや麗ちゃんたちが社員の方々に謝り、そしてデータ流出した件もすべて告白し、今後こんなことはあってはならないと、稜月が説いたおかげもあり、皆の志気はあがったよね」

　山田は解雇を願った。泰月に脅されていたとはいえ、本多を追い詰めた罪は消えない。だが幸生は減給に留めた。生まれ変わるチャンスを与えたのだ。山田は数ヶ月でかなり痩せて外見が変わり、巨乳と思しき胸は、いまやぺったんこだ。

　罪悪感から敬遠していた本多の見舞いにも行ったそうだ。本多は山田に裏切られたショックにより、山田のことも事件のことも忘れて落ち着いているらしい。山田は初対面からやり直し、そこに愛がなくとも、誠意を持って本多に寄り添いたいという。

「だけどまさか、本多さんの相手が山田だったとは。七生さんがメメントモリへ転職してくれなかったら、俺いつまであんなこと……うわ、鳥肌が……」

「稜月、どんまい」

　真相を知った稜月と幸生の嘆きは深かった。ハイスペックのくせに、女性経験が少ないふたりが真剣に考えた行動は、身体を犠牲にした彼らには悪いが……なにか笑ってしまう。

　山田と本多と麗の奇妙な三角関係は、どうなるのだろうか。麗も山田も生まれ変わったように仕事に真面目になって、清らかな関係を維持しているようだ。

　災禍を経て生まれ変わる相だったのは、七生だけでなかったのかもしれない。

　泰月が来る直前、『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』を中心とした情報流出について話し合った。

　泰月の悪巧みを暴露した上で、会社としてどう進むのがベストか、社員に考えさせた結果、メメントモリの退職を希望する社員は出なかった。彼らに良心はあったのだ。

　あの場にいなかったのは、山田と麗と五十嵐以外を、別の会議室に移動させたからだ。

　ただ、それに至るまで、ちょっとした揉め事があった。

　他人事のように聞く社員たちに、稜月が怒った時のことだ。

　——たかが課長が、俺たちに指図しないでください！

　故意的な稜月の締めつけに、そう抗議したのは五十嵐だった。

　——課長に人事権があるなんて、おかしいです、この会社。

　五十嵐の抗議に、次々と稜月に対する批判が集まった。後で『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』のメンバーだった社員に聞いてみると、稜月を追い詰めろと指示があったらしい。

　それを鎮めたのは、笑う幸生だった。

　——稜月の課長職を解くとなれば、今まで以上の人事権を持つことになるが、それでいいのか？　解雇、減給……知らないぞ。稜月は執念深いからな。な、稜月。

　すると稜月が肩を竦めた後、笑って言った。目は冷ややかなままで。

　——隠していてすみません。俺、実は副社長をしてます。

　あの時のぽかんとした社員たちの顔が、七生は忘れられない。むろん、七生もその中にひとりだった。こんな時に、なにふざけたことを言っているのかと思った。

　——ちなみに、この会社は俺と稜月が共同経営者だ。社長同等の力を持つと考えろ。

「まさか、いないも同然だった副社長が、稜月だったとは。なんで課長のふりをしていたの？　副社長の方が箔が付くのに」

「重役室でふんぞり返っているより、現場の仕事をしたいんだ。営業でも企画でもシステムでも、なんでもいいから。自分の力で仕事をとって、達成感を味わいたくて」

　オールマイティで真面目な彼らしい答えだ。

　その気持ちは、七生もわかる。だから幸生の妹であることを伏せているのだ。

「だけど副社長という肩書きひとつで、社員たちが真剣に仕事するようになったのは意外だったな。膿出しと浄化がすぐにできるとは」

　きっと、マッチングアプリは素晴らしい出来になるだろう。

　サンプルを先方に提出したばかりだが、すごく喜ばれているという。それ以上の出来になるよう、山田、麗、五十嵐が中心となってプロジェクトを盛り上げている。

　過程がどうであれ、稜月が望んでいた形になったのだ。

「まあ、今までやってきたことで本当に必要ない部分は切り離せたし、また腐蝕が感じられたら、副社長として威張ってみるよ」

　若い副社長は、これからも考え悩みながら、ベストな方法を見つけていくのだろう。

　『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』は、そんなオールマイティな優秀さを誇る稜月への悪意を集めるために、泰月が運営させたのだろうと、後に幸生は語った。

　——泰月は昔から、有能な稜月に嫉妬していたからな。やり方が汚いから俺が注意するたびに、友人を責めるのかって怒っていた。

　もしかすると、幸生が稜月を誘って会社を起ち上げたことも気に入らなかったのかもしれない。今の稜月の立ち位置は、泰月が立っていたかもしれない場所だから。

　精一杯の抗議と自己主張で、幸生と同じＩＴ企業の社長をして……数ヶ月前、メメントモリへの損害賠償金を支払った後、彼の会社は倒産した。信頼できない企業ということで顧客が背を向け、債権の道も閉ざされたようだ。

　同じジャンルで会社を作り、明暗分けた元友人同士。

　複数の罪に問われた泰月が、今どこでなにをしているのか、誰も知らない。

　なぜ『Ｓｎｏｗ　Ｄｒｏｐ』と名付けたのかも、知ることはないだろう。

　奇しくも泰月の横やりによって、新たなスポンサーにも恵まれて、メメントモリは生まれ変わろうとしている。

　そして——再出発をしたのは兄もだった。

　——七生、紹介してやる。俺の彼女だ。

　妹の幸せを見届けた後、自分の幸せを掴むことにした兄が選んだ相手は、まさかの巴だったのだ。幸生に寄り添う巴が様になっていて、つくづく自分の目は節穴だと思った。

　幸生の幸せは、七生の近くにあった。

　付き合っていなくても、ふたりが仲がいいということは、稜月も気づいていたらしく、巴になにかを頼む時は、律儀に幸生の許可をとっていたらしい。

　——ＩＴ企業でパソコンを使えない社員は致命的だ。だから就職面接で落とそうとしたら、幸生さん……強く反対してね。多分、ひと目惚れだったんだよ。

　致命的な巴だって、大いに会社に貢献している。

　示し合わせていたとはいえ、巴のおかげで泰月への情報流出は食い止められたのだから。

　今度、ダブルデートを提案したい。照れたような幸生と巴の笑顔が見たいから。

「ねぇ、ひとつ聞きたかったんだけど、稜月が調べていたマッチングアプリについての資料、すごく現実的で詳しかったけど、利用したことがあったの？」

　この居酒屋は焼き鳥が美味しい。味は六年前と変わってないみたいだ。

「それは……その……」

　珍しく稜月の歯切れが悪い。

「利用はしていないけど、高精度のＡＩが、俺と七生さんを……マッチングしてくれたら嬉しいなと、機能を調べたことがあって」

　稜月の首筋が赤い。

「マッチング基準がわかれば、拗れた赤い糸の解き方もわかるかなと……。笑うなって。機械を頼りにしてでも、あなたと結ばれたかったんだよ」

「ふふふ。だったら、検証と称してたくさんのマッチングアプリに登録して、試してみようか。それでわたしと稜月が選ばれたら、その時は——」

「運命を試さなくてもいいじゃないか。もう俺とあなたは、離れることがないんだから」

　笑う稜月は七生の手を取る。

「前のような、刹那で終わる秘密の関係ではない。あなたは、俺の永遠の恋人だ。なにがあっても、俺はあなたのそばにいる」

　稜月の手が離れた。

　丸められた手の中に違和感を覚えた七生が、その手を開いてみる。

　中にあったのはダイヤのエンゲージリングだった。

「え……」

「本当はムード満点のところでって思ったけど、あなたと俺はここから始まった。だからここにしたんだ。改めてムードある場所でも言うから、最初だけは許して」

　魅惑的な灰褐色の瞳が、まっすぐに七生を捕らえる。

「俺と、結婚してください」

　——この先は幸せになれる。それが、今生きている意味だと信じて。

　この居酒屋で出逢った青年はそう予言した。そして今……幸せの道が開いた。

「……よろこんで」

　七生は薬指に指輪を嵌めて、涙をこぼしながら笑みを作る。

「よかった……！」

　彼となら、ずっと笑顔でいられる。その笑顔で幸せになれる。

　稜月は顔を傾け、七生は目を瞑る。

　唇が重なると——拍手が湧いた。

　酔っ払いたちが囃し立てる。

　お祝いだと、各客席から料理が運び込まれる。

　幸せに賑わう中、ふと占い師の言葉を思い出した。

　——〝甘さ〟に注意と出ておる。それが次の危機に繋がるか、回避できるかどうかは、お嬢さんの心がけ次第……ということじゃな。

　テーブルに置かれた、砂糖たっぷりの揚げたてラスク。

　それを見て、七生は叫んだ。

「甘さ……砂糖……サトウ……佐さ藤とう!?　まさか！」

　佐藤（兄）で危機に陥り、佐藤（弟）と出逢って救われた。

　これは最初から仕組まれた、運命という名のプログラム。

　何度不幸に見舞われ遠回りしても、最後に甘やかな恋人に辿りつくようにできている。

　最愛の恋人は、甘い声でこっそり囁く。

「七生さん、早く抱きたいんだけど」

　この記念すべきプロポーズの日に、酔っ払いは稜月を離さない。

「わたしも……身体で伝えたいわ」

　愛するあなたに、早く伝えたい。

　どこまでも甘く、どこまでも愛おしい——

　そんなあなたと出逢うために、自分は生まれてきたのだと。 
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　初めまして、奏かな多たと申します。

　この度は拙作をご覧くださり、ありがとうございました。

　濃蜜ラブルージュさんで最初の作品となる今作は、「メメント・モリ」というラテン語をキーワードに、立ち直ろう・立て直そうとする稜月と七生の恋愛を書かせていただきました。

　機械で情報収集ができる最先端のＩＴ会社で、身体を張って情報収集しようとするハイスペック男性陣の苦悩と不器用さ、身体を張らずともうまく情報収集をしてくるお姉さまたちに、くすりとしていただけたらと思います。

　視点を変えれば見えてくるものがあるのに、時に正義心、時に切迫感や恐怖心などで、それがわからず、最善策だと信じ込んで、自分から破滅の道に進んでしまう人はいるかと思います。案外真実は単純で、しかし自分がそれを複雑にしているだけ。こうであるべきだという固定観念を捨てれば、意外なところや人物から、天啓じみた解決策がもたらされるかもしれませんね。

　七生は自分のことを〝しぶとく生きるゾンビ〟と言いますが、それくらいの根性で、様々な災禍に見舞われている今日を生き抜き、幸せを手に入れたいものです。

　稜月のイメージは健気なワンコ。妖艶さで翻弄する、遊び人風の辣腕上司でも、思わずよしよしと頭を撫でてあげたくなるような純粋さを持つヒーローを意識しました。

　七生とともに絆されていただけたら、幸いです。

　最後に、お世話になった方々への御礼を。

　担当者様、出版社様、配信に関わってくださったすべての方々に、感謝申し上げます。

　また、表紙を担当くださいました北きた沢ざわきょう先生。赤面しつつも見惚れずにはいられない、そんな美麗で妖艶なイラストを描いていただき、本当にありがとうございました。

　そして応援くださった方々、手に取っていただいた皆様方に、最大の感謝を。

　元気にまたお会いできますように。
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